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立
言
篇
九
上

　

底
本
校
語
に
い
う
、「
案
目
録
有
立
言
上
下
、
原
本
合
爲
一
篇
。

其
散
見
複
出
者
、
猶
有
上
下
之
名
、
謹
參
考
分
之
如
左
」。「
立
言
」

の
篇
名
は
、『
左
傳
』
襄
公
二
十
四
年
に
基
づ
く
。
范
宣
子
が
呈
し

た
「
古
人
有
言
曰
、
死
而
不
朽
、
何
謂
也
」
と
い
う
質
問
に
對
し
て
、

穆
叔
（
孫
叔
豹
）
の
返
答
は
、「
魯
有
先
大
夫
曰
臧
文
仲
、
旣
没
、
其

言
立
」
だ
っ
た
。
臧
文
仲
は
春
秋
魯
の
賢
臣
で
、
そ
の
死
後
に
、
彼

の
生
前
に
遺
し
た
言
葉
が
世
に
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う

な
こ
と
を
「
不
朽
」
と
稱
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
穆
叔
が
さ
ら
に

續
け
て
い
う
に
は
、「
豹
聞
之
、
大
上
立
德
、
其
次
有
立
功
、
其
次

有
立
言
」。「
立
德
」「
立
功
」「
立
言
」
の
三
つ
こ
そ
が
「
不
朽
」
の

名
に
價
す
る
。
著
者
蕭
繹
は
こ
の
篇
で
、
後
世
に
傳
え
た
い
自
分
の

信
念
と
も
い
う
べ
き
語
を
、
古
今
の
名
言
名
句
を
織
り
こ
み
な
が
ら
、

書
き
連
ね
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
書
の
序
で
も
臧

文
仲
の
こ
と
を
記
す
と
と
も
に
、
魏
文
帝
曹
丕
の
「
立
德
著
書
、
可

以
不
朽
」、
ま
た
杜
預
の
「
德
者
非
所
企
及
、
立
言
或
可
庶
幾
」
と

い
っ
た
、
そ
れ
に
關
連
す
る
言
葉
を
舉
げ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ

れ
た
い
（『
中
国
文
学
報
』
第
七
十
九
冊
参
照
）。
立
言
篇
は
い
わ
ば
こ

の
書
の
眼
目
と
も
い
う
べ
き
篇
と
い
っ
て
よ
い
。

1　

案＊
祭
法
、
天
子
諸
侯
宗
廟
、
皆
月
祭
之
。
又
有
月
令
、
皆
薦
新
、

竝
云
、「
先
薦
寢
廟
」。
此
皆
是
月
祭
正
文
。
國
語
云
、「
古
者
先
王
、

月
祭
日
祀
」。
雖
諸
侯
不
得
祖
天
子
、
而
宗
廟
在
都
、
匈
奴
未
滅
、

拊
心
長
呌
、
萬
恨
不
追
。

　

［『
礼
記
』
の
］「
祭
法
」
に
よ
る
と
、
天
子
と
諸
侯
の
宗
廟
は
、

い
ず
れ
も
月
ご
と
に
祭
祀
を
行
な
う
。
ま
た
「
月
令
」（
月
々
の
定
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め
）
で
は
、
時
節
ご
と
に
初
物
を
宗
廟
に
供
え
、
い
ず
れ
の
個
所
に

も
、「
先
ず
寝
廟
に
お
供
え
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
月
毎

の
祭
祀
を
示
す
本
文
で
あ
る
。『
國
語
』
に
は
、「
い
に
し
え
の
先
王

は
、
月
ご
と
に
祭
り
日
ご
と
に
祀
る
」
と
あ
る
。［
自
分
の
よ
う

な
］
諸
侯
は
天
子
の
祖
廟
を
祭
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
わ
が
宗
廟

は
都
に
在
っ
て
、
賊
徒
は
ま
だ
滅
び
て
お
ら
ず
、
胸
を
叩
い
て
長
く

叫
ん
で
も
、
も
ろ
も
ろ
の
悔
恨
は
盡
き
な
い
。

〔
校
　
勘
〕

＊
案
：
百
子
本
→
按
。

〔
注
〕

①　

案
祭
法
云
云　

こ
の
章
は
祭
法
に
つ
い
て
の
信
條
を
述
べ
る
。
ま
ず

伝
統
的
な
祭
法
の
あ
り
方
を
説
い
て
の
ち
、
父
母
の
像
を
刻
ん
で
供
養

を
缺
か
さ
な
い
独
自
の
祭
法
を
披
瀝
す
る
。『
礼
記
』
祭
法
に
、「
故
王

立
七
廟
、
一
壇
一
墠
、
曰
考
廟
、
曰
王
考
廟
、
曰
皇
考
廟
、
曰
顯
考
廟
、

曰
祖
考
廟
、
皆
月
祭
之
」。
ま
た
「
諸
侯
立
五
廟
、
一
壇
一
墠
、
曰
考

廟
、
曰
王
考
廟
、
曰
皇
考
廟
、
皆
月
祭
之

0

0

0

0

」。

②　

又
有
月
令
云
云　
『
礼
記
』
月
令
に
以
下
の
如
く
あ
る
。
仲
春
の
月

に
、「
天
子
乃
鮮
羔
開
冰
、
先
薦
寢
廟

0

0

0

0

」。
孟
夏
の
月
に
、「
天
子
乃
以

彘
嘗
麥
、
先
推
寢
廟
」。
仲
夏
の
月
に
、「
天
子
乃
以
雛
嘗
黍
、
羞
以
含

桃
、
先
薦
寢
廟

0

0

0

0

」。
孟
秋
の
月
に
、「
天
子
嘗
新
、
先
薦
寢
廟

0

0

0

0

」。
仲
秋

の
月
に
、「
以
犬
嘗
麻
、
先
薦
寢
廟

0

0

0

0

」。
季
秋
の
月
に
、「
天
子
乃
以
犬

嘗
稲
、
先
薦
寢
廟

0

0

0

0

」。
季
冬
の
月
に
、「
天
子
親
往
、
乃
嘗
魚
、
先
薦
寢

0

0

0

廟0

」。

③
國
語
云
云
云　
『
國
語
』
楚
語
下
に
、「
是
以
古
者
先
王
日
祭
月
享
、
時

類
歳
祀
」。
韋
昭
注
に
、「
日
祭
於
祖
考
、
月
薦
於
曽
高
」。

④　

雖
諸
侯
不
得
祖
天
子　
『
礼
記
』
郊
特
牲
に
、「
諸
侯
不
敢
祖
天
子
、

大
夫
不
敢
祖
諸
侯
、
而
公
廟
之
設
於
私
家
、
非
禮
也
」。

⑤
匈
奴
未
滅　
『
史
記
』
一
一
一
衛
将
軍
驃
騎
列
傳
に
、「
天
子
爲
治
第
、

令
驃
騎
視
之
。
對
曰
、『
匈
奴
未
滅

0

0

0

0

、
無
以
家
爲
也
』」。
こ
の
場
合
は

『
史
記
』
の
表
現
を
借
り
て
、
侯
景
の
亂
が
ま
だ
平
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
い
う
。

⑥　

宗
廟
在
都　
『
左
伝
』
荘
公
二
十
八
年
に
、「
凡
邑
、
有
宗
廟
先
君
之

主
曰
都
、
無
曰
邑
」。
こ
の
場
合
は
梁
の
都
建
康
を
指
す
。
梁
の
武
帝

が
宗
廟
を
建
康
に
建
て
た
こ
と
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
禮
儀

志
二
に
詳
述
さ
れ
る
。

　

昔
魯
國
孔
氏
有
仲
尼
車
輿
冠
服
。
漢
明
帝
錫
東
平
王
蒼
光
烈
皇
后

假
髻＊
、
帛＊
巾
衣
一
篋
。
王
沈
集
稱
「
日
磾＊
垂
泣
於＊
甘
泉
之
畫
、
揚
雄

顯
頌
於＊
麒
麟
之
圖
。
遂
畫
先
君
先
妣
之
像＊
」。
傅
咸
集
畫
讚
曰
、「
敬

圖
先
君
先
妣
之
容
像
、
畫
之
丹
青
」。
曹
休
畫
其
父
像
、
對
之
流
泣
、

⑦
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誠
可
悲
也
。
陸
機
有
「
丞
相
像
讚
」、「
大
司
馬
夫
人
像
讚
」、
卽
其

列＊
焉
。

　

そ
の
昔
、
魯
國
の
孔
氏
の
家
に
は
、
仲
尼
の
車
輿
（
く
る
ま
）
と

冠
服
が
あ
っ
た
。
漢
の
明
帝
は
東
平
王
蒼
光
に
烈
皇
后
の
假
髻
（
か

も
じ
）
と
衣
裳
筐
一
箱
を
賜
っ
た
。『
王
沈
集
』
に
い
う
に
は
、「
金

日
殫
は
甘
泉
宮
の
絵
に
涙
を
流
し
、
揚
雄
は
騏
驎
閣
の
肖
像
に
頌
を

著
わ
し
た
。
そ
こ
で
私
は
亡
き
父
母
の
像
を
描
い
た
」。『
傅
咸
集
』

の
画
賛
に
い
う
に
は
、「
敬
ん
で
亡
き
父
母
の
お
姿
を
、
絵
画
に
描

い
た
」。
曹
休
は
そ
の
父
の
像
を
描
き
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
涙
を
流

し
た
が
、
ま
こ
と
に
傷
ま
し
い
こ
と
だ
。
陸
機
に
「
丞
相
像
の
讃
」

や
「
大
司
馬
夫
人
像
の
讃
」
が
あ
る
の
は
、
そ
の
系
列
の
作
品
で
あ

る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
髻
：
底
本
校
記
に
、「
案
後
漢
書
作
紒
。
注
、
周
禮
、
追
師
掌
爲
副
編
。

鄭
元
云
、
副
、
婦
人
首
服
、
三
輔
謂
之
假
紒
」。
＊
帛
：
底
本
校
記
に
、「
案

後
漢
書
作
注
、
續
漢
書
、
帛
字
作
皁
」。
＊
磾
：
底
本
は
「
殫
」
に
作
る
が
、

他
本
に
よ
り
改
め
る
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。
＊
像
：
抄
本
→
象
。
＊
列
：
抄

本
・
百
子
本
→
例
。

〔
注
〕

⑦　

昔
魯
國
孔
氏
有
仲
尼
車
輿
冠
服
云
云　
『
後
漢
書
』
四
二
光
武
十
王

列
傳
の
東
平
憲
王
蒼
傳
に
、「
特
賜
蒼
及
琅
邪
王
京
書
曰
」
と
し
て
、

「
今
送
光
烈
皇
后
假
紒
帛
巾
各
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
及
衣
一
篋

0

0

0

、
可
時
奉
瞻
、
以
慰
凱

風
寒
泉
之
思
、
又
欲
令
後
生
子
孫
得
見
先
后
衣
服
之
製
。
今
魯
國
孔
氏

0

0

0

0

、

尚
有
仲
尼
車
輿
冠

0

0

0

0

0

0

履
、
明
徳
盛
者
光
靈
遠
也
」。
李
賢
注
に
、「
孔
子
廟

在
魯
曲
阜
城
中
。
伍
緝
之
『
從
征
記
』
曰
、『
魯
人
藏
孔
子
所
乘
車
於

廟
中
、
是
顔
路
所
請
者
也
。
献
帝
時
、
廟
遇
火
、
燒
之
』」。
孔
子
の
遺

品
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
、「
孔
子

冢
大
一
頃
、
故
所
居
堂
弟
子
内
、
後
世
因
廟
藏
孔
子
衣
冠
琴
車
書
。
至

于
漢
二
百
餘
年
不
絶
」。
そ
の
索
隱
に
、「
謂
孔
子
所
居
之
堂
、
其
弟
子

之
中
、
孔
子
没
後
、
後
代
因
廟
藏
夫
子
平
生
衣
冠
琴
書
於
壽
堂
中
」。

⑧　

光
烈
皇
后
假
髻　
『
太
平
御
覧
』
七
一
五
服
用
部
假
髻
に
引
く
『
東

觀
漢
記
』
に
、「
章
帝
詔
東
平
王
蒼
、
惟
王
孝
友
之
德
、
令
以
光
烈
皇

0

0

0

后
假
髻
帛
巾
各
一
衣
一
篋

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

遺
王
。
可
時
瞻
視
、
以
慰
凱
風
寒
泉
之
思
」。

光
烈
皇
后
（
五
〜
六
四
）
は
、
名
を
陰
麗
華
と
い
い
、
光
武
帝
の
皇
后
。

明
帝
の
母
。
章
帝
は
、
明
帝
の
子
で
、
光
烈
皇
后
の
孫
。

⑨　

王
沈
集
稱
云
云　

王
沈
（
？
〜
二
六
六
）
は
、
晋
の
人
。
字
は
處
道
。

太
原
晋
陽
の
人
。
晋
初
の
元
勲
で
、
官
位
は
驃
騎
将
軍
・
錄
尚
書
事
に

至
り
、
司
空
を
追
贈
さ
れ
た
。『
晋
書
』
三
九
に
伝
が
あ
る
。『
隋
書
』

經
籍
志
に
、「
晋
王
沈
集
五
巻
」
と
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
。
当
該
の

⑭
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句
は
逸
文
。
以
下
、
父
母
の
畫
像
を
描
い
た
歷
代
の
例
を
列
挙
す
る
。

⑩　

日
磾
垂
泣
於
甘
泉
之
畫　
『
漢
書
』
六
八
金
日
磾
傳
に
、「
日
磾
母
教

誨
兩
子
、
甚
有
法
度
、
上
聞
而
嘉
之
。
病
死
、
詔
圖
畫
於
甘
泉
宮
、
署

曰
休
屠
王
閼
氏
。
日
磾
毎
見
畫
常
拝
、
郷
之
涕
泣
、
然
後
乃
去
」。
金

日
磾
（
前
一
三
四
〜
前
八
六
）
は
、
前
漢
の
人
。
も
と
は
匈
奴
の
休
屠

王
の
太
子
で
、
漢
に
仕
え
て
は
武
帝
の
信
任
を
得
て
重
用
さ
れ
た
。

⑪　

揚
雄
顯
頌
於
麒
麟
之
圖　
『
漢
書
』
六
九
趙
充
國
傳
に
、「
初
、
充
國

以
功
德
與
霍
光
等
列
、
畫
未
央
宮
。
成
帝
時
、
西
羌
嘗
有
警
、
上
思
將

帥
之
臣
、
追
美
充
國
、
乃
召
黄
門
郎
楊
雄
卽
充
國
圖
畫
而
頌
之
。
曰
、

云
云
」。
楊
雄
（
前
五
三
〜
一
八
）
は
、
前
漢
を
代
表
す
る
学
者
・
文

人
。
字
は
子
雲
。
蜀
の
成
都
の
人
。
趙
充
國
の
畫
像
に
施
し
た
頌
は
現

存
し
な
い
。

⑫　

傅
咸
集
畫
讚
曰
云
云　

傅
咸
（
二
三
九
〜
二
九
四
）
は
、
晋
の
文
人
。

字
は
長
虞
。
北
地
泥
陽
の
人
。
傅
玄
の
子
。『
晋
書
』
四
七
に
傳
が
あ

る
。『
隋
書
』
經
籍
志
に
、「
晋
司
隸
校
尉
傅
咸
集
十
七
巻
」。
当
該
の

句
は
傅
咸
の
逸
文
中
に
見
当
た
ら
な
い
。

⑬　

曹
休
畫
其
父
像
云
云　

曹
休
（
？
〜
二
二
八
）
は
、
三
国
魏
の
人
で
、

曹
操
の
族
子
。
字
は
文
烈
。
明
帝
の
時
代
に
、
大
司
馬
に
任
ぜ
ら
れ
、

呉
を
攻
略
し
た
が
、
敗
れ
て
病
死
し
た
。
父
の
像
を
見
て
涙
を
流
し
た

逸
話
の
出
処
は
不
明
だ
が
、『
三
国
志
』
魏
書
九
本
傳
の
裴
松
之
注
に

引
く
『
魏
書
』
に
、
次
の
よ
う
な
話
柄
が
あ
る
。「
休
祖
父
嘗
爲
呉
郡

太
守
。
休
於
太
守
舎
、
見
壁
上
祖
父
畫
像
、
下
榻
拝
涕
泣
、
同
坐
者
皆

嘉
歎
焉
」。

⑭　

陸
機
有
「
丞
相
像
讚
」
云
云　

陸
機
（
二
六
一
〜
三
〇
〇
）
は
、
晋

の
著
名
な
文
人
。
字
は
士
衡
。
三
國
呉
の
名
門
の
出
身
で
、
祖
父
遜
は

呉
の
丞
相
、
父
抗
は
呉
の
大
司
馬
だ
っ
た
。
祖
國
の
滅
亡
後
、
晋
に
仕

え
、
諸
官
を
経
て
、
成
都
王
司
馬
穎
の
下
で
平
原
内
史
と
な
っ
た
。

『
晋
書
』
五
四
本
傳
に
、「
所
著
文
章
凡
三
百
餘
篇
、
並
行
於
世
」
と

あ
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
に
、「
晋
平
原
内
史
陸
機
集
十
四
巻
」。「
丞
相

像
讃
」
は
、
祖
父
陸
遜
の
像
の
讃
。「
大
司
馬
夫
人
像
讃
」
は
父
陸
抗

の
夫
人
、
す
な
わ
ち
陸
機
の
母
の
像
の
讃
。
両
者
は
い
ず
れ
も
現
存
し

な
い
。『
三
国
志
』
呉
書
五
八
陸
遜
伝
の
裴
注
に
「
陸
氏
祠
堂
像
賛
」

が
引
か
れ
る
。

　

竊
尋
孝
經
所
説
、
必
稱
先
王
、
葢
是
先
王
之
行
、
不
敢
以
不
行
也
。

伏
見
臺
内
別
造
至
敬
殿
、
甘
旨
百
品
、
月
祭
日
祀
。
又
為
寢
室
、
昬

定
晨
省
、
如
平
生
焉
。
先
帝
朔
望
、
盡
哀
慟
哭
。
又
宣
脩＊
容
奉
造
二

親
像
、
朝
夕
禮
敬
、
虔
事
孜
孜
、
四
十
年
中
、
聿
脩
功
徳
、
追
薦
繼

孝
、
丁
蘭
無
以
尚
此
。
繹
竊
慕
考
妣
之
盛
、
則
立
尊
像
、
供
養
於＊
道

場
内
、
設
花
幡
燈
燭
、
使
僧
尼
頂
禮
。
正
以
烏
鳥
之
心
、
係
戀
罔
極

不
厭
。
丁
年
之
内
、
遭
此
百
憂
、
一
同
見
似
、
甘
心
殞
越
。
雖
復
於＊

禮
經
無
文
、
家
門
之
内
、
行
之
已
久
。
故
月
祭
日
祀
、
用
遵
祭
法
、

車
輿
篋
衣
、
謹
同
魯
聖
。
止
令
朋
友
知
余
此
心
。

⑮

⑯

⑰
⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗
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竊
か
に
『
孝
経
』
の
説
く
と
こ
ろ
を
考
え
る
に
、
も
し
「
先
王
」

と
あ
れ
ば
、
先
王
の
行
は
、
行
な
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。［
先
帝
（
梁
の
武
帝
）
は
］
臺
城
の
内
に
別
に
至
敬

殿
を
建
て
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
味
を
供
え
て
、
月
ご
と
日
ご
と
の

祭
礼
を
営
ま
れ
た
。
ま
た
寝
室
を
造
り
、
朝
夕
の
ご
機
嫌
伺
い
を
、

生
前
と
同
様
に
な
さ
れ
た
。
先
帝
は
月
の
一
日
と
十
五
日
に
、［
父

君
を
偲
び
］
聲
を
上
げ
て
慟
哭
さ
れ
た
。
ま
た
宣
修
容
（
蕭
繹
の

母
）
は
両
親
の
像
を
作
り
、
朝
な
夕
な
に
礼
を
尽
く
し
て
、
倦
ま
ず

仕
え
ら
れ
、
四
十
年
も
の
間
、
功
徳
を
修
め
て
、
追
善
供
養
を
営
ま

れ
た
が
、
あ
の
丁
蘭
の
孝
行
で
さ
え
も
こ
れ
に
勝
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
わ
た
く
し
繹
は
竊
か
に
亡
き
父
母
の
盛
徳
を
慕
い
、
そ
の
像

を
作
っ
て
、
道
場
の
内
に
供
養
し
、
花
幡
や
燈
燭
を
設
け
て
、
僧
や

尼
僧
に
額
ず
か
せ
た
。
正
に
烏
の
親
孝
行
の
心
情
で
、
極
み
な
く
慕

い
続
け
て
や
ま
な
い
。
壮
年
の
時
期
に
、
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
憂
い
に

遭
遇
し
、
両
親
に
似
た
人
を
見
て
も
、
居
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に

な
る
。『
禮
經
』（『
儀
禮
』）
に
こ
う
し
た
供
養
を
定
め
た
文
は
な
い

が
、
わ
が
家
門
の
内
で
は
、
す
で
に
久
し
く
こ
れ
を
行
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
毎
月
毎
日
の
祭
祀
に
は
、
祭
法
に
従
っ
て
、［
両
親
の
］
車

輿
と
筐
入
り
の
衣
裳
は
、
魯
の
聖
人
（
孔
子
）
と
同
じ
く
大
切
に
処

置
し
て
い
る
。
友
人
に
だ
け
は
わ
た
し
の
心
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

〔
校
　
勘
〕

＊
脩
：
抄
本
・
百
子
本
→
修
。
以
下
同
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。
以
下
同
。

〔
注
〕

⑮　

竊
尋
孝
經
所
説
云
云　
『
孝
經
』
で
「
先
王
」
の
語
を
含
む
例
を
挙

げ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
開
宗
明
義
章
に
、「
子
曰
、

先
王

0

0

有
至
徳
要
道
以
順
天
下
」。
同
卿
大
夫
章
に
、「
非
先
王

0

0

之
法
服
、

不
敢
服
。
非
先
王

0

0

之
法
言
、
不
敢
道
」。
同
孝
治
章
に
、「
以
事
其
先0

王0

」。
同
卿
大
夫
章
に
、「
非
先
王

0

0

之
德
行
、
不
敢
行
」。

⑯　

伏
見
臺
内
別
造
至
敬
殿
云
云　

梁
武
帝
「
孝
思
賦
序
」（『
廣
弘
明

集
』
二
九
上
）
に
、「
不
能
遺
蓼
莪
之
哀
、
復
於
宮
内
起
至
敬
殿

0

0

0

0

0

0

、
竭

工
匠
之
巧
、
盡
世
俗
之
奇
」。『
梁
書
』
三
武
帝
紀
下
に
、「
及
居
帝
位
、

卽
於
鍾
山
造
大
愛
敬
寺
、
青
溪
邊
造
智
度
寺
、
又
於
臺
内
立
至
敬

0

0

0

0

0

等
殿0

。

又
立
七
廟
堂
、
月
中
再
過
、
設
淨
饌
。
毎
至
展
拝
、
恆
涕
泗
滂
沱
、
哀

慟
左
右
」。『
金
樓
子
』
一
興
王
篇
21
に
、「
及
受
終
太
祖
、
允
恭
寶
歴
、

臺
城
内
起
至
敬
殿
、
庶
羞
百
品
、
若
殷
薦
焉
。
其
中
隋
珠
和
璧
、
圓
淵

方
井
、
侔
於
宗
廟
」。

⑰　

昬
定
晨
省　
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
、「
凡
爲
人
子
之
禮
、
冬
温
而
夏
清
、
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昏
定
而
晨
省
」。
鄭
玄
注
に
、「
安
定
其
牀
衽
也
、
省
問
其
安
否
何
如
」。

⑱　

又
宣
脩
容
奉
造
二
親
像
云
云　

宣
脩
容
は
、
蕭
繹
の
母
。
巻
二
后
妃

篇
6
に
、「
梁
宣
脩
容
、
本
姓
石
、
揚
州
会
稽
上
虞
人
」。
脩
容
は
天
子

の
側
室
の
位
で
、「
九
嬪
」
の
一
つ
。
后
妃
篇
に
ま
た
い
う
。「
先
是
丁

朝
請
之
憂
、
毀
瘠
過
禮
、
見
者
不
復
能
識
。
母
陳
氏
繼
而
艱
故
、
攀
號

慟
絶
、
殊
不
勝
哀
。
乃
刻
木
爲
二
親
之
像

0

0

0

0

0

0

0

0

、
朝
夕
虔
事
。
毎
歳
時
伏
臘
、

言
必
隨
涙
下
」。

⑲　

追
薦
繼
孝　
『
禮
記
』
祭
統
に
、「
祭
者
所
以
追
養
繼
孝
也
」。
孔
穎

達
疏
に
、「
養
者
是
生
時
養
親
、
孝
者
生
時
事
親
。
親
今
旣
没
、
設
禮

祭
之
、
追
生
時
之
養
、
繼
生
時
之
孝
」。

⑳　

丁
蘭　

伝
説
的
な
漢
の
孝
女
。『
太
平
御
覧
』
三
九
六
人
事
部
偶
像

に
、『
孝
子
傳
』
を
引
い
て
、「
丁
蘭
早
孤
、
不
識
其
母
、
乃
刻
木
作
母

而
事
之
」。
ま
た
『
初
學
記
』
一
七
人
部
孝
悌
に
孫
盛
『
逸
人
傳
』
を

引
い
て
、「
丁
蘭
者
、
河
内
人
也
。
少
喪
考
妣
、
不
及
供
養
、
乃
刻
木

爲
人
、
髣
髴
親
形
、
事
之
若
生
、
朝
夕
定
省
。
云
云
」。
梁
武
帝
「
孝

思
賦
」
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。

㉑　

繹
竊
慕
考
妣
之
盛
云
云　
『
南
史
』
八
梁
本
紀
下
に
、「
始
居
文
宣
太

后
憂
、
依
丁
蘭
作
木
母
。
及
武
帝
崩
、
秘
喪
逾
年
、
乃
發
凶
問
、
方
刻

檀
爲
像
、
置
于
百
福
殿
内
、
事
之
甚
謹
。
朝
夕
進
蔬
食
、
動
静
必
啓
聞
、

迹
其
虚
矯
如
此
」。　

㉒　

烏
鳥
之
心　

烏
が
雛
の
こ
ろ
親
に
育
て
ら
れ
た
恩
を
、
生
長
し
て
後

に
返
そ
う
と
す
る
心
。
い
わ
ゆ
る
「
反
哺
」
の
情
。『
文
選
』
三
七
、

晋
の
李
密
の
「
陳
情
事
表
」
に
、「
烏
鳥
私
情
、
顔
乞
終
養
」。

㉓　

係
戀
罔
極
不
厭　

係
戀
は
、
恋
い
慕
う
。『
弘
明
集
』
八
、
釋
僧
順

「
釋
三
破
論
」
に
、「
釋
曰
、
原
夫
形
像
始
立
、
非
爲
教
本
意
、
當
由

滅
度
之
後
、
係
戀
罔
已

0

0

0

0

、
栴
檀
香
像
、
亦
有
明
文
」。『
増
壹
阿
含
經
』

（
大
正
蔵
二
─
七
〇
六
ａ
）
に
、「
優
塡
王
卽
以
牛
頭
栴
檀
作
如
来
形

像
、
高
五
尺
」。
罔
極
は
、『
詩
』
小
雅
「
蓼
莪
」
に
、「
欲
報
之
徳
、

昊
天
罔
極

0

0

」。

㉔　

丁
年
之
内
二
句　
『
文
選
』
四
一
李
陵
「
答
蘇
武
書
」
に
、「
丁
年

0

0

奉

使
、
皓
首
而
歸
」。
李
善
注
に
、「
丁
年
、
謂
丁
壯
之
年
也
」。『
詩
』
王

風
の
「
兎
爰
」
に
、「
我
生
之
初
、
尚
無
造
。
我
生
之
後
、
逢
此
百
憂

0

0

0

0

」。

㉕　

一
同
見
似　

見
似
は
、『
禮
記
』
雜
記
下
に
、「
免
喪
之
外
、
行
於
道

路
、
見
似

0

0

目
瞿
、
聞
名
心
瞿
」。
鄭
玄
注
に
、「
似
謂
容
貌
似
其
父
母
也
。

名
與
親
同
」。『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
、「
禮
云
、『
見
似

0

0

目
瞿
、
聞
名

心
瞿
』。
有
所
感
觸
、
惻
愴
心
眼
、
若
在
從
容
平
常
之
地
、
幸
須
申
其

情
耳
」。

㉖　

殞
越　

隕
越
に
同
じ
で
、
双
声
の
連
語
。『
左
傳
』
僖
公
九
年
に
、

「
恐
隕
越

0

0

於
下
、
以
遺
天
子
羞
」。
杜
預
注
に
、「
隕
越
、
顚
墜
也
。
據

天
王
居
上
、
故
言
恐
顚
墜
於
下
」。『
文
選
』
三
七
、
陸
機
「
謝
平
原
内

史
表
」
に
、「
重
蒙
陛
下
愷
悌
之
宥
、
廻
霜
収
電
、
使
不
隕
越

0

0

、
復
得

扶
老
携
幼
、
生
出
獄
尸
、
懐
金
拖
紫
、
退
就
散
輩
」。

㉗　

車
輿
篋
衣
二
句　

先
の
「
昔
魯
國
孔
氏
有
仲
尼
車
輿
冠
服
」
及
び
注

⑦
参
照
。
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潘
岳
賦
云
、「
太
夫
人
御＊
板
輿
、
乗＊
輕
軒
。
柳
垂
陰
、
車
結
軌
。

或
宴
于
林
、
或
禊
于
沚＊
。
兄＊
弟
斑
白
、
兒
童
稚
齒
、
稱
福＊
壽
以
獻
觴
、

咸
一
懼
而
一
喜
」。
嗟
夫
天
下
之
至
樂
、
唯
斯
而
已
矣
。
天
下
之
至

樂
、
唯
斯
而
已
矣
。
忽
忽
窮
生
、
百
年
之
内
、
曷
由
復
如
此
矣
。
痛

矣
過
隙
、
哀
哉
逝
川
。
涙
盡
而
繼
之
以
血
、
不
知
復
何
從
陳
也
。

　

潘
岳
の
賦
（「
閑
居
賦
」）
に
い
う
に
は
、「
太
夫
人
（
潘
岳
の
母
）

は
板
の
輿
（
こ
し
）
に
担
が
れ
、
軽
や
か
な
馬
車
に
乗
る
。
柳
の
木

陰
の
あ
た
り
で
、
馬
車
を
停
め
る
。
林
の
中
で
宴
を
開
い
た
り
、
川

の
ほ
と
り
で
禊
を
し
た
り
。
ご
ま
塩
頭
の
兄
弟
も
、
い
と
け
な
い
子

ど
も
た
ち
も
、
母
の
長
壽
を
祈
っ
て
杯
を
献
げ
、
み
な
不
安
と
喜
び

と
が
胸
中
を
行
き
交
う
」
と
。
あ
あ
天
下
の
無
上
の
歓
楽
は
、
た
だ

こ
れ
に
盡
き
る
。
天
下
の
無
上
の
歓
楽
は
、
た
だ
こ
れ
に
盡
き
る
。

人
は
忽
ち
に
し
て
生
涯
を
終
え
、
人
生
百
年
の
間
に
、
こ
の
よ
う
な

楽
し
み
が
い
か
ほ
ど
あ
ろ
う
か
。
痛
ま
し
い
か
な
隙
間
を
通
り
抜
け

る
人
生
、
哀
し
い
か
な
川
の
如
く
流
れ
て
や
ま
ぬ
人
生
。
涙
枯
れ
は

て
て
血
の
涙
を
流
し
て
も
、
こ
の
思
い
を
い
か
に
し
て
述
べ
尽
く
せ

よ
う
か
。

〔
校
　
勘
〕

＊
御
：『
文
選
』
は
上
に
「
乃
」
字
が
あ
る
。
注
㉘
参
照
（「
閑
居
賦
」
に
関

し
て
は
、
以
下
同
）。
＊
乘
：
底
本
校
語
に
、「
案
文
選
作
升
」。
＊
或
禊
于

沚
：
諸
本
と
も
「
禊
」
を
「
宴
」
に
作
る
が
、『
文
選
』
に
従
う
。
底
本
校

記
に
、「
案
文
選
作
或
褉
於
汜
」。
＊
兄
：『
文
選
』
は
「
昆
」
に
作
る
。
＊

福
：
底
本
校
語
に
、「
案
文
選
作
萬
」。

〔
注
〕

㉘
潘
岳
賦
云　
『
文
選
』
一
六
、
潘
岳
「
閑
居
賦
」
を
引
く
。
た
だ
し
、

引
用
は
節
錄
に
よ
る
。「
閑
居
賦
」
は
潘
岳
五
十
歳
の
作
で
、
隠
遁
へ

の
決
意
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
お
り
、
中
に
老
母
の
姿
が
克
明
に
描
か

れ
て
い
て
、
蕭
繹
は
そ
こ
に
着
目
し
た
。『
文
選
』（
胡
刻
本
）
の
本
文

は
以
下
の
通
り
。「
太
夫
人
乃
御
版
輿
、
升
輕
軒
。
遠
覽
王
畿
、
近
周

家
園
。
體
以
行
和
、
藥
以
勞
宣
。
常
膳
載
加
、
舊
痾
有
痊
。
席
長
筵
、

列
孫
子
。
柳
垂
陰
、
車
結
軌
。
陸
擿
紫
房
、
水
挂
赬
鯉
。
或
宴
于
林
、

或
禊
于
汜
。
昆
弟
斑
白
、
兒
童
稚
齒
。
稱
萬
歳
以
獻
觴
、
咸
一
懼
而
一

喜
」。

㉙　

咸
一
懼
而
一
喜　
『
論
語
』
里
仁
篇
に
、「
父
母
之
年
、
不
可
不
知
也
。

一0

則
以
喜0

、
一0

則
以
懼0

」。
何
晏
集
解
に
、「
見
其
壽
考
則
喜
、
見
其
衰

老
則
懼
」。

㉚　

嗟
夫
天
下
之
至
樂
云
云　

こ
れ
は
「
閑
居
賦
」
を
読
ん
で
の
感
慨
だ

が
、「
閑
居
賦
」
の
先
の
引
用
に
続
く
以
下
の
句
を
意
識
し
た
も
の
に

違
い
な
い
。
曰
く
、「
人
生
安
樂
、
孰
知
其
佗
」。

㉘
㉙

㉚

㉛

㉜

㉝
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㉛　

過
隙　
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
、「
人
生
天
地
之
間
、
若
帛
駒
之
過
郤

0

0

、

忽
然
而
已
」。
郤
は
、
隙
に
同
じ
。

㉜　

逝
川　
『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
子
在
川0

上
曰
、
逝0

者
如
斯
夫
、
夫
舎

晝
夜
」。『
文
選
』
一
三
、
潘
岳
「
秋
興
賦
」
に
、「
臨
川
感
流
以
歎
逝

兮
、
登
山
懐
遠
而
悼
近
」。

㉝　

涙
盡
而
繼
之
以
血　
『
韓
非
子
』
和
氏
篇
に
、「
楚
人
和
氏
得
玉
璞
楚

山
中
、
奉
而
獻
之
厲
王
。
厲
王
使
玉
人
相
之
、
玉
人
曰
、『
石
也
』。
王

以
和
為
誑
、
而
刖
其
左
足
。
及
厲
王
薨
、
武
王
即
位
、
和
又
奉
其
璞
而

獻
之
武
王
。
武
王
使
玉
人
相
之
、
又
曰
、『
石
也
』。
王
又
以
和
為
誑
、

而
刖
其
右
足
。
武
王
薨
、
文
王
卽
位
、
和
乃
抱
其
璞
而
哭
於
楚
山
之
下
、

三
日
三
夜
、
泣
盡
而
繼
之
以
血

0

0

0

0

0

0

0

」。

2　

與
人
善
言
、
煖
於
布
帛
、
傷
人
以＊
言
、
深
於
矛
戟
。
贈
人
以
言
、

重
於
金
石
珠
玉
。
觀
人
以
言
、
美
於
黼
黻
文
章
。
聽
人
以
言
、
樂
於

鍾＊
鼓
琴
瑟
。

　

人
と
善
い
言
葉
を
交
わ
す
の
は
、
衣
服
を
纏
う
よ
り
も
暖
か
い
。

人
を
言
葉
で
傷
つ
け
る
の
は
、
武
器
に
よ
る
痛
手
よ
り
も
ひ
ど
い
。

人
に
［
善
い
］
言
葉
を
贈
る
の
は
、
金
石
や
珠
玉
を
贈
る
よ
り
も
重

い
価
値
が
あ
る
。
人
の
善
い
言
葉
を
観
る
の
は
、
綾
織
り
の
布
よ
り

も
麗
し
い
。
人
の
善
い
言
葉
を
聴
く
の
は
、
す
ば
ら
し
い
音
楽
よ
り

も
楽
し
い
。

〔
校
　
勘
〕

＊
以
：『
荀
子
』
は
「
之
」
に
作
る
。
＊
鍾
：
抄
本
・
百
子
本
→
鐘
。

〔
注
〕

①　

與
人
善
言
四
句　
『
荀
子
』
栄
辱
篇
に
、「
故
與
人
善
言
、
煖
於
布
帛
。

傷
人
之
言
、
深
於
矛
㦸
」。
帛
・
戟
と
押
韻
す
る
。

②　
『
荀
子
』
非
相
篇
に
、「
故
贈
人
以
言
、
重
於
金
石
珠
玉
。
觀
人
以
言
、

美
於
黼
黻
文
章
。
聽
人
以
言
、
樂
於
鍾
鼓
琴
瑟
」。

3　

儉
約
之
徳
、
其
義
大
哉
。
齊
之
遷
衛
於
楚
丘＊
也
、
衛
文
公
大
布

之
服＊
、
大
帛
之
冠
、
務
材＊
訓
農
、
敬
教
勸
學
。
元
年
有
車
三
十
乗
、

季
年
三
百
乗
也
。
豈
不
宏
之
在
人
。

　

倹
約
の
德
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
齊
が
衛
を
楚
丘
に
遷
都

さ
せ
た
と
き
、
衛
の
文
公
は
粗
末
な
布
の
服
を
着
て
、
粗
末
な
冠
を

か
ぶ
り
、
草
木
を
植
え
農
耕
を
教
え
、
敎
育
を
重
視
し
学
問
を
奨
励

し
た
。
か
く
て
即
位
の
初
め
に
は
三
十
輛
だ
っ
た
戦
車
が
、
末
年
に

①

②

①

②

③
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は
三
百
輛
に
な
っ
た
。
も
の
ご
と
を
大
き
く
す
る
の
は
人
次
第
な
の

で
あ
る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
丘
：
抄
本
・
四
庫
本
→
邱
。
＊
服
：
抄
本
→
衣
。
＊
材
：
抄
本
→
財
。

〔
注
〕

①　

齊
之
遷
衛
於
楚
丘
也
云
云　
『
左
傳
』
閔
公
二
年
に
、「
僖
之
元
年
、

齊
桓
公
遷
邢
于
夷
儀
、
二
年
、
封
衛
于
楚
丘

0

0

0

0

0

、
邢
遷
如
歸
、
衛
國
忘

亡
」。
ま
た
、「
衛
文
公
大
布
之
衣

0

0

0

0

0

0

0

、
大
帛
之
冠

0

0

0

0

、
務
材
訓
農

0

0

0

0

、
通
商
惠

工
、
敬
教
勸
學

0

0

0

0

、
授
方
任
能
。
元
年

0

0

革
車
三
十
乘

0

0

0

0

、
季
年

0

0

乃
三
百
乘

0

0

0

」。

②　

衛
文
公
大
布
之
服
二
句　
『
左
傳
』
杜
預
注
に
、「
大
布
、
麤
布
。
大

帛
、
厚
繒
。
蓋
用
諸
侯
諒
闇
之
服
」。

③　

務
材
訓
農
二
句　
『
左
傳
』
孔
穎
達
疏
に
、「
務
材
、
務
在
植
材
用
也
。

訓
農
、
訓
民
勸
農
業
也
。（
中
略
）
敬
教
、
敬
民
五
教
也
。
勸
學
、
勸

民
學
問
也
」。

4　

明
月
之
夜
、
可
以
遠
視
、
不
可
以
近
書
。
霧
露
之
朝
、
可
以
近

書
、
不
通
以
遠
視
。
人
才
性
亦
如
是
、
各
有
不
同
也
。

　

明
月
の
夜
は
、
遠
く
ま
で
見
わ
た
す
に
は
よ
く
て
も
、
手
許
で
文

字
を
書
く
に
は
不
都
合
だ
。
靄
の
た
ち
こ
め
る
朝
は
、
文
字
を
書
く

に
は
よ
く
て
も
、
遠
く
ま
で
見
わ
た
す
に
は
不
都
合
だ
。
人
の
才
能

や
性
質
も
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

〔
注
〕

①
明
月
之
夜
云
云　
『
淮
南
子
』
説
林
篇
に
、「
明
月
之
光

0

0

0

0

、
可
以
遠
望

0

0

0

0

、

而
不
可
以
細
書

0

0

0

0

0

。
甚
霧
之
朝

0

0

0

0

、
可
以
細
書

0

0

0

0

、
而
不
可
以
遠
望

0

0

0

0

0

尋
常
之
外
。

畫
者
謹
毛
而
失
貌
、
射
者
儀
小
而
遺
大
」。

5　

君
子
無
邑
邑
於
窮
、
無
忽
忽
於
賤
。
譽
之
而
不
加
勸
、
非
之
而

不
加
沮
。
定
外
内
之
分
、
夷
平＊
榮
辱
之
心
。
立
不
易
方
、
斯
有
恆
也
。

　

君
子
た
る
者
は
貧
し
く
と
も
腐
ら
ず
、
地
位
が
低
く
と
も
く
よ
く

よ
し
な
い
。
褒
め
そ
や
さ
れ
て
も
調
子
に
乗
ら
ず
、
非
難
さ
れ
て
も

落
ち
こ
ま
な
い
。
自
他
の
区
別
が
き
ち
ん
と
つ
い
て
い
て
、
栄
誉
と

恥
辱
の
境
を
心
得
て
い
る
。
君
子
は
身
を
立
て
る
に
も
拠
り
所
を
変

え
な
い
が
、
そ
れ
で
こ
そ
恒
常
性
が
あ
る
。

①

①
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〔
校
　
勘
〕

＊
平
：
衍
字
か
。「
平
」
は
「
夷
」
と
同
じ
く
「
た
い
ら
げ
る
」
意
。『
荘

子
』
は
［
夷
平
］
を
「
辯
乎
」
に
作
る
。
百
子
本
は
「
平
」
字
無
し
。

〔
注
〕

①　

君
子
無
邑
邑
於
窮
二
句　

以
下
、
三
種
の
古
典
の
句
を
合
成
し
て
一

章
と
す
る
。『
大
戴
禮
記
』
曽
子
制
言
中
に
、「
故
君
子
無
悒
悒
於
貧

0

0

0

0

0

0

0

、

無
勿
勿
於
賤

0

0

0

0

0

、
無
惮
惮
於
不
聞
」。
注
に
、「
惮
惮
、
憂
惶
也
」。
底
本

校
注
に
、「
案
邑
悒
古
通
」。

②　

譽
之
而
不
加
勸
四
句　
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
に
、「
且
擧
世
而
譽
之
而

0

0

0

不
加
勸

0

0

0

、
擧
世
而
非
之
而
不
加
沮

0

0

0

0

0

0

、
定0

乎
内
外
之
分

0

0

0

0

、
辯0

乎
榮
辱
之
竟

0

0

0

0

、

斯
已
矣
」。

③　

立
不
易
方　
『
易
』
恆
卦
の
象
傳
に
、「
雷
風
、
恆
。
君
子
以
立
不
易

0

0

0

方0

」。
王
弼
注
に
、「
得
其
所
久
、
故
不
易
也
」。
疏
に
、「
君
子
立
身
、

得
其
恆
久
之
道
、
故
不
改
易
其
方
。
方
猶
道
也
」。

6　

夫
言
行
在
於＊
美
、
不
在
於＊
多
。
出
一
美
言
美
行
、
而
天
下
從
之
、

或
見
一
惡
意＊
醜
事
、
而
萬
民
違
之
、
可
不
慎
乎
。
易
曰
、「
言
行
君

子
之
樞
機
、
樞
機
之
發
、
榮
辱
之
主
也
」
昔
成
湯
教
民
去
三
面
之
網
、

而
諸
侯
向
之
。
齊
宣
王
活
釁
鍾＊
之
牛
、
而
孟
軻
以
王
道
求
之
。
周
文

王
掘
地
、
得
死
人
骨
、
哀
憫
而
収
葬
、
而
天
下
嘉
之
也
。

　

い＊
っ
た
い
言
行
に
お
い
て
大
切
な
の
は
す
ば
ら
し
さ
で
あ
り
、
多

さ
で
は
な
い
。
一
つ
の
美
言
や
美
行
を
示
せ
ば
、
天
下
は
そ
れ
に
従

う
が
、
一
つ
の
悪
言
や
悪
行
が
露
見
す
れ
ば
、
万
民
が
背
く
、
慎
ま

な
く
て
よ
か
ろ
う
か
。『
易
』
に
、「
言
行
は
君
子
に
と
っ
て
引
き
金

の
よ
う
な
存
在
で
、
引
き
金
が
発
射
さ
れ
れ
ば
、
栄
誉
と
恥
辱
が
そ

れ
で
決
ま
る
」
と
あ
る
。
む
か
し
殷
の
湯
王
が
［
狩
猟
の
際
に
］
民

衆
に
網
の
三
方
を
外
さ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
諸
侯
は
彼
に
心
を
寄
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
齊
の
宣
王
が
鐘
に
血
を
塗
る
た
め
の
犠
牲
の
牛

を
救
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
孟
軻
は
彼
に
王
道
の
政
治
を
行
な
う
よ
う

求
め
た
。
周
の
文
王
は
地
面
を
掘
っ
て
、
人
骨
を
見
つ
け
る
と
、
哀

れ
ん
で
き
ち
ん
と
そ
れ
を
葬
っ
た
の
で
、
天
下
の
人
は
彼
を
褒
め
称

え
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
於
：
抄
本
・
百
子
本
→
于
。
以
下
同
。
＊
意
：
抄
本
→
行
。
＊
鍾
：
抄

本
・
四
庫
本
→
鐘
。

〔
注
〕

①　

夫
言
行
在
於
美
云
云　

桓
譚
の
『
新
論
』（『
羣
書
治
要
』
四
四
）
に
、

①

②

③

④
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「
夫
言
行
在
於
美

0

0

0

0

0

善
、
不
在
於

0

0

0

衆
多0

。
出
一
美
言
善
行

0

0

0

0

0

0

、
而
天
下
從
之

0

0

0

0

0

、

或
見
一
悪
意
醜
事

0

0

0

0

0

0

0

、
而
萬
民
違

0

0

0

0

、
可
不
愼
乎

0

0

0

0

。
故
易
曰

0

0

、『
言
行
君
子

0

0

0

0

之
樞
機

0

0

0

、
樞
機
之
發

0

0

0

0

、
榮
辱
之
主

0

0

0

0

』。
所
以
動
天
地
者
也
」。

②　

易
曰　
『
易
』
繋
辭
傳
上
に
、「
子
曰
、『
君
子
居
其
室
、
出
其
言
、

善
則
千
里
之
外
應
之
。
況
其
邇
者
乎
。
居
其
室
、
出
其
言
、
不
善
則
千

里
之
外
違
之
、
況
其
邇
者
乎
。
言
出
乎
身
、
加
乎
民
、
行
發
乎
邇
、
見

乎
遠
。
言
行
君
子
之
樞
機

0

0

0

0

0

0

0

、
樞
機
之
發

0

0

0

0

、
榮
辱
之
主
也

0

0

0

0

0

。
言
行
、
君
子

之
所
以
動
天
地
也
。
可
不
愼
乎
』」。

③　

昔
成
湯
教
民
去
三
面
之
網
二
句　
『
史
記
』
殷
本
紀
に
、「
湯
出
、
見

野
張
網
四
面
、
祝
曰
、『
自
天
下
四
方
皆
入
吾
網
』。
湯
曰
、『
嘻
、
盡

之
矣
』。
乃
去
其
三
面

0

0

0

0

、
祝
曰
、『
欲
左
、
左
。
欲
右
、
右
。
不
用
命
、

乃
入
吾
網
』。
諸
侯

0

0

聞
之
、
曰
、『
湯
德
至
矣
、
及
禽
獣
』」。『
呂
氏
春

秋
』
孟
冬
紀
異
用
篇
に
も
、
同
趣
旨
の
文
が
あ
る
。

④　

齊
宣
王
活
釁
鍾
之
牛
二
句　
『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
上
に
、「
王
（
齊
宣

王
）
坐
於
堂
上
、
有
牽
牛
而
過
堂
下
者
。
王
見
之
、
曰
、『
牛
何
之
』。

對
曰
、『
將
以
釁
鍾

0

0

』。
王
曰
、『
舎
之
。
吾
不
忍
其
觳
觫
、
若
無
罪
而

就
死
地
』。
對
曰
、『
然
則
廢
釁
鍾
與
』。
曰
、『
何
可
廢
也
。
以
羊
易
之
、

不
識
有
諸
」。
曰
、「
有
之
」』（
以
下
略
）。
こ
の
あ
と
、
孟
子
は
牛
の

命
を
哀
れ
む
王
の
惻
隠
の
情
を
利
用
し
て
、
徐
々
に
王
道
の
政
治
を
行

な
う
べ
き
こ
と
を
説
得
す
る
。

⑤　

周
文
王
掘
地
四
句　
『
呂
氏
春
秋
』
孟
冬
紀
異
用
篇
に
、「
周
文
王
使

人
抇
池
、
得
死
人
之
骸
、
吏
以
聞
於
文
王
、
文
王
曰
、『
更
葬
之
』。
吏

曰
、『
此
無
主
矣
』。
文
王
曰
、『
有
天
下
者
、
天
下
之
主
也
。
有
一
國

者
、
一
國
之
主
也
。
今
我
非
其
主
也
』。
遂
令
吏
衣
棺
更
葬
之
。
天
下

聞
之
曰
、『
文
王
賢
矣
、
澤
及
髊
骨
、
又
況
於
人
乎
』。
或
得
寶
以
危
其

國
、
文
王
得
朽
骨
以
喩
其
意
、
故
聖
人
於
物
也
無
不
材
」。

7　

易
言
、「
不
恆
其
徳
、
或
承
之
羞
」、
論
語
言
、「
無
恆
之
人
、

不
可
卜
筮
」。
故
知
人
之
爲
行
、
不
可
不
恆
。
詩
言
、「
無
恆
之
人
、

其
如
飄
風
、
胡
不
自
南
、
胡
不
自
北
」
者
也
。
般
輸
不
爲
拙
工
改
繩

準
、
逢＊
羿
不
爲
拙
射
變
弦
筈
、
君
子
懷
道
徳
之
有
檢
。
詩
云
、「
如

月
之
恆
、
如
日
之
升
」。
孔
子
稱
、「
大
哉
中
庸
之
爲
徳
、
其
至
矣

乎
」、
又
曰
、「
君
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
」。

　

『
易
』
に
は
「
一
貫
し
た
德
を
持
た
な
け
れ
ば
、
恥
を
か
く
こ
と

が
あ
る
」
と
い
い
、『
論
語
』
に
は
「
一
貫
し
た
と
こ
ろ
の
な
い
人

は
、
占
っ
て
や
れ
な
い
」
と
い
う
。
か
く
て
人
の
行
動
は
、
一
貫
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
知
ら
れ
る
。『
詩
』
に
「
一
貫
し
た
と
こ

ろ
の
な
い
人
は
、
つ
む
じ
風
の
よ
う
だ
。
な
ぜ
南
か
ら
吹
か
ず
、
な

ぜ
北
か
ら
吹
か
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
な
人
の
こ
と
だ
。
公
輸
班
が
下
手

な
大
工
の
た
め
に
尺
度
を
改
め
ず
、
逢
蒙
や
羿
が
下
手
な
射
手
の
た

①

②③

④

⑤

⑥

⑦
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め
に
弦
や
矢
筈
を
変
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
君
子
は
道
徳
に
規
準
を

求
め
る
。『
詩
』
に
は
「
月
が
弓
を
張
る
よ
う
に
、
日
が
天
に
昇
る

よ
う
に
」
と
あ
る
。
孔
子
は
「
中
庸
の
德
は
偉
大
で
あ
り
、
最
上
の

も
の
だ
」
と
い
い
、
ま
た
「
君
子
の
道
は
、
忠
恕
で
一
貫
し
て
い

る
」
と
も
い
っ
て
い
る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
逢
：
底
本
は
「
逄
」
に
作
る
が
、
抄
本
に
倣
っ
て
改
め
る
。『
孟
子
』
は

「
逢
」
に
作
る
。

〔
注
〕

①　

易
言
云
云　
『
易
』
恆
卦
九
三
の
爻
辞
に
、「
不
恆
其
德

0

0

0

0

、
或
承
之
羞

0

0

0

0

、

貞
吝
」。
王
弼
注
に
、「
德
行
無
恆
、
自
相
違
錯
、
不
可
致
詰
、
故
或
承

之
羞
也
」
孔
穎
達
疏
に
、「
執
心
不
定
、
德
行
無
恆
、
故
曰
不
恆
其
德
。

德
旣
無
恆
、
自
相
違
錯
、
則
爲
羞
辱
承
之
、
所
羞
非
一
、
故
曰
或
承
之

羞
也
」。

②　

論
語
言
云
云　
『
論
語
』
子
路
篇
に
、「
子
曰
、『
南
人
有
言
曰
、「
人

而
無
恆
、
不
可
以
作
巫
醫
」。
善
夫
、
不
恆
其
德
、
或
承
之
羞
。
子
曰
、

『
不
占
而
已
矣
』」。

③　

詩
言
云
云　
『
詩
』
小
雅
「
何
人
斯
」
に
、「
彼
何
人
斯
、
其
爲
飄
風

0

0

。

胡
不
自
北

0

0

0

0

、
胡
不
自
南

0

0

0

0

。
胡
逝
我
梁
、
祇
攪
我
心
」。

④　

般
輸
不
爲
拙
工
改
繩
準
云
云　
『
孟
子
』
盡
心
篇
上
に
、「
孟
子
曰
、

『
大
匠
不
爲
拙
工
改

0

0

0

0

0

廢
繩
墨

0

0

、
羿
不
爲
拙
射
變

0

0

0

0

0

其
彀
率
。
君
子
引
而
不

發
、
躍
如
也
。
中
道
而
立
、
能
者
從
之
』」。
こ
こ
で
は
名
工
と
し
て
有

名
な
公
輸
盤
の
名
を
借
り
て
「
大
匠
」
の
語
を
置
き
か
え
て
い
る
。
公

輸
盤
は
、
公
輸
班
・
公
輸
般
と
も
い
い
、『
墨
子
』
公
輸
篇
な
ど
に
見

え
る
。
ま
た
逢
蒙
は
、
弓
の
達
人
で
、
羿
の
弟
子
。『
孟
子
』
離
婁
篇

下
に
、「
逢
蒙
學
射
於
羿
、
盡
羿
之
道
。
思
天
下
惟
羿
爲
愈
己
、
於
是

殺
羿
」。

⑤　

詩
云
云
云　
『
詩
』
小
雅
「
天
保
」
に
、「
如
月
之
恆

0

0

0

0

、
如
日
之
升

0

0

0

0

」。

毛
傳
に
、「
恆
、
弦
升
出
也
」。
鄭
箋
に
、「
月
上
弦
而
就
盈
、
日
始
出

而
就
明
」。

⑥　

孔
子
稱
云
云　
『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
子
曰
、『
中
庸
之
爲
德

0

0

0

0

0

也
、

其
至
矣
乎

0

0

0

0

。
民
鮮
久
矣
』」

⑦　

又
曰
云
云　
『
論
語
』
里
仁
篇
に
、「
子
曰
、『
參
乎
、
吾
道
一
以
貫

之
』。
曽
子
曰
、『
唯
』。
子
出
、
門
人
問
曰
、『
何
謂
也
』。
曽
子
曰
、

『
夫
子
之
道

0

0

0

0

、
忠
恕
而
已
矣

0

0

0

0

0

』」。

8　

伯
樂
教
其
所
憎
者
相
千
里
馬
、
其
所
愛
者
相
駑
馬
。
千
里
之
馬

不
時
有
、
其
利
緩
、
駑
馬
日
售
、
其
利
急
。
所
謂
下
言
而
上
用
者
也
。

　

伯
樂
は
嫌
い
な
弟
子
に
は
千
里
の
馬
の
見
分
け
方
を
教
え
、
気
に
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金
樓
子
訳
注
（
十
三
）（
興
膳
）

入
り
の
弟
子
に
は
並
み
の
馬
の
見
分
け
方
を
教
え
た
。
千
里
の
馬
は

め
っ
た
に
い
な
い
か
ら
、
利
益
は
さ
し
て
上
が
ら
な
い
が
、
並
み
の

馬
は
毎
日
売
れ
る
か
ら
、
利
益
は
よ
く
上
が
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

下
々
の
説
ほ
ど
上
で
役
立
つ
例
で
あ
る
。

〔
注
〕

①　

伯
樂
教
其
所
憎
者
相
千
里
馬
云
云　
『
韓
非
子
』
説
林
篇
下
に
、「
伯

0

0

樂
教
其
所
憎
者
相
千
里
之
馬

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
教
其
所
愛
者
相
駑
馬

0

0

0

0

0

0

0

。
千
里
之
馬
時
一

0

0

0

0

0

0

、

其
利
緩

0

0

0

、
駑
馬
日
售

0

0

0

0

、
其
利
急

0

0

0

。
此
周
書
所
謂
下
言
而
上
用
者

0

0

0

0

0

0

0

0

惑
也0

」。

『
淮
南
子
』
氾
論
訓
に
、「
昔
者
周
書
有
言
曰
、『
上
言
者
下
用
也
、
下

言
者
上
用
也
。
上
言
者
常
也
、
下
言
者
權
也
。
此
存
亡
之
術
也
』」。

9　

君
子
以
宴
安
爲
鴆
毒
、
富
貴
爲
不
幸
。
故
溺
於
情
者
、
忘
月
滿

之
虧
、
在
乎
道
者
、
知
日
損
之
爲
貴
。
斯
固
誹
謗
之
木
、
唐
虞
之
道

興
、
瓊
瑤
之
臺
、
辛
癸
之
祚
亡
。
在＊
酣
歌
終
日
、
求
數
刻
之
歡
、
耽

淫
長
夜
、
騁
亡
歸
之
樂
、
而
或
四
知
必
顯
、
五
美
常
在
。
譬
金
舟
不

能
凌
陽
侯
之
波
、
玉
馬
不
能
偶
騏
馽＊
之
跡
。
是
猶
炙
冰
使
燥
、
清
柿

令
熾
、
不
可
得
也
。
夫
驕
奢
者
衆
、
縱
逸
日＊
多
、
如
輕
埃
之
應
風
、

似
宵
蟲
之
赴
燭
也
。
玉
不
琢
、
不
成
器
、
人
不
學
、
不
知
道
。
若
雖

有
天
縱
、
曾＊
無
學
術
、
猶
若
伯
牙
空
彈
、
無
七
弦
則
不
悲
、
王
良
失

轡
、
處
駟
馬
則
不
疾
。

　

君
子
は
安
逸
に
ふ
け
る
こ
と
を
害
毒
と
見
な
し
、
富
貴
を
不
幸
と

見
な
す
。
だ
か
ら
情
に
溺
れ
る
者
は
、
滿
月
が
い
ず
れ
虧
け
る
こ
と

を
忘
れ
、
道
を
体
得
し
た
者
は
、
日
々
に
過
ぎ
ゆ
く
時
間
の
貴
重
さ

を
わ
き
ま
え
て
い
る
。
か
く
て
誹
謗
の
木
を
立
て
て
［
民
衆
の
批
判

を
受
け
入
れ
］
た
、
堯
・
舜
の
治
世
が
榮
え
、
寶
玉
で
飾
り
立
て
た

御
殿
を
建
て
て
、
紂
の
天
下
が
滅
び
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
終
日
音

楽
に
浸
っ
て
、
束
の
間
の
歓
楽
を
求
め
、
長
夜
の
宴
に
耽
っ
て
、
歸

る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
逸
楽
を
極
め
て
も
、
四
知
の
事
実
は
必
ず
露
見

す
る
も
の
だ
し
、
五
つ
の
美
徳
は
変
わ
ら
ず
存
在
す
る
。
た
と
え
ば

黄
金
の
舟
で
海
神
の
起
こ
す
荒
浪
は
乗
り
き
れ
な
い
し
、
玉
の
馬
で

は
本
物
の
駿
馬
と
並
び
馳
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ち
ょ
う
ど
冰
を

炙
っ
て
乾
か
そ
う
と
し
た
り
、
灰
を
積
み
重
ね
て
火
を
熾
そ
う
と
し

て
も
、
そ
れ
は
不
可
能
な
の
と
同
じ
だ
。
ぜ
い
た
く
を
ひ
け
ら
か
す

者
、
奢
侈
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
者
は
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
埃
が
風

に
乗
っ
て
舞
う
よ
う
な
も
の
、
夜
の
虫
が
燈
火
に
向
か
っ
て
行
く
よ

う
な
も
の
だ
。
玉
は
み
が
か
な
け
れ
ば
、
器
に
な
ら
ず
、
人
は
学
ば

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
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な
け
れ
ば
、
道
を
わ
き
ま
え
な
い
。
も
し
天
與
の
才
能
が
あ
っ
て
も
、

學
問
の
素
養
が
な
け
れ
ば
、
伯
牙
が
空
手
で
弾
く
よ
う
な
も
の
で
、

七
弦
な
し
に
は
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
な
い
し
、
王
良
が
手
綱
な
し
で

馬
を
御
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
馬
車
は
速
く
進
め
な
い
。

〔
校
　
勘
〕

＊
在
：
百
子
本
な
し
。
＊
馽
：
抄
本
・
四
庫
本
→
馬馵
。
＊
日
：
百
子
本
→
者
。

＊
曾
：
四
庫
本
→
會
。

〔
注
〕

①
君
子
以
宴
安
爲
鴆
毒　
『
左
傳
』
閔
公
元
年
に
、「
宴
安
鴆
毒

0

0

0

0

、
不
可
懷

也
」。
杜
預
注
に
、「
以
宴
安
比
之
酖
毒
」。
孔
穎
達
疏
に
、「
宴
安
自
逸
、

若
鴆
毒
之
藥
、
不
可
懷
戀
也
」。

②　

富
貴
爲
不
幸　
『
漢
書
』
五
三
景
十
三
王
傳
賛
に
、「
昔
魯
哀
公
有
言
、

『
寡
人
生
於
深
宮
之
中
、
長
於
婦
人
之
手
、
未
嘗
知
憂
、
未
嘗
知
懼
』。

信
哉
斯
言
也
、
雖
欲
不
危
亡
、
不
可
得
已
。
是
故
故
人
以
宴
安
爲
鴆
毒

0

0

0

0

0

0

、

亡
德
而
富
貴

0

0

、
謂
之
不
幸

0

0

」。
ま
た
『
抱
朴
子
』
論
仙
篇
に
、「
豈
況
仙

人
殊
趣
異
路
、
以
富
貴
爲
不
幸

0

0

0

0

0

、
以
栄
華
爲
穢
汙
、
以
厚
玩
爲
塵
壌
、

以
聲
譽
爲
朝
露
、
蹈
炎
飇
而
不
灼
、
躡
玄
波
而
輕
歩
、
鼓
翮
清
塵
、
風

駟
雲
軒
、
仰
凌
紫
極
、
俯
棲
崑
崙
、
行
尸
之
人
、
安
得
見
之
」。

③　

故
溺
於
情
者
云
云　
『
易
』
豊
卦
の
彖
傳
に
、「
勿
憂
宜
日
中
、
宜
照

天
下
也
。
日
中
則
昃
、
月
盈
則
食
。
天
地
盈
虛
、
與
時
消
息
」。『
史

記
』
七
九
范
雎
蔡
澤
列
傳
に
、「
語
曰
、『
日
中
則
移
、
月
滿

0

0

則
虧0

』。

物
盛
則
衰
、
天
地
之
常
數
也
」。

④
知
日
損
之
爲
貴　
『
老
子
』
第
四
十
八
章
に
、「
爲
學
日
益
、
爲
道
日
損

0

0

、

損
之
又
損
、
以
至
於
無
爲
」。

⑤　

誹
謗
之
木　
『
呂
氏
春
秋
』
不
苟
論
・
自
知
篇
に
、「
堯
有
欲
諫
之
鼓
、

舜
有
誹
謗
之
木

0

0

0

0

、
湯
有
司
過
之
士
、
武
王
有
戒
愼
之
皷
鞀
、
猶
恐
不
能

自
知
」。『
淮
南
子
』
主
術
篇
に
も
、「
故
堯
置
敢
諫
之
鼓
也
、
舜
立
誹0

謗
之
木

0

0

0

、
湯
有
司
直
之
人
、
武
王
立
戒
愼
之
鞀
」。

⑥　

瓊
瑤
之
臺　
『
文
選
』
三
、
張
衡
「
東
京
賦
」
に
、「
必
以
肆
奢
爲
賢
、

則
黄
帝
合
宮
、
有
虞
總
期
、
固
不
如
夏
癸
之
瑤
臺

0

0

、
殷
辛
之
瓊0

室
也
」。

李
善
注
に
『
汲
冢
古
文
』
を
引
い
て
、「
夏
桀
作
傾
宮
瑤
臺
、
殫
百
姓

之
財
。
殷
紂
作
瓊
室
、
立
玉
門
也
」。

⑦　

辛
癸
之
祚
亡　
『
史
記
』
夏
本
紀
に
、「
帝
發
崩
、
子
帝
履
癸0

立
、
是

爲
桀
」。
ま
た
同
殷
本
紀
に
、「
帝
乙
長
子
曰
微
子
啓
、
啓
母
賤
、
不
得

嗣
。
少
子
辛0

、
辛
母
正
后
、
辛
爲
嗣
。
帝
乙
崩
、
子
辛
立
、
是
爲
帝
辛
、

天
下
謂
之
紂
」。

⑧　

在
酣
歌
終
日
云
云　
『
史
記
』
殷
本
紀
に
、「［
紂
］
慢
於
鬼
神
、
大

最
樂
戲
於
沙
丘
、
以
酒
爲
池
、
縣
肉
爲
林
、
使
男
女
倮
、
相
逐
其
閒
、

爲
長
夜
之
飲
」。

⑨　

騁
亡
歸
之
樂　
『
楚
辞
』
の
「
九
歌
」「
少
司
命
」
に
、「
羌
聲
色
兮

娯
人
、
觀
者
憺
兮
亡
歸
」。「
忘
帰
」
は
「
九
歌
」
の
「
山
鬼
」
等
に
も

見
え
る
。

⑩　

或
四
知
必
顯　
『
後
漢
書
』
五
四
楊
震
傳
に
、「
大
將
軍
聞
其
賢
而
辟
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之
、
舉
茂
才
、
四
遷
荊
州
刺
史
・
東
萊
太
守
。
當
之
郡
、
道
經
昌
邑
、

故
所
舉
荊
州
茂
才
王
密
爲
昌
邑
令
、
謁
見
、
至
夜
懷
金
十
斤
以
遺
震
。

震
曰
、『
故
人
知
君
、
君
不
知
故
人
、
何
也
』。
密
曰
、『
暮
夜
無
知
者
』。

震
曰
、『
天
知
、
神
知
、
我
知
、
子
知
。
何
謂
無
知
』。
密
愧
而
出
」。

⑪　

五
美
常
在　
『
左
傳
』
襄
公
二
十
八
年
に
、「
子
産
曰
、『
大
適
小
則

爲
壇
、
小
適
大
、
苟
舎
而
已
、
焉
用
壇
。
僑
聞
之
、
大
適
小
、
有
五
美

0

0

。

宥
其
罪
戾
、
赦
其
過
失
、
救
其
菑
患
、
賞
其
德
刑
、
教
其
不
及
」。『
論

語
』
堯
曰
篇
に
、「
子
張
問
於
孔
子
曰
、『
何
如
斯
可
以
從
政
矣
』。
子

曰
、『
尊
五
美

0

0

、
屛
四
惡
、
斯
可
以
從
政
矣
』。
子
張
曰
、『
何
謂
五
美
』。

子
曰
、『
君
子
惠
而
不
費
、
勞
而
不
怨
、
欲
而
不
貪
、
泰
而
不
驕
、
威

而
不
猛
』」。

⑫　

譬
金
舟
不
能
凌
陽
侯
之
波
云
云　
『
抱
朴
子
』
用
刑
篇
に
、「
道
家
之

言
、
高
則
高
矣
、
用
之
則
弊
遼
落
迂
𤄃
、
譬
猶
干
将
不
可
以
縫
線
、
巨

象
不
可
使
捕
鼠
、
金
舟
不
能
凌
陽
侯
之
波

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
玉
馬
不
任
騁
千
里
之
迹

0

0

0

0

0

0

0

0

0

也
」。
陽
侯
は
、
大
波
の
神
。『
楚
辞
』
の
「
九
章
」「
哀
郢
」
に
、「
淩

陽
侯
之
氾
濫
兮
」。
王
逸
注
に
、「
陽
侯
、
大
波
之
神
」。

⑬　

馽　

馬
の
脚
を
つ
な
ぐ
繩
、
ま
た
繩
に
つ
な
が
れ
た
馬
。『
説
文
解

字
』
に
、「
馽
、
絆
馬
也
」。

⑭　

是
猶
炙
冰
使
燥
云
云　
『
抱
朴
子
』
刺
驕
篇
に
、「
故
小
人
之
赴
也
、

若
決
積
水
於
萬
仞
之
高
隄
、
而
放
烈
火
乎
雲
夢
之
枯
草
焉
。
欲
望
肅
雍

濟
濟
、
後
生
有
式
、
是
猶
炙
冰
使
燥

0

0

0

0

、
積
灰
令
熾

0

0

0

0

矣
」。

⑮
清
柿
令
熾　
「
清
柿
」
の
ま
ま
で
は
意
を
成
さ
な
い
の
で
、『
抱
朴
子
』

に
倣
い
、「
積
灰
」
に
改
め
て
解
す
る
。

⑯　

玉
不
琢
云
云　
『
禮
記
』
學
記
に
、「
玉
不
琢

0

0

0

、
不
成
器

0

0

0

、
人
不
學

0

0

0

、

不
知
道

0

0

0

。
是
故
古
之
王
者
、
建
國
君
民
、
教
學
爲
先
」。

⑰　

伯
牙
空
彈　

伯
牙
は
、
伝
説
的
な
琴
の
名
手
。
伯
牙
が
琴
を
鼓
し
、

鍾
子
期
が
た
だ
ち
に
彼
の
意
の
在
る
と
こ
ろ
を
言
い
当
て
た
話
は
、

『
呂
氏
春
秋
』
本
味
篇
に
見
え
る
。

⑱　

王
良
失
轡　

王
良
は
、
春
秋
時
代
の
名
御
者
。『
荀
子
』
王
覇
篇
に
、

「
欲
得
善
馭
及
速
致
遠
、
則
莫
若
使
王
良

0

0

・
造
父
矣
」。

　

晉
平
公
問
師
曠
曰
、「
吾
年
已
老
、
學
將
晩
耶
」。
對
曰
、「
少
好

學
者
、
如
日
盛
陽
、
老
好
學
者
、
如
炳
燭
夜
行
」。
追
味
斯
言
、
可

爲
師
也
。
淮
南
言
、「
蕭
條
者
形
之
君
、
寂
寞
者
音＊
之
主
」。
又
云
、

「
教
者
生
於
君
子
、
以
被
小
人
、
利
者
興
於
小
人
、
以
潤
君
子
」。

孟
子
言
、「
禹
惡
旨
酒
而
樂
善
言
」。
又
云
、「
若
我
得
志
、
不
爲
食

前
方
丈
、
妾
數
百
人
」。
斯
言
至
矣
。
故
原
憲
之
緼
袍
、
賢
於
季
孫

之
狐
貉
、
趙
宣
之
魚＊
食
、
旨
於
智
伯
之
芻
豢＊
。
子
思＊
之
銀
佩
、
美
於

虞
公
之
垂
棘
。
嬌
婬＊
之
理
、
豈
可
恣
歟
。
人
非
有
柳
下
・
延
陵
之
才
、

蒙
莊
・
柱
史
之
志
、
其
以
此
者
、
葢
有
以
焉
。
雖
復
拔
山
葢
世
之
雄
、

回
天
倒
地
之
力
、
玉
几
爲
尊＊
、
金
湯
設
險
、
驪
山
無
罪
之
囚
、
五
嶺

不
歸
之
戍
、
一
有
驕
奢
、
三
代
同
滅
。
鑴
金
石
者
難
爲
力
、
摧
枯
朽

⑲

⑳

㉑㉒

㉓

㉔
㉕

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱

㊲

㊳

㊴

㊵
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者
易
爲
功
、
居
得
其
勢
也
。

　

晉
の
平
公
が
師
曠
に
尋
ね
て
い
っ
た
、「
余
は
年
を
取
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
學
ぶ
に
は
も
う
遅
く
は
あ
る
ま
い
か
」。
師
曠
が
答
え

て
い
っ
た
、「
若
く
し
て
學
問
を
好
め
ば
、
真
昼
の
太
陽
の
よ
う
な

も
の
、
年
老
い
て
學
問
を
好
め
ば
、
燈
火
を
手
に
し
て
夜
道
を
行
く

よ
う
な
も
の
で
す
」。
こ
の
言
葉
を
味
わ
っ
て
み
る
と
、
教
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
淮
南
子
』
に
は
い
っ
て
い
る
、「
ひ
っ
そ
り
と

隠
れ
た
と
こ
ろ
に
事
物
の
根
源
が
あ
り
、
も
の
寂
し
く
静
か
な
と
こ

ろ
に
音
楽
の
源
泉
が
あ
る
」
と
。
ま
た
こ
う
も
い
っ
て
い
る
、「
道

徳
的
な
教
え
は
君
子
に
生
ま
れ
て
、
恩
沢
が
小
人
に
及
び
、
経
済
的

な
利
益
は
小
人
に
始
ま
っ
て
、
君
子
を
も
潤
す
も
の
と
な
る
」
と
。

『
孟
子
』
は
「
禹
は
美
酒
を
悪
ん
で
善
言
を
楽
し
ん
だ
」
と
い
い
、

ま
た
「
も
し
私
が
志
を
得
て
も
、
目
の
前
に
一
丈
四
方
も
の
料
理
を

並
べ
た
て
た
り
、
數
百
人
も
の
腰
元
を
抱
え
た
り
は
し
な
い
」
と
も

い
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
す
ば
ら
し
い
。
だ
か
ら
原
憲
の
粗
末
な
ぬ
の

こ
は
、
季
孫
氏
の
高
価
な
毛
皮
に
勝
り
、
趙
盾
（
宣
）
の
食
べ
た
魚

肉
は
、
智
伯
の
食
べ
た
高
級
肉
よ
り
う
ま
く
、
子
思
の
銀
の
佩
び
玉

は
、
虞
公
の
垂
棘
産
の
玉
よ
り
も
美
し
い
。
我
欲
に
流
れ
る
性
質
を
、

放
置
し
て
お
く
道
理
が
あ
ろ
う
か
。
柳
下
惠
や
延
陵
の
季
札
の
よ
う

な
才
智
も
な
く
、
莊
子
や
老
子
ほ
ど
の
思
想
も
な
い
人
が
、
社
会
的

な
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
。

山
を
引
き
抜
く
力
や
世
を
覆
い
尽
く
す
ほ
ど
の
気
概
を
持
ち
、
天
を

回
ら
し
地
を
倒
す
よ
う
な
力
量
を
擁
し
て
、
天
子
に
匹
敵
す
る
器
物

を
備
え
、
金
城
湯
池
の
防
備
に
囲
ま
れ
て
い
て
も
、
驪
山
に
罪
な
く

し
て
捕
ら
わ
れ
た
囚
人
た
ち
が
あ
り
、
五
嶺
に
は
帰
郷
の
望
み
も
な

く
派
遣
さ
れ
た
兵
卒
が
あ
る
状
況
で
、
ひ
と
た
び
豪
奢
に
溺
れ
る
振

る
ま
い
が
起
こ
れ
ば
、
三
代
の
栄
華
も
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
滅
び
る
。

金
属
や
巌
石
を
以
て
し
て
も
防
止
で
き
ず
、
枯
木
が
砕
け
る
よ
う
に

朽
ち
果
て
る
の
も
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
音
：
諸
本
と
も
「
身
」
に
作
る
が
、『
淮
南
子
』
に
よ
り
改
め
る
。
＊

魚
：
諸
本
と
も
「
肉
」
に
作
る
が
、『
監
鉄
論
』
に
よ
り
改
め
る
。
＊
芻

豢
：
二
字
の
下
に
、
底
本
校
語
に
「
原
注
、
原
本
缺
三
字
」
と
あ
る
。
抄

本
・
四
庫
本
の
校
語
で
は
、「
似
此
文
所
本
、
原
缺
三
字
、
疑
當
作
魯
子
思
。

下
子
字
上
下
有
脱
文
」。
＊
思
：
底
本
に
な
し
。
四
庫
本
も
同
じ
。
い
ま

㊶
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『
盬
鐵
論
』
に
よ
り
補
う
。
抄
本
は
思
字
を
補
う
。
＊
嬌
婬
：
四
庫
本
→
驕

淫
。
＊
尊
：
底
本
を
始
め
諸
本
と
も
「
樽
」
に
作
る
が
、
校
箋
に
倣
っ
て
改

め
る
。
注
㊲
参
照
。

〔
注
〕

⑲
晉
平
公
問
師
曠
曰
云
云　
『
説
苑
』
建
本
篇
に
、「
晉
平
公
問
於
師
曠
曰
、

『
吾
年
七
十
欲
學
、
恐
已
暮
矣
』。
師
曠
曰
、『
何
不
炳
燭
乎
』。
平
公

曰
、『
安
有
爲
人
臣
而
戲
其
君
乎
』。
師
曠
曰
、『
盲
臣
安
敢
戲
其
君
乎
。

臣
聞
之
、
少
而
好
學
、
如
日
出
之
陽
、
壯
而
好
學
、
如
日
中
之
光
、
老0

而
好
學

0

0

0

、
如
炳
燭
之
明

0

0

0

0

0

。
炳
燭
之
明
、
孰
與
昧
行
乎
』。
平
公
曰
、『
善

哉
』」。『
尚
書
大
傳
』（『
藝
文
類
聚
』
八
〇
火
部
燭
引
）
に
も
同
類
の

文
が
あ
る
。「
晉
平
公
問
師
曠
曰
、『
吾
年
七
十
欲
學
、
恐
已
暮
』。
師

曠
曰
『
臣
聞
老
而
學
者

0

0

0

0

、
如
執
燭
之
明

0

0

0

0

0

。
執
燭
之
明
、
孰
與
昧
行
』。

公
曰
、『
善
』」。『
説
苑
』
は
恐
ら
く
『
尚
書
大
傳
』
に
基
づ
く
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
蕭
繹
と
関
連
の
深
い
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
勉
學
篇
に

次
の
よ
う
な
文
の
あ
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。「
世
人
婚
冠
未
學
、

便
稱
遅
暮
、
因
循
面
牆
、
亦
爲
愚
耳
。
幼
而
學
者
、
如
日
出
之
光
、
老0

而
學
者

0

0

0

、
如
秉
燭
夜
行

0

0

0

0

0

、
猶
賢
乎
瞑
目
而
無
見
者
也
」。

⑳　

炳
燭　
『
文
選
』
四
二
、
魏
文
帝
曹
丕
「
與
呉
質
書
」
に
、「
古
人
思

炳
燭

0

0

夜
遊
、
良
有
以
矣
」。
李
善
注
に
「
古
詩
十
九
首
」
そ
の
十
五
の

「
晝
短
苦
夜
長
、
何
不
秉
燭
遊
」
を
引
き
、「
秉
或
作
炳
」。　

㉑　

淮
南
言
云
云　
『
淮
南
子
』
齊
俗
訓
に
、「
今
夫
爲
平
者
準
也
、
爲
直

者
繩
也
。
若
夫
不
在
於
繩
準
之
中
、
可
以
平
直
者
、
此
不
共
之
術
也
。

故
叩
宮
而
宮
應
、
彈
角
而
角
動
、
此
同
音
之
相
應
者
也
。
其
於
五
音
無

所
比
、
而
二
十
五
弦
皆
應
、
此
不
傳
之
道
也
。
故
蕭
條
者
形
之
君

0

0

0

0

0

0

、
而0

寂
寞
者
音
之
主

0

0

0

0

0

0

也
」。
高
誘
注
に
、「
蕭
條
、
深
静
」、
ま
た
、「
微
音
生

於
寂
寞
」。

㉒　

教
者
生
於
君
子
云
云　
『
淮
南
子
』
繆
稱
訓
に
、「
教
本
乎
君
子
、
小

人
被
其
澤
、
利
本
乎
小
人
、
君
子
享
其
功
」。

㉓　

孟
子
言
云
云　
『
孟
子
』
離
婁
篇
下
に
、「
孟
子
曰
、『
禹
惡
旨
酒

0

0

0

0

、

而
好
善
言

0

0

0

0

。
湯
執
中
、
立
賢
無
方
。
文
王
視
民
如
傷
、
望
道
而
未
之
見
。

武
王
不
泄
邇
、
不
忘
遠
。
周
公
思
兼
三
王
意
施
四
事
、
其
有
不
合
者
、

仰
而
思
之
、
夜
以
繼
日
、
幸
而
得
之
、
坐
以
待
旦
』」。

㉔　

若
我
得
志
云
云　
『
孟
子
』
盡
心
篇
下
に
、「
孟
子
曰
、『
説
大
人
則

藐
之
、
勿
視
其
巍
巍
然
。
堂
高
數
仞
、
榱
題
數
尺
、
我
得
志
弗
爲
也
。

食
前
方
丈

0

0

0

0

、
侍
妾
數
百
人

0

0

0

0

0

、
我
得
志

0

0

0

而
弗
爲

0

0

也
。
般
樂
飲
酒
、
驅
騁
田

獵
、
後
車
千
乘
、
我
得
志
弗
爲
也
。
在
彼
者
、
皆
我
所
不
爲
也
。
在
我

者
、
皆
古
之
制
也
。
吾
何
畏
彼
哉
』」。

㉕　

故
原
憲
之
緼
袍
云
云　
『
盬
鐵
論
』
貧
富
篇
に
、「
君
子
遭
時
則
富
且

貴
、
不
遇
、
退
而
樂
道
。
不
以
利
累
己
、
故
不
違
義
而
妄
取
。
隠
居
修

節
、
不
欲
妨
行
、
故
不
毀
名
而
趨
勢
。
雖
付
之
以
韓
魏
之
家
、
非
其
志

則
不
居
也
。
富
貴
不
能
榮
、
謗
毀
不
能
傷
也
。
故
原
憲
之
縕
袍

0

0

0

0

0

、
賢
於

季
孫
之
狐
貉
、
趙
宣
孟
之
魚
食

0

0

0

0

0

0

、
甘
於
智
伯
之
芻
豢

0

0

0

0

0

0

0

、
子
思
之
銀
珮

0

0

0

0

0

、

美
於
虞
公
之
垂
棘

0

0

0

0

0

0

0

」。

㉖　

原
憲
之
緼
袍　

原
憲
は
、
孔
子
の
門
弟
。
貧
窮
を
羞
じ
ず
道
を
求
め

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。『
史
記
』
六
七
、
仲
尼
弟
子
列
傳
に
、「
孔
子
卒
、
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原
憲
遂
亡
在
草
澤
中
。
子
貢
相
衛
、
而
結
駟
連
騎
、
排
藜
藿
入
窮
閻
、

過
謝
原
憲
。
憲
攝
敝
衣
冠
見
子
貢
。
子
貢
恥
之
曰
、『
夫
子
豈
病
乎
』。

原
憲
曰
、『
吾
聞
之
、
無
財
者
謂
之
貧
、
學
道
而
不
能
行
者
謂
之
病
。

若
憲
、
貧
也
、
非
病
也
』。
子
貢
慙
、
不
懌
而
去
、
終
身
恥
其
言
之
過

也
」。
縕
袍
は
、
綿
入
り
の
ぬ
の
こ
。『
論
語
』
子
罕
篇
に
、
孔
子
が
子

路
を
評
し
た
言
葉
と
し
て
、「
衣
敝
縕
袍

0

0

、
與
衣
狐
貉
者
立
、
而
不
恥

者
、
其
由
也
與
」。

㉗　

季
孫
之
狐
貉　

季
孫
は
、
季
孫
氏
。
春
秋
時
代
の
魯
の
執
政
に
當
た

っ
た
大
貴
族
。『
論
語
』
先
進
篇
に
、「
季
氏
富
於
周
公
」。
狐
貉
は
、

上
等
の
か
わ
ご
ろ
も
。
注
㉖
に
引
い
た
『
論
語
』
子
罕
篇
の
文
参
照
。

㉘　

趙
宣
之
魚
食　

趙
宣
は
、
春
秋
晉
の
大
夫
趙
盾
で
、
宣
は
諡
。『
春

秋
公
羊
傳
』
宣
公
六
年
の
話
に
基
づ
く
。
晉
の
靈
公
は
勇
士
を
用
い
て

趙
盾
を
殺
そ
う
と
し
た
。「
勇
士
入
其
大
門
、
則
無
人
門
焉
者
。
入
其

閨
、
則
無
人
閨
焉
者
。
上
其
堂
、
則
無
人
焉
。
俯
而
闚
其
戸
、
方
食
魚

飧
。
勇
士
曰
、『
嘻
、
子
誠
仁
人
也
。
吾
入
子
之
大
門
、
則
無
人
焉
。

入
子
之
閨
、
則
無
人
焉
。
上
子
之
堂
、
則
無
人
焉
。
是
子
之
易
也
。
子

爲
晉
國
重
卿
、
而
食
魚
飧
、
是
子
之
儉
也
。
君
将
使
我
殺
子
、
吾
不
忍

殺
子
也
。
雖
然
、
吾
亦
不
可
復
見
吾
君
矣
』。
遂
刎
頸
而
死
」。

㉙　

智
伯
之
芻
豢　

智
伯
は
、
ま
た
知
伯
と
も
記
し
、
春
秋
晉
の
大
臣
。

『
史
記
』
四
三
、
趙
世
家
に
よ
れ
ば
、
知
伯
は
趙
・
韓
・
魏
と
范
・
中

行
の
故
地
を
分
割
支
配
し
た
が
、
や
が
て
三
國
の
連
合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ

た
。
芻
豢
の
芻
は
、
草
食
の
牛
や
羊
、
豢
は
穀
食
の
犬
や
豚
を
い
い
、

轉
じ
て
ご
馳
走
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。『
孟
子
』
告
子
篇
上
に
、「
故
理

義
之
悦
我
心
、
猶
芻
豢
之
悦
我
口
」。

㉚　

子
思
之
銀
佩　

子
思
は
、
孔
子
の
子
鯉
（
字
伯
魚
）
の
子
で
、
名
は

伋
。
子
思
は
字
。
曾
子
の
教
え
を
受
け
、『
中
庸
』
の
作
者
と
し
て
知

ら
れ
る
。
孟
子
の
師
で
も
あ
る
。『
史
記
』
孔
子
世
家
に
記
事
が
見
え

る
。
銀
佩
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
未
詳
。
佩
は
、
珮
に
同
じ
。

㉛　

虞
公
之
垂
棘　

虞
公
は
春
秋
時
代
の
小
國
虞
の
君
主
。『
左
傳
』
僖

公
二
年
に
、「
晉
荀
息
請
以
屈
産
之
乘
與
垂
棘

0

0

之
璧
、
假
道
於
虞
以
伐

虢
。
公
曰
、『
是
吾
寶
也
』。
云
云
」。
杜
預
注
に
、「
垂
棘
出
美
玉
、
故

以
爲
名
」。『
孟
子
』
萬
章
篇
上
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
え
る
。
元
来
は

地
名
で
あ
っ
た
垂
棘
が
美
玉
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

後
世
の
例
に
は
、『
文
選
』
一
、
班
固
「
西
都
賦
」
の
「
垂
棘

0

0

夜
光
在

焉
」
な
ど
。

㉜　

柳
下
延
陵
之
才　

柳
下
は
、
柳
下
惠
。
本
名
は
展
獲
。
春
秋
時
代
の

魯
の
大
夫
で
、
孔
子
よ
り
百
年
ほ
ど
前
の
賢
人
。
孔
子
の
敬
愛
す
る
人

物
で
も
あ
っ
た
。『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
、
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、「
臧

文
仲
竊
其
位
者
與
。
知
柳
下
惠
之
賢
、
而
不
與
立
也
」。
ま
た
同
微
子

篇
に
、「
柳
下
惠
爲
士
師
、
三
黜
。
人
曰
、『
子
未
可
以
去
乎
』。
曰
、

『
直
道
而
事
人
、
焉
往
而
不
三
黜
。
枉
道
而
事
人
、
何
必
去
父
母
之

邦
』」。
延
陵
は
、
春
秋
時
代
の
呉
の
公
子
。
延
陵
の
地
に
封
じ
ら
れ
た

の
で
、
延
陵
の
季
子
と
稱
せ
ら
れ
る
。
信
義
に
厚
い
人
と
し
て
知
ら
れ

る
。『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
に
事
蹟
が
見
え
る
。

㉝　

蒙
莊
柱
史
之
志　

蒙
莊
は
、
莊
子
。『
史
記
』
老
子
韓
非
列
傳
に
、

「
莊0

子
者
、
蒙0

人
也
、
名
周
。
周
嘗
爲
蒙
漆
園
吏
」。
柱
史
は
、
柱
下
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金
樓
子
訳
注
（
十
三
）（
興
膳
）

史
の
略
稱
で
、
老
子
を
指
す
。『
史
記
』
本
傳
に
、「
老
子
者
、
宋
苦
縣

厲
郷
曲
仁
里
人
也
。
姓
李
氏
、
名
耳
、
周
守
藏
室
之
吏
也
」。
そ
の
索

隱
に
、
柱
下
史
に
つ
い
て
、「
蓋
卽
藏
室
之
柱
下

0

0

、
因
以
爲
官
名
」。

㉞　

葢
有
以
焉　

先
行
す
る
用
例
と
し
て
は
、『
論
衡
』
案
書
篇
に
、「
以

一
況
百
、
而
墨
家
爲
法
、
皆
若
此
類
也
。
廢
而
不
傳
、
蓋
有
以
也

0

0

0

0

」
な

ど
。
同
様
の
表
現
は
本
篇
13
に
、「
夫
以
武
侯
之
賢
、
宣
武
之
智
、
自

天
祐
之
、
蓋
有
以
然
也
」、
ま
た
立
言
篇
下
2
に
も
「
其
波
濤
鼓
怒
、

頽
山
穴
石
、
蓋
有
以
云
耳
」
と
見
え
る
。

㉟　

拔
山
葢
世
之
雄　
『
史
記
』
七
項
羽
本
紀
に
、「
於
是
項
王
乃
悲
歌
忼

慨
、
自
爲
詩
曰
、『
力
抜
山

0

0

兮
氣
蓋
世

0

0

、
時
不
利
兮
騅
不
逝
。
騅
不
逝

兮
可
奈
何
、
虞
兮
虞
兮
奈
若
何
』。
歌
數
闋
、
美
人
和
之
。
項
王
泣
數

行
下
、
左
右
皆
泣
、
莫
能
仰
視
」。

㊱　

回
天
倒
地
之
力　
『
文
選
』
六
〇
、
陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
」
に
、「
夫

以
迴
天
倒
日
之
力

0

0

0

0

0

0

、
而
不
能
振
形
骸
之
内
、
濟
世
夷
難
之
智
、
而
受
困

魏
闕
之
下
」。
李
善
注
に
『
淮
南
子
』（
覽
冥
訓
）
を
引
い
て
、「
魯
陽

公
與
韓
遘
戰
酣
、
日
暮
、
援
戈
而
麾
之
、
日
爲
之
反
三
舎
」。

㊲　

玉
几
爲
尊　
『
周
禮
』
春
官
・
司
几
筵
に
、「
凡
大
朝
覲
、
大
饗
射
、

凡
封
國
、
命
諸
侯
、
王
位
設
黼
依
、
依
前
南
郷
設
莞
筵
紛
純
、
加
次
席

黼
、
左
右
玉
几

0

0

」。
鄭
玄
注
に
、「
斧
謂
之
黼
、
其
繡
白
黒
采
、
以
絳
帛

爲
質
。
依
、
其
制
如
屏
風
然
。
於
依
前
爲
王
設
席
、
左
右
有
几
、
優
至

尊
也
」。
各
本
と
も
「
尊
」
を
「
樽
」
に
作
る
が
、
校
箋
が
『
周
禮
』

鄭
玄
注
に
従
っ
て
改
め
る
の
に
倣
う
。

㊳　

金
湯
設
險　

金
湯
は
、
金
城
湯
池
を
縮
約
し
た
表
現
。『
後
漢
書
』

一
光
武
帝
紀
賛
に
、「
金
湯

0

0

失
險
、
車
書
共
道
」。
李
賢
注
に
、「
前
書

（『
漢
書
』
蒯
通
傳
）
曰
、『
金
城
湯
池
、
不
可
攻
矣
』。
金
以
喩
堅
、

湯
取
其
熱
。
光
武
所
撃
、
皆
失
其
堅
固
也
」。

㊴　

驪
山
無
罪
之
囚　
『
史
記
』
六
秦
始
皇
本
紀
に
、「
隱
宮
徒
刑
者
七
十

餘
萬
人
、
乃
分
作
阿
房
宮
、
或
作
麗
山
」。
ま
た
、「
始
皇
初
卽
位
、
穿

治
酈
山
、
及
幷
天
下
、
天
下
徒
送
詣
七
十
餘
萬
人
、
穿
三
泉
、
下
銅
而

致
椁
、
宮
觀
百
官
奇
器
珍
怪
徙
臧
滿
之
」。

㊵　

五
嶺
不
歸
之
戍　
『
史
記
』
八
九
張
耳
陳
餘
列
傳
に
、「
武
臣
等
從
白

馬
渡
河
、
至
諸
縣
、
説
其
豪
桀
曰
、『
秦
為
亂
政
虐
刑
以
殘
賊
天
下
、

數
十
年
矣
。
北
有
長
城
之
役
、
南
有
五
嶺
之
戍
、
外
内
騒
動
、
百
姓
罷

敝
、
頭
會
箕
斂
、
以
供
軍
費
、
財
匱
力
盡
、
民
不
聊
生
。
重
之
以
苛
法

峻
刑
、
使
天
下
父
子
不
相
安
。
云
云
』」。
五
嶺
は
、
索
隱
の
引
く
裴
氏

『
廣
州
記
』
に
、「
大
庾
・
始
安
・
臨
賀
・
桂
陽
・
掲
陽
、
斯
五
嶺
」。

㊶　
　

鑴
金
石
者
難
爲
力
二
句　
『
漢
書
』
一
三
異
姓
諸
侯
王
表
に
、「
鐫0

金
石
者
難
爲
功

0

0

0

0

0

0

、
摧
枯
朽
者
易
爲
力

0

0

0

0

0

0

0

、
其
勢
然
也
」。
顔
師
古
注
に
、

「
鐫
、
琢
石
也
。
音
子
全
反
」。

10　

哲
人
君
子
、
戒
盈＊
思
沖＊
者
、
何
也
。
政
以
戒
懼
所
不
睹
、
恐
畏

所
不
聞
。
況＊
其
甚
此
者
乎
。
夫
生
自
深
宮
之
中
、
長
於＊
婦
人
之
手
、

憂
懼
之
所
不
加
、
寵
辱
之
所
未
至
、
粤
自
齠
齓
、
便
作
邦
君
。
其
天

姿
卓
爾
、
則
河
閒＊
所
以
高
歩
、
窮
兇＊
極
悖
、
廣
川
所
以
顯
戮
、
致
之

①

②

③④

⑤

⑥
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有
由
者
也
。
錫
瑞
蕃
國
、
執
玉
秉
圭
、
春
朝
則
驅
馳
千
乗
、
秋
謁
則

儀＊
百
辟
、
江
都
・
廣
川
、
可
以
意
者
耳
。
請
論
之
、
一
曰
驕
、
二
曰

富
、
三
曰
婬
、
四
曰
忌
。
幼
饗
尊
貴
、
驕
也
。
名
田
縣
道
、
富
也
。

歌
鍾
盈
室
、
婬
也
。
殺
戮
無
辜
、
忌
也
。
夫
刑
罰
不
中
、
則
民
無
所

措
手
足
、
況＊
倍
此
者
邪
。
夫
貴
而
不
驕
者
鮮
矣
。
驕
則
輕
於
憲
網
、

富
則
恃
於＊

金
寶
、
婬
則
惑＊
於＊
昬
縱
、
忌
則
輕
於＊
生
殺
。
旣
不
知
稼
穡

之
艱
難
、
又
不
知
民
天
之
有
本
、
徒
見
珠
璣
犀
甲
之
翫
、
金
錢
翠
羽

之
奇
。
動
容
則
燕
歌
鄭
舞
、
顧
盼
則
秦
箏
齊
瑟
、
謂
與
椿
鵠
齊
齡
、

寧
知
蕣
華
易
晩
。
覆
其
宗
社
、
曽
不
三
省
、
損
其
身
名
、
不
逢＊
八
議
、

異
矣
哉
。
古
之
欲
明
明
徳
於＊
天
下
者
。
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、

先
齊
其
家
。
欲
齊
其
家
者
、
先
脩＊
其
身
。
欲
脩＊
其
身
者
、
先
正
其
心
。

欲
正
其
心
者
、
無
為
不
善
而
怨
人
、
刑
已
至
而
呼
天
。
身
不
善
而
怨

人
、
不
亦
反
乎
、
刑
至
而
呼
天
、
不
亦
晩
乎
。
太
公
曰
、「
夫
爲
人

惡
聞
其
情
、
而
喜
聞
人
之
情
、
惡
聞
己
之
惡
、
喜
聞
人
之
惡
。
是
以

不
必
治
也
」。

　

哲
人
や
君
子
が
、
心
の
滿
ち
足
り
た
状
態
を
戒
め
て
空
し
さ
を
保

と
う
と
し
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
目
に
見
え

ぬ
も
の
を
慎
み
戒
め
、
耳
に
聞
こ
え
ぬ
も
の
を
恐
れ
は
ば
か
る
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
見
え
聞
こ
え
る
も
の
に
慎
重
で
あ
る

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
宮
中
の
奥
深
く
生
ま
れ
て
、
婦
女
子
の
手

で
育
て
ら
れ
、
憂
い
や
懼
れ
に
お
の
の
く
こ
と
も
な
く
、
恩
寵
や
恥

辱
の
及
ぶ
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
、
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
、
早
く
も
一
國

の
君
主
と
な
る
。
そ
の
天
成
の
資
質
が
人
並
み
優
れ
て
い
れ
ば
、
漢

の
河
間
王
（
劉
德
）
の
よ
う
に
行
動
は
衆
に
超
絶
す
る
が
、
劣
悪
残

忍
で
あ
れ
ば
、
漢
の
廣
川
王
（
劉
去
）
の
よ
う
に
身
は
刑
死
に
處
せ

ら
れ
る
、
そ
れ
も
原
因
あ
っ
て
の
結
果
だ
。
藩
屛
の
國
に
在
っ
て
、

諸
侯
の
爵
位
を
賜
り
、
春
に
は
千
乘
の
車
騎
を
馳
せ
て
來
朝
し
、
秋

に
は
諸
侯
の
儀
典
に
與
る
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
江
都
王
（
劉
建
）

や
廣
川
王
の
た
め
し
を
、
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
を
論

じ
て
み
れ
ば
、
第
一
に
は
驕
、
第
二
に
は
富
、
第
三
に
は
淫
（
欲
望

の
過
剰
）、
第
四
に
は
忌
（
残
忍
さ
）
で
あ
る
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
高
貴

の
地
位
を
享
受
す
る
の
が
、
驕
で
あ
る
。
縣
や
道
に
自
分
の
私
有
田

を
有
す
る
の
が
、
富
で
あ
る
。
部
屋
中
に
音
楽
が
充
満
し
て
い
る
の

が
、
淫
で
あ
る
。
罪
の
な
い
民
を
殺
戮
す
る
の
が
、
忌
で
あ
る
。
刑

罰
が
公
正
さ
を
缺
け
ば
、
民
は
手
足
の
置
き
所
さ
え
な
く
な
る
が
、

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒
㉓

㉔
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そ
れ
よ
り
も
ひ
ど
い
状
態
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
高
い
地

位
に
在
っ
て
驕
り
高
ぶ
ら
な
い
人
は
希
だ
。
驕
り
高
ぶ
れ
ば
法
律
を

軽
ん
じ
、
富
め
ば
財
物
を
頼
み
と
し
、
欲
望
が
過
剰
に
な
れ
ば
無
軌

道
に
流
れ
、
残
忍
で
あ
れ
ば
生
殺
を
意
に
介
さ
な
く
な
る
。
農
作
の

難
儀
さ
を
知
ら
ぬ
上
に
、
尊
ぶ
べ
き
民
の
命
綱
が
食
で
あ
る
こ
と
も

辨
え
ず
、
た
だ
美
玉
や
珍
獣
の
革
細
工
を
翫
び
、
黄
金
や
翡
翠
の
羽

の
珍
奇
き
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
表
情
を
動
か
す
も
の
と
い
え
ば

燕
や
鄭
の
音
曲
歌
舞
、
振
り
返
り
見
る
も
の
と
い
え
ば
秦
や
齊
の
音

楽
演
奏
で
、
自
ら
の
不
老
長
生
を
信
じ
こ
み
、
朝
顔
の
花
の
よ
う
な

は
か
な
い
命
と
は
露
ほ
ど
も
ご
存
じ
な
い
。
領
國
を
破
滅
さ
せ
な
が

ら
、
自
ら
反
省
す
る
で
も
な
く
、
わ
が
身
と
名
を
損
ね
な
が
ら
、
八

議
に
よ
っ
て
罪
を
加
え
ら
れ
も
し
な
い
。
何
と
大
変
な
こ
と
で
は
な

い
か
。
い
に
し
え
の
わ
が
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
ま
ず
自
分
の
國
を
治
め
た
。
自
分
の
國
を
治
め
よ
う
と
す
る

者
は
、
ま
ず
自
分
の
家
を
整
え
た
。
自
分
の
家
を
整
え
よ
う
と
す
る

者
は
、
ま
ず
自
分
の
身
を
修
め
た
。
自
分
の
身
を
修
め
よ
う
と
す
る

者
は
、
ま
ず
自
分
の
心
を
正
し
た
。
自
分
の
心
を
正
そ
う
と
す
る
者

は
、
己
れ
の
不
善
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
を
怨
ん
だ
り
、
刑
罰
が
身
に

迫
っ
て
か
ら
天
に
救
い
を
求
め
た
り
し
な
か
っ
た
。
己
れ
が
不
善
な

の
に
人
を
怨
む
の
は
、
道
理
に
反
し
て
い
る
し
、
刑
罰
が
迫
っ
て
天

に
救
い
を
求
め
る
の
で
は
、
手
遅
れ
だ
。
太
公
（
太
公
望
呂
尚
）
の

言
葉
に
、「
い
っ
た
い
人
は
自
分
の
實
情
は
知
り
た
が
ら
ず
、
他
人

の
實
情
は
知
り
た
が
る
も
の
だ
し
、
ま
た
自
分
の
短
所
は
知
り
た
が

ら
ず
、
他
人
の
短
所
は
知
り
た
が
る
も
の
だ
、
だ
か
ら
政
治
が
必
ず

し
も
う
ま
く
ゆ
か
な
い
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
盈
：
百
子
本
→
淫
。
＊
沖
：
抄
本
・
四
庫
本
→
冲
。
＊
況
：
抄
本
・
四
庫

本
→
况
。
以
下
同
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。
以
下
同
。
＊
閒
：
抄
本
・
四
庫

本
・
百
子
本
→
間
。
＊
兇
：
四
庫
本
→
兇离
。
＊
儀
：
底
本
校
語
に
、「
案
儀

下
疑
脱
一
字
」。
＊
惑
：
抄
本
・
四
庫
本
→
感
。
＊
逢
：
四
庫
本
→
逄
。
＊

脩
：
抄
本
・
四
庫
本
→
修
。

〔
注
〕

①　

戒
盈
思
沖　
『
老
子
』
第
四
章
に
、「
道
冲0

而
用
之
或
不
盈0

、
淵
兮
似

萬
物
之
宗
」。
ま
た
同
四
十
五
章
に
、「
大
成
若
缺
、
其
用
不
弊
。
大
盈0

若
冲0

、
其
用
不
窮
」。

②　

政
以
戒
懼
所
不
睹
二
句　
『
禮
記
』
中
庸
篇
に
、「
是
故
君
子
戒
愼0

乎

其
所
不
覩

0

0

0

、
恐
懼

0

0

乎
其
所
不
聞

0

0

0

」。
注
に
、「
小
人
閒
居
爲
不
善
、
無
所
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不
至
也
。
君
子
則
不
然
。
雖
視
之
無
人
、
聽
之
無
聲
、
猶
戒
愼
恐
懼
、

自
脩
正
、
是
其
不
須
臾
離
道
」。

③　

夫
生
自
深
宮
之
中
云
云　
『
荀
子
』
哀
公
篇
に
、「
哀
公
問
於
孔
子
曰
、

『
寡
人
生
於
深
宮
之
中

0

0

0

0

0

0

、
長
於
婦
人
之
手

0

0

0

0

0

0

、
寡
人
未
嘗
知
哀
也
、
未
嘗

知
憂0

也
、
未
嘗
知
勞
也
、
未
嘗
知
懼0

也
、
未
嘗
知
危
也
』」。『
孔
子
家

語
』
五
儀
解
や
劉
向
『
新
序
』
雜
事
篇
に
も
同
内
容
の
文
が
あ
り
、

『
漢
書
』
五
三
景
十
三
王
傳
の
賛
に
も
こ
の
文
を
引
く
。
さ
ら
に
遅
れ

て
は
葛
洪
『
抱
朴
子
』
貴
賢
篇
に
も
「
患
於
生
乎
深
宮
之
中
、
長
乎
婦

人
之
手
。
云
云
」
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
本
書
巻
五
「
忠
臣
傳
諫
諍
篇

序
」
に
は
、「
所
謂
生
于
深
宮
之
中
、
長
于
婦
人
之
手
、
未
嘗
知
憂
、

未
嘗
知
惧
。
云
云
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

④　

齠
齓　

齒
が
抜
け
替
わ
る
七
、
八
歳
ご
ろ
の
子
ど
も
。『
韓
詩
外

傳
』
一
に
、「
故
男
八
月
生
齒
、
八
歳
而
齠0

齒
、
十
六
而
精
化
小
通
。

女
七
月
生
齒
、
七
歳
而
齓0

齒
、
十
四
而
精
化
小
通
」。

⑤　

其
天
姿
卓
爾
二
句　

本
書
巻
三
説
蕃
篇
8
に
、「
昔
藩
屛
之
盛
徳
者
、

則
劉
德
字
君
道
、
造
次
儒
服
、
卓
爾
不
羣
」。
河
間
は
、
漢
の
河
間
獻

王
劉
德
（
？
〜
前
一
三
〇
）。
漢
の
景
帝
の
子
で
、
武
帝
の
異
母
弟
。

漢
の
諸
王
の
中
で
も
特
に
秀
で
た
好
學
の
人
と
し
て
評
判
が
高
い
。

『
史
記
』
五
九
五
宗
世
家
・『
漢
書
』
五
三
景
十
三
王
傳
に
立
傳
さ
れ

る
。

⑥　

窮
兇
極
悖
二
句　

廣
川
は
、
漢
の
景
帝
の
曾
孫
、
廣
川
惠
王
越
の
孫
、

繆
王
齊
の
子
で
あ
る
劉
去
（
？
〜
前
七
〇
）。
残
忍
な
性
格
で
知
ら
れ
、

そ
の
子
細
は
本
書
巻
三
説
蕃
篇
36
に
詳
し
い
。『
漢
書
』
五
三
景
十
三

王
傳
に
傳
が
あ
る
。

⑦　

執
玉
秉
圭　
『
周
禮
』
春
官
・
大
宗
伯
に
、「
以
玉
作
六
瑞
以
等
邦
國
。

王
執0

鎭
圭0

、
公
執0

桓
圭0

、
侯
執0

信
圭0

、
伯
執0

射
圭0

、
子
執0

穀
璧0

、
男
執0

蒲
璧0

」。

⑧　

春
朝
則
驅
馳
千
乗　

春
朝
は
、
春
の
朝
見
。『
周
禮
』
春
官
・
大
宗

伯
に
、「
春0

見
曰
朝0

、
夏
見
曰
宗
、
秋
見
曰
覲
、
冬
見
曰
遇
、
時
見
曰

會
、
殷
見
曰
同
」。

⑨　

秋
謁
則
儀
百
辟　

百
辟
は
、
諸
侯
。『
詩
』
周
頌
「
烈
文
」
に
、「
不

顯
維
德
、
百
辟

0

0

其
刑
之
」。
校
語
に
「
案
儀
下
疑
脱
一
字
」
と
あ
り
、

假
に
補
う
と
す
れ
ば
、
校
箋
が
い
う
よ
う
に
「
刑
」
字
か
。

⑩　

江
都　

漢
の
江
都
王
劉
非
（
？
〜
一
二
八
）。
景
帝
の
子
。
呉
楚
の

反
乱
に
際
し
て
、
自
ら
請
う
て
呉
を
討
ち
、
功
績
が
あ
っ
た
。『
史

記
』
五
八
五
宗
世
家
・『
漢
書
』
五
三
景
十
三
王
傳
に
傳
が
あ
る
。
本

書
説
蕃
篇
25
参
照
。
し
か
し
、
そ
の
非
道
な
行
動
に
よ
っ
て
前
出
の
廣

川
王
劉
去
と
並
置
さ
れ
る
の
は
、
劉
非
で
は
な
く
、
そ
の
子
劉
建
（
？

〜
前
一
二
一
）
で
あ
ろ
う
。
武
帝
の
元
朔
二
年
（
前
一
二
七
）、
父
を

嗣
い
で
江
都
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
漢
書
』
五
三
景
十
三
王
傳
の
本
傳

に
「
凡
殺
不
辜
三
十
五
人
」
と
あ
る
な
ど
、
残
忍
な
性
格
で
知
ら
れ
る
。

ま
た
多
く
の
珍
奇
な
財
宝
を
収
集
し
た
。
本
傳
に
、「
遣
人
通
越
繇
王

閩
侯
、
遺
以
錦
帛
奇
珍
、
繇
王
閩
侯
亦
遺
建
荃
・
葛
・
珠
璣
・
犀
甲
・

翠
羽
、
蝯
熊
奇
獸
、
數
通
使
往
來
、
約
有
急
相
助
」。
最
後
は
謀
反
の

罪
で
自
殺
し
た
。
本
書
説
蕃
篇
35
参
照
。
そ
こ
で
も
36
廣
川
王
劉
去
と

並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
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⑪　

名
田
縣
道　
『
漢
書
』
一
一
哀
帝
紀
に
、「
有
司
條
奏
、『
諸
王
・
列

侯
得
名
田
國
中
。
列
侯
在
長
安
及
公
主
名
田
縣
道

0

0

0

0

、
關
内
侯
・
吏
民
名

田
、
皆
無
得
過
三
十
頃
』」。
如
淳
注
に
、「
名
田
國
中
者
、
自
其
所
食

國
中
也
。
旣
収
其
租
税
、
亦
自
得
有
私
田
三
十
頃
。
名
田
縣
道

0

0

0

0

者
、
令

甲
諸
侯
在
國
、
名
田
他
縣
、
罰
金
二
兩
、
今
列
侯
有
不
之
國
者
、
雖
遙

食
其
國
租
税
、
復
自
得
田
於
他
縣
道
、
公
主
亦
如
之
、
不
得
過
三
十

頃
」。『
漢
書
』
食
貨
志
上
に
も
同
じ
記
事
が
あ
る
。

⑫　

夫
刑
罰
不
中
二
句　
『
論
語
』
子
路
篇
に
、「
名
不
盛
、
則
言
不
順
。

言
不
順
、
則
事
不
成
。
事
不
成
、
則
禮
樂
不
興
。
禮
樂
不
興
、
則
刑
罰

不
中
。
刑
罰
不
中

0

0

0

0

、
則
民
無
所
錯
手
足

0

0

0

0

0

0

。
故
君
子
名
之
必
可
言
也
。
言

之
必
可
行
也
。
君
子
於
其
言
、
無
所
苟
而
已
矣
」。

⑬　

旣
不
知
稼
穡
之
艱
難　
『
尚
書
』
無
逸
に
、「
周
公
曰
、『
嗚
呼
君
子
、

所
其
無
逸
。
先
知
稼
穡
之
艱
難

0

0

0

0

0

、
乃
逸
、
則
知
小
人
之
依
。
相
小
人
、

厥
父
母
勤
勞
稼
穡
、
厥
子
乃
不
知
稼
穡
之
艱
難

0

0

0

0

0

0

0

、
乃
逸
乃
諺
、
旣
誕
。

否
則
侮
厥
父
母
、
曰
昔
之
人
無
聞
知
』」。

⑭　

又
不
知
民
天
之
有
本　
『
史
記
』
九
七
酈
生
陸
賈
列
傳
に
、「
王
者
以

民
人
爲
天
、
而
民0

人
以
食
爲
天0

」。『
漢
書
』
四
三
酈
食
其
傳
に
は
、

「
王
者
以
民
爲
天
、
而
民0

以
食
爲
天0

」
と
あ
る
。
そ
れ
ら
を
承
け
て

『
梁
書
』
元
帝
紀
に
、「［
承
聖
二
年
］
三
月
庚
午
、
詔
曰
、『
食
乃
民0

天0

、
農
爲
治
本
、
垂
之
千
載
、
貽
諸
百
王
、
莫
不
敬
授
民
時
、
躬
耕
帝

籍
』」。
こ
れ
は
蕭
繹
自
身
の
文
。
ま
た
蕭
繹
と
も
関
係
の
あ
っ
た
顔
之

推
『
顔
氏
家
訓
』
渉
務
篇
に
は
、「
古
人
欲
知
稼
穡
之
艱
難

0

0

0

0

0

、
斯
蓋
貴

穀
務
本
之
道
也
。
夫
食
爲
民
天

0

0

、
民
非
食
不
生
矣
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

⑮　

徒
見
珠
璣
犀
甲
之
翫
二
句　
『
漢
書
』
六
五
東
方
朔
傳
に
、「
宮
人
簪

瑇
琩
、
垂
珠
璣

0

0

」。
ま
た
「
犀
甲
」「
翠
羽
」
は
、
注
⑩
に
引
く
『
漢

書
』
景
十
三
王
傳
の
劉
建
傳
に
見
え
る
。「
金
銭
」
に
つ
い
て
、
疏
證

校
注
は
「
錢
」
は
「
膏
」
字
の
訛
か
と
疑
う
。

⑯　

燕
歌
鄭
舞　
「
燕
歌
」
は
、
樂
府
題
に
「
燕
歌
行
」
が
あ
る
。『
文

選
』
二
七
に
魏
文
帝
曹
丕
「
燕
歌
行
」。「
鄭
舞
」
は
、
鄭
國
の
舞
。

『
楚
辞
』
の
「
招
魂
」
に
、「
二
八
齊
容
、
起
鄭
舞

0

0

些
」。

⑰　

秦
箏
齊
瑟　
『
文
選
』
二
四
、
魏
の
曹
植
「
贈
丁
翼
」
に
、「
秦
箏

0

0

發

西
氣
、
齊
瑟

0

0

揚
東
謳
」。
同
二
七
、
同
じ
く
曹
植
「
箜
篌
引
」
に
、「
秦0

箏0

何
慷
慨
、
齊
瑟

0

0

和
且
柔
」。

⑱　

謂
與
椿
鵠
齊
齡　
『
莊
子
』
逍
遙
遊
篇
に
、「
上
古
有
大
椿0

者
、
以
八

千
歳
爲
春
、
八
千
歳
爲
秋
」。『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
、「
鶴
壽
千
歲
、

以
極
其
游
」。
鵠
は
、
鶴
の
一
種
。

⑲　

寧
知
蕣
華
易
晩　
『
文
選
』
二
一
郭
璞
「
遊
仙
詩
七
首
」
そ
の
七
に
、

「
蕣
榮

0

0

不
終
朝
、
蜉
蝣
豈
見
夕
」。
鮑
照
「
擬
行
路
難
十
八
首
」
そ
の

十
に
、「
君
不
見
蕣
華

0

0

不
終
朝
、
須
臾
奄
冉
零
落
銷
」。

⑳　

三
省　
『
論
語
』
學
而
篇
に
、
曾
子
の
言
葉
と
し
て
い
う
。「
吾
日
三0

省0

吾
身
。
爲
人
謀
而
不
忠
乎
。
與
朋
友
交
而
不
信
乎
。
傳
不
習
乎
」。

㉑　

八
議　

身
分
や
功
績
に
よ
っ
て
罪
の
減
免
を
審
議
さ
れ
る
制
度
で
、

「
八
辟
」
に
同
じ
。『
周
禮
』
秋
官
・
小
司
寇
に
、「
以
八
辟
麗
邦
灋
、

附
刑
罰
。
一
曰
議
親
之
辟
、
二
曰
議
故
之
辟
、
三
曰
議
賢
之
辟
、
四
曰

議
能
之
辟
、
五
曰
議
功
之
辟
、
六
曰
議
貴
之
辟
、
七
曰
議
勤
之
辟
、
八

曰
議
賓
之
辟
」。『
漢
書
』
二
三
刑
法
志
に
、「
周
官
有
五
聽
・
八
議

0

0

・
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三
刺
・
三
宥
・
三
赦
之
法
」
と
い
い
、
前
記
『
周
禮
』
の
文
を
引
く
。

顔
師
古
は
「
議
親
」
に
つ
い
て
「
王
之
親
族
也
」、「
議
故
」
に
つ
い
て

「
王
之
故
舊
也
」、「
議
賢
」
に
つ
い
て
「
有
德
行
者
也
」、「
議
能
」
に

つ
い
て
「
有
道
藝
者
」、「
議
功
」
に
つ
い
て
「
有
大
勲
力
者
」、「
議

貴
」
に
つ
い
て
「
爵
位
高
者
也
」、「
議
勲
」
に
つ
い
て
「
謂
盡
悴
事
國

者
也
」、「
議
賓
」
に
つ
い
て
「
謂
前
代
之
後
、
王
所
不
臣
者
也
」
と
そ

れ
ぞ
れ
注
す
る
。

㉒　

古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
云
云　
『
禮
記
』
大
學
篇
に
、「
古
之
欲
明

0

0

0

0

明
徳
於
天
下
者

0

0

0

0

0

0

、
先
治
其
國

0

0

0

0

。
欲
治
其
國
者

0

0

0

0

0

、
先
齊
其
家

0

0

0

0

。
欲
齊
其
家

0

0

0

0

者0

、
先
脩
其
身

0

0

0

0

。
欲
脩
其
身
者

0

0

0

0

0

、
先
正
其
心

0

0

0

0

。
欲
正
其
心
者

0

0

0

0

0

、
先
誠
其

意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
」。

㉓　

無
為
不
善
而
怨
人
云
云　
『
禮
記
』
大
學
篇
の
「
欲
正
其
心
者
」
以

下
を
、『
荀
子
』
法
行
篇
に
接
續
さ
せ
て
文
を
成
す
。『
荀
子
』
の
本
文

は
次
の
通
り
。「
曾
子
曰
、『
無
内
人
之
疏
而
外
人
之
親
、
無
身
不
善
而

0

0

0

0

怨
人

0

0

、
無
刑
已
至
而
呼
天

0

0

0

0

0

0

0

』。
内
人
之
疏
而
外
人
之
親
、
不
亦
遠
乎
。

身
不
善
而
怨
人

0

0

0

0

0

0

、
不
以
反
乎

0

0

0

0

。
刑0

已
至
而
呼
天

0

0

0

0

、
不
亦
晩
乎

0

0

0

0

。
詩
曰
、

『
涓
涓
源
水
、
不
雝
不
塞
』。
轂
已
破
碎
、
乃
大
其
輻
、
事
已
敗
矣
。

乃
重
大
息
、
其
云
益
乎
」。
な
お
『
韓
詩
外
傳
』
二
に
も
類
似
の
文
が

見
え
る
。「
曾
子
曰
、『
君
子
有
三
言
、
可
貫
而
佩
之
。
一
曰
無
内
疎
而

外
親
、
二
曰
身
不
善
而
怨
他
人
、
三
曰
患
至
而
後
呼
天
』。
子
貢
曰
、

『
何
也
』。
曾
子
曰
、『
内
疎
而
外
親
、
不
亦
反
乎
。
身
不
善
而
怨
他
人
、

不
亦
遠
乎
。
患
至
而
後
呼
天
、
不
亦
晩
乎
。
詩
曰
、「
惙
其
泣
矣
、
何

嗟
及
矣
」』」。

㉔　

太
公
曰
云
云　
『
説
苑
』
君
道
篇
の
周
の
武
王
と
太
公
望
呂
尚
と
の

問
答
を
引
く
。「
武
王
曰
、『
善
、
其
爲
國
何
如
』。
太
公
對
曰
、『
其
爲0

人
惡
聞
其
情

0

0

0

0

0

、
而
喜
聞
人
之
情

0

0

0

0

0

0

、
惡
聞
其
惡

0

0

0

0

、
而
喜
聞
人
之
惡

0

0

0

0

0

、
是
以

0

0

不
必
治
也

0

0

0

0

』。
武
王
曰
、『
善
』」。

11　

鳥
與
鳥
遇
則
相
躅
、
獸
與
獸
遇
則
相
角＊
、
馬
與
馬
遇
則
趹
踶＊
、

愚
與
愚
遇
則
相
傷
。
天
之
生
此
物
、
多
其
力
而
少
其
智
。
智
者
之
謀
、

萬
有
一
失
、
狂
夫
之
言
、
萬
有
一
得
。
是
以
君
子
取
狂
夫
之
言
、
補

萬
得
之
一
失
也
。
行
人
不
休
息
於
松
柏＊
而
止
於
楊
柳
者
、
以
松
柏＊
有

幽
僻
之
窮
、
楊
柳
有
路
側
之
勢
故
也
。

　

鳥
と
鳥
が
出
会
え
ば
互
い
を
踏
み
つ
け
合
い
、
獸
と
獸
が
出
会
え

ば
闘
い
合
い
、
馬
と
馬
が
出
会
え
ば
蹴
り
合
い
、
愚
人
と
愚
人
が
出

会
え
ば
傷
つ
け
合
う
。
天
が
生
有
る
者
を
生
み
出
す
に
際
し
て
、
力

有
る
者
は
多
く
し
て
智
恵
有
る
者
は
少
な
く
し
た
。
智
恵
有
る
者
の

は
か
り
ご
と
で
も
、
萬
に
一
つ
の
失
策
は
あ
り
、
狂
人
の
言
葉
で
も
、

萬
に
一
つ
の
取
り
得
は
あ
る
。
だ
か
ら
君
子
は
狂
人
の
取
り
得
の
有

る
言
葉
を
見
つ
け
て
、
智
恵
あ
る
者
の
僅
か
な
失
策
を
補
う
の
で
あ

る
。
旅
人
が
松
柏
の
陰
で
は
休
ま
ず
、
楊
柳
の
陰
で
休
息
す
る
の
は
、

①
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金
樓
子
訳
注
（
十
三
）（
興
膳
）

松
柏
が
人
気
の
な
い
場
所
に
あ
る
の
に
對
し
て
、
楊
柳
は
道
端
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
角
：『
太
平
御
覧
』
八
九
七
獸
部
九
馬
に
引
く
『
金
樓
子
』
で
は
、「
觸
」

に
作
る
。
＊
踶
：『
御
覧
』
→
蹄
。
底
本
校
注
に
い
う
。「
案
太
平
御
覽
引
此

段
作
馬
與
馬
遇
則
趹
踶
相
傷
、
愚
與
愚
遇
則
五
字
、
疑
衍
」。
＊
柏
：
抄
本

→
栢
。
＊
柏
：
抄
本
・
四
庫
本
→
栢
。

〔
注
〕

①　

智
者
之
謀
云
云　
『
史
記
』
九
二
淮
陰
侯
列
傳
に
、「
廣
武
君
曰
、

『
臣
聞
智
者

0

0

千
慮
、
必
有
一
失

0

0

0

、
愚
者

0

0

千
慮
、
必
有
一
得

0

0

0

』。
故
曰
、

『
狂
夫
之
言
、
聖
人
擇
焉
』」。
ま
た
『
漢
書
』
四
九
鼂
錯
傳
に
、「
傳

曰
、『
狂
夫
之
言

0

0

0

0

、
而
明
主
擇
焉
』。
臣
錯
愚
陋
、
昧
死
上
狂
言
、
唯
陛

下
財
擇
」。

12　

君
子
當
去
二
輕
、
取
四
重
。
言
重
則
有
法
、
行
重
則
有
徳
、
貌

重
則
有
威
、
好
重
則
有
觀
。
言
輕
則
招
罪
、
貌
輕
則
招
辱
。

　

君
子
は
「
二
輕
」
を
退
け
、「
四
重
」
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

［「
四
重
」
と
は
］
言
葉
が
重
々
し
け
れ
ば
一
貫
性
が
備
わ
り
、
行

動
が
重
々
し
け
れ
ば
徳
性
が
備
わ
り
、
外
見
が
重
々
し
け
れ
ば
威
厳

が
備
わ
り
、
好
み
が
重
々
し
け
れ
ば
視
野
が
備
わ
る
。［「
二
輕
」
と

は
］
言
葉
が
輕
け
れ
ば
罪
を
引
き
起
こ
し
、
外
見
が
輕
け
れ
ば
恥
辱

を
引
き
起
こ
す
。

〔
注
〕

①　

君
子
當
去
二
輕
云
云　

揚
雄
『
法
言
』
修
身
篇
に
、「
或
問
、『
何
如

斯
謂
之
人
』。
曰
、『
取
四
重

0

0

0

、
去
四
輕

0

0

0

、
則
可
謂
之
人
』。
曰
、『
何
謂

四
重
』。
曰
、『
重
言
、
重
行
、
重
貌
、
重
好
。
言
重
則
有
法

0

0

0

0

0

、
行
重
則

0

0

0

有
德

0

0

、
貌
重
則
有
威

0

0

0

0

0

、
好
重
則
有
觀

0

0

0

0

0

』。『
敢
問
四
輕
』。
曰
、『
言
輕
則

0

0

0

招0

憂
、
行
輕
則
招
辜
、
貌
輕
則
招
辱

0

0

0

0

0

、
好
輕
則
招
淫
』」。

②　

有
觀　
『
法
言
』
李
軌
注
に
、「
可
觀
望
也
」。

13　

周
公
没
五
百
年
、
有
孔
子
。
孔
子
没
五
百
年
、
有
太
史
公
。
五

百
年
運
、
余
何
敢
讓
焉
。
但
水
至
清
則
無
魚
、
人
至
察
則
無
徒
、
斯

言
至
矣
。
正
當
不
窮
似
智
、
正
諫
似
直
、
應
諧
似
優
、
穢
徳
似
隱
。

嘗
謂
人
曰
、「
諸
葛
武
侯
・
桓
宣
武
、
竝
翼
贊
王
室
、
宣
威
遐
外
、

此
鄙
夫
之
所
以
慕
也
。
董
仲
舒
・
劉
子
政
、
深
精
洪
範
、
妙
達
公
羊
、

鄙
夫
之
所
以
希
也
。
榮
啓
期
撃
磬
、
縱
酒
行
歌
、
斯
爲
至
樂
、
鄙
夫

之
所
以
重
也
」。
何
者
、
請
試
論
之
。
夫
以
武
侯
之
賢
、
宣
武
之
智
、

①

②

①

②

③

④

⑤

⑥
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自
天
祐＊
之
、
葢
有
以
然
也＊
。
假
使
逢
文
明
之
后
、
値
則
哲
之
君
、
不

足
爲
鄙
夫
扶
轂
、
豈
青
紫
之
可
望
邪
。
東
方
鼠
虎
之
諭
、
斯
得
之
矣
。

及
仲
舒
之
學
術
、
子
政
之
探
微
、
見
重
元
光
之
初
、
聲
高
建
始
之
末
、

通
宵
忘
寐
、
終
日
下
帷
、
不
有
學
術
、
何
以
成
器
。
川
溜
決
石
、
可

不
勉
乎
。
馳
光
不
留
、
逝
川
焂
忽
、
尺
日＊
爲＊
寶
、
寸
陰
可＊
惜
。
文
武

二
途
、
竝
得
儔
匹
、
啓
期
撃
磬
、
彼
獨
何
人
。
寧
止＊
伯
鸞
之
詩
、
將

同
威
輦
之
詠
。
一
以
我
爲
馬
、
一
以
我
爲
牛
。
莊
周
往
矣
、
嗣
宗
長

逝
、
吾
知
宇
宙
之
内
、
更
有
人
哉
。

　

周
公
が
亡
く
な
っ
て
五
百
年
後
に
、
孔
子
が
現
わ
れ
た
。
孔
子
が

亡
く
な
っ
て
五
百
年
後
に
、
司
馬
遷
（
太
史
公
）
が
現
わ
れ
た
。
五

百
年
と
い
う
時
の
め
ぐ
り
に
、
自
分
が
た
じ
ろ
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

だ
が
澄
み
き
っ
た
水
に
は
魚
が
棲
ま
ず
、
潔
癖
す
ぎ
る
人
に
は
仲
間

が
寄
り
つ
か
な
い
と
は
、
至
言
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
融
通
無
碍
は
智

者
に
通
じ
、
真
っ
向
か
ら
の
諫
言
は
正
直
に
通
じ
、
お
ふ
ざ
け
は
俳

優
に
通
じ
、
無
作
法
は
隠
者
に
通
ず
る
よ
う
な
も
の
だ
。
私
は
か
つ

て
人
に
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
諸
葛
亮
と
桓
温
と
は
、
と
も

に
王
室
を
補
佐
し
て
、
遠
方
ま
で
威
光
を
輝
か
せ
、
私
の
手
本
と
し

て
慕
う
と
こ
ろ
だ
。
董
仲
舒
と
劉
向
と
は
、
深
く
『
洪
範
』
に
精
通

し
、『
公
羊
傳
』
に
通
達
し
て
い
て
、
私
の
憧
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
榮

啓
期
は
磬
を
打
ち
鳴
ら
し
て
は
、
酒
を
あ
お
っ
て
行
く
行
く
歌
い
、

至
極
の
歓
楽
を
盡
く
し
て
、
私
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
だ
」
と
。
な
ぜ

そ
う
な
の
か
、
試
み
に
そ
の
こ
と
を
論
じ
て
み
よ
う
。
い
っ
た
い
諸

葛
亮
の
賢
、
桓
温
の
智
を
以
て
す
れ
ば
、
天
の
加
護
が
あ
っ
て
も
、

當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
英
明
の
主
、
明
哲
の
君
に
際
會
し
て

い
た
ら
、
私
な
ど
と
う
て
い
側
に
も
侍
れ
ず
、
高
官
の
地
位
な
ど
望

む
べ
く
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
東
方
朔
が
鼠
と
虎
で
不
遇
と
遇
を
喩

え
た
の
は
、
當
を
得
て
い
る
。
董
仲
舒
の
學
識
、
劉
向
の
探
究
心
は
、

元
光
年
間
の
初
め
、
建
始
年
間
の
末
に
そ
れ
ぞ
れ
評
判
と
名
聲
を
得

て
、
彼
ら
は
夜
通
し
寝
る
こ
と
さ
え
忘
れ
、
終
日
簾
を
下
ろ
し
て
研

鑚
に
励
ん
だ
が
、
も
し
學
問
が
無
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
器
と
成
り

え
た
ろ
う
か
。
川
の
水
も
溜
ま
れ
ば
石
を
決
壊
さ
せ
る
、
励
ま
ず
に

い
ら
れ
る
か
。
馳
せ
る
時
間
は
止
ま
ら
ず
、
逝
く
川
の
流
れ
は
速
く
、

短
い
一
日
は
宝
物
で
、
少
し
の
時
間
も
惜
し
む
べ
き
だ
。
文
武
二
筋

の
道
は
、［
諸
葛
亮
と
桓
温
、
董
仲
舒
と
劉
向
と
い
う
］
良
い
好
敵

手
が
い
た
が
、
磬
を
打
つ
榮
啓
期
は
、
な
ぜ
か
孤
獨
だ
。
梁
鴻
の
隠

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
㉑

㉒

㉓

㉔
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棲
を
告
げ
る
詩
の
み
な
ら
ず
、
董
京
（
威
輦
）
の
隠
逸
志
向
の
詩
と

も
同
じ
心
境
で
は
あ
る
ま
い
か
。
人
か
ら
馬
と
い
わ
れ
れ
ば
馬
に
な

り
、
牛
と
い
わ
れ
れ
ば
牛
に
な
る
ま
で
。
莊
周
は
過
去
の
人
と
な
り
、

阮
籍
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
、
宇
宙
の
中
に
、
彼
ら
に
代
わ
る
人
が
い

よ
う
か
。

〔
校
　
勘
〕

＊
祐
：
抄
本
→
佑
。
＊
葢
有
以
然
也
：
底
本
校
語
に
、「
案
此
下
有
脱
文
」。

＊
日
：
抄
本
謝
校
→
璧
。
百
子
本
も
璧
。
四
庫
本
→
石
。
＊
爲
：
百
子
本
→

非
。
＊
可
：
抄
本
・
四
庫
本
→
不
。
＊
止
：
抄
本
→
知
。

〔
注
〕

①　

周
公
没
五
百
年
云
云　
『
史
記
』
一
三
〇
太
史
公
自
序
に
、「
先
人
有

言
、『
自
周
公
卒
五
百
歳
而
有
孔
子
、
孔
子
卒
後
至
於
今
五
百
歳
、
有

能
紹
明
世
、
正
易
傳
、
繼
春
秋
、
本
詩
書
禮
樂
之
際
』。
意
在
斯
乎
、

意
在
斯
乎
。
小
子
何
敢
譲
焉

0

0

0

0

」。
五
百
年
を
周
期
と
し
て
聖
賢
が
出
現

す
る
と
い
う
考
え
は
、
よ
り
早
く
『
孟
子
』
盡
心
篇
下
に
見
ら
れ
る
。

「
孟
子
曰
、『
由
堯
・
舜
至
於
湯
、
五
百
有
餘
歳
。
若
禹
・
皐
陶
則
見

而
知
之
、
若
湯
則
聞
而
知
之
。
由
湯
至
於
文
王
、
五
百
有
餘
歳
。
若
伊

尹
・
萊
朱
則
見
而
知
之
、
若
文
王
則
聞
而
知
之
。
由
文
王
至
於
孔
子
、

五
百
有
餘
歳
。
若
太
公
望
・
散
宜
生
則
見
而
知
之
。
若
孔
子
則
聞
而
知

之
。
由
孔
子
而
來
至
於
今
、
百
有
餘
歳
。
去
聖
人
之
世
、
若
此
其
未
遠

也
。
近
聖
人
之
居
、
若
此
其
甚
也
。
然
而
無
有
乎
爾
、
則
亦
無
有
乎

爾
』」。

②　

但
水
至
清
則
無
魚
二
句　
『
大
戴
禮
記
』
子
張
問
入
官
篇
に
、「
故
古

者
冕
而
前
旒
、
所
以
蔽
明
也
。
統
絖
塞
耳
、
所
以
弇
聰
也
。
故
水
至
清

0

0

0

則
無
魚

0

0

0

、
人
至
察
則
無
徒

0

0

0

0

0

0

」。『
漢
書
』
六
五
東
方
朔
傳
及
び
『
文
選
』

四
五
の
東
方
朔
「
答
客
難
」
に
は
こ
の
文
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
い

う
。「
水
至
清
則
無
魚

0

0

0

0

0

0

、
人
至
察
則
無
徒

0

0

0

0

0

0

。
冕
而
前
旒
、
所
以
蔽
明
、

黈
纊
充
耳
、
所
以
塞
聰
。
明
有
所
不
見
、
聰
有
所
不
聞
、
舉
大
德
、
赦

小
過
、
無
求
備
於
一
人
之
義
也
」。

③　

正
當
不
窮
似
智
云
云　
『
漢
書
』
六
五
東
方
朔
傳
の
賛
に
、「
然
朔
名

過
實
者
、
以
其
詼
達
多
端
、
不
名
一
行
、
應
諧
似
優

0

0

0

0

、
不
窮
似
智

0

0

0

0

、
正0

諫
似
直

0

0

0

、
穢
德
似
隱

0

0

0

0

」。

④　

諸
葛
武
侯
・
桓
宣
武
云
云　

諸
葛
武
侯
は
、
諸
葛
亮
（
一
八
一
〜
二

三
四
）、
字
は
孔
明
、
琅
邪
陽
都
（
山
東
省
）
の
人
。
諡
は
忠
武
侯
。

蜀
主
劉
備
の
軍
師
と
し
て
、
魏
・
呉
と
対
峙
す
る
蜀
を
支
え
た
。『
三

國
志
』
蜀
書
三
五
に
傳
が
あ
る
。
桓
宣
武
は
、
桓
温
（
三
一
二
〜
三
七

三
）、
字
は
元
子
。
譙
國
龍
亢
（
安
徽
省
）
の
人
。
晉
の
將
軍
と
し
て

蜀
討
伐
に
貢
献
し
、
ま
た
北
伐
を
敢
行
す
る
な
ど
軍
事
面
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
東
晋
簡
文
帝
の
擁
立
に
も
関
わ
り
、
大
将
軍

と
し
て
政
治
的
な
地
位
を
築
い
た
。
竊
か
に
簡
文
帝
か
ら
の
禅
譲
を
謀

っ
た
が
、
成
功
せ
ず
、
失
意
の
う
ち
に
没
し
た
。
子
の
桓
玄
が
帝
を
僭

称
し
た
と
き
、
宣
武
皇
帝
と
追
尊
さ
れ
た
。『
晋
書
』
九
八
に
傳
が
あ
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る
。『
南
史
』
八
梁
本
紀
下
に
、「［
元
帝
］
與
裴
子
野
・
劉
顯
・
蕭
子

雲
・
張
纘
及
當
時
才
秀
爲
布
衣
交
。
常
自
比
諸
葛
亮
・
桓
温
、
惟
纘
許

焉
」。
諸
葛
亮
は
と
も
か
く
、
桓
温
へ
の
肯
定
的
な
評
価
は
當
時
と
し

て
は
珍
し
い
。

⑤　

董
仲
舒
・
劉
子
政
云
云　

董
仲
舒
（
前
一
七
九
〜
前
一
〇
四
）
は
、

廣
川
（
河
北
省
）
の
人
。
前
漢
武
帝
時
代
の
儒
者
。
特
に
『
春
秋
公
羊

伝
』
を
治
め
た
。
武
帝
に
薦
め
て
儒
教
を
國
教
と
す
る
の
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。『
史
記
』
一
二
一
儒
林
傳
・『
漢
書
』
五
六
に
傳
が
あ

る
。『
史
記
』
本
傳
に
、「
至
卒
、
終
不
治
産
業
、
以
脩
學
著
書
爲
事
。

故
漢
興
至
于
五
世
之
閒
、
唯
董
仲
舒
名
爲
明
於
春
秋
、
其
傳
公
羊
氏

0

0

0

也
」。
劉
子
政
は
、
劉
向
（
前
七
七
？
〜
前
六
）、
字
は
子
政
。
楚
元
王

劉
交
の
四
世
の
孫
。
前
漢
末
の
學
者
で
、『
別
錄
』
を
編
纂
し
て
目
録

學
の
祖
と
仰
が
れ
る
ほ
か
、
多
く
の
著
作
が
あ
る
。『
漢
書
』
五
六
儒

林
列
傳
に
傳
が
あ
る
。『
漢
書
』
本
傳
に
、「
向
乃
集
合
上
古
以
來
歷
春

秋
六
國
至
秦
漢
符
瑞
災
異
之
記
、
推
迹
行
事
、
連
傳
禍
福
、
著
其
占
驗
、

比
類
相
從
、
各
有
條
目
、
凡
十
一
篇
、
號
曰
洪
範

0

0

五
行
傳
論
」、
奏
之
」。

『
洪
範
』
は
元
來
『
尚
書
』
の
一
篇
で
、
箕
子
の
作
と
さ
れ
る
。

⑥　

榮
啓
期
撃
磬
云
云　

榮
啓
期
は
、
春
秋
時
代
の
傳
説
的
な
隱
者
で
、

『
説
苑
』
雜
言
篇
や
『
列
子
』
天
瑞
篇
に
は
孔
子
と
の
問
答
が
見
え
る
。

こ
れ
に
相
當
す
る
個
所
は
、『
説
苑
』
で
は
「
衣
鹿
皮
裘
、
鼓
瑟
而
歌
」、

『
列
子
』
で
は
「
鹿
裘
帶
索
、
鼓
琴
而
歌
」
に
作
る
。

⑦　

自
天
祐
之　
『
易
』
大
有
上
九
の
爻
辭
に
、「
自
天
祐
之

0

0

0

0

、
吉
无
不

利
」。
象
傳
に
、「
大
有
上
吉
、
自
天
祐
也
」。
ま
た
繋
辭
傳
上
に
、「
易

曰
、『
自
天
祐
之

0

0

0

0

、
吉
无
不
利
』。
子
曰
、『
祐
者
助
也
。
天
之
所
助
者

順
也
。
人
之
所
助
者
信
也
。
履
信
思
乎
順
、
又
以
尚
賢
也
。
是
以
自
天

祐
之
、
吉
无
不
利
也
』」。

⑧　

文
明
之
后　
『
尚
書
』
舜
典
に
、「
濬
哲
文
明

0

0

、
温
恭
允
塞
」。
孔
傳

に
、「
濬
、
深
。
哲
、
智
也
。
舜
有
深
智
文
明
温
恭
之
德
」。

⑨　

則
哲
之
君　
『
尚
書
』
皋
陶
謨
に
、「
知
人
則
哲

0

0

、
能
官
人
。
安
民
則

惠
、
黎
民
懷
之
。
能
哲
而
惠
、
何
憂
乎
驩
兜
」。
孔
傳
に
、「
哲
、
智
也
。

無
所
不
知
、
故
能
官
人
。
惠
、
愛
也
。
愛
則
民
歸
之
」。「
則
哲
」
と
熟

し
た
用
例
は
、『
後
漢
書
』
五
〇
孝
明
八
王
傳
の
樂
成
靖
王
當
傳
に
引

く
安
帝
の
詔
に
、「
朕
無
則
哲

0

0

之
明
、
致
簡
統
失
序
、
罔
以
尉
承
大
姫
、

増
懷
永
歎
」。

⑩　

扶
轂　

車
を
助
け
る
。『
文
選
』
八
、
揚
雄
「
羽
獵
賦
」
に
、「
斉
桓

曽
不
足
使
扶
轂

0

0

、
楚
嚴
未
足
以
爲
驂
乘
」。
齊
の
桓
公
や
楚
の
荘
王
と

い
っ
た
権
力
者
で
も
、
漢
の
天
子
の
足
下
に
も
及
ば
な
い
こ
と
を
比
喩

的
に
い
う
。

⑪　

青
紫　

青
綬
と
紫
綬
。
漢
代
の
官
制
で
は
、
丞
相
と
太
尉
は
金
印
紫

綬
を
佩
び
、
御
史
大
夫
は
銀
印
青
綬
を
佩
び
た
と
こ
ろ
か
ら
、
高
官
の

地
位
を
指
す
。『
文
選
』
四
五
揚
雄
「
解
嘲
」
に
、「
紆
青0

拖
紫0

、
朱
丹

0

0

其
轂
」。

⑫　

東
方
鼠
虎
之
諭　

注
②
に
も
引
い
た
東
方
朔
「
答
客
難
」
に
、「
故

綏
之
則
安
、
動
之
則
苦
。
尊
之
則
爲
將
、
卑
之
則
爲
虜
。
抗
之
則
在
青

雲
之
上
、
抑
之
則
在
深
泉
之
下
。
用
之
則
爲
虎0

、
不
用
則
爲
鼠0

。
雖
欲

盡
節
效
情
、
安
知
前
後
」。
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⑬　

元
光
之
初　

元
光
は
、
前
漢
の
武
帝
の
年
號
。
西
暦
前
一
三
四
〜
前

一
二
九
。
董
仲
舒
の
活
躍
期
。

⑭　

建
始
之
末　

建
始
は
、
前
漢
の
成
帝
の
年
號
。
西
暦
前
三
二
〜
前
二

九
。
劉
向
の
活
躍
期
。

⑮　

通
宵
忘
寐　
『
漢
書
』
楚
元
王
傳
に
、「
向
爲
人
簡
易
無
威
儀
、
廉
靖

樂
道
、
不
交
接
世
俗
、
專
積
思
於
經
術
、
晝
誦
書
傳
、
夜
觀
星
宿
、
或

不
寐0

達
旦
」。

⑯　

終
日
下
帷　
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
、「
少
治
春
秋
、
孝
景
時
爲
博
士
。

下
帷

0

0

講
誦
、
弟
子
傳
以
久
次
相
授
業
、
或
莫
見
其
面
。
蓋
三
年
不
闚
園
、

其
精
如
此
。
進
退
容
止
、
非
禮
不
行
、
學
士
皆
師
尊
之
」。

⑰　

成
器　
『
禮
記
』
學
記
に
、「
玉
不
琢
、
不
成
器

0

0

。
人
不
學
、
不
知
道
。

是
故
古
之
王
者
建
國
君
民
、
教
學
爲
先
」。

⑱　

川
溜
決
石　
『
文
選
』
三
九
、
枚
乘
「
上
書
諫
呉
王
」
に
、「
太
山
之

霤
穿
石
、
殫
極
之
紞
斷
幹
。
水
非
石
之
鑽
、
索
非
木
之
鋸
、
漸
靡
使
之

然
也
」。

⑲　

逝
川
焂
忽　
『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
子
在
川
上
曰
、『
逝0

者
如
斯
夫
、

不
舎
晝
夜
』」。

⑳　

尺
日
爲
寶
二
句　
『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
、「
故
聖
人
不
貴
尺
之
璧
、

而
重0

寸
之
陰0

、
時
難
得
而
易
失
也
」。『
文
選
』
五
二
、
魏
文
帝
「
典
論

論
文
」
に
、「
夫
然
則
古
人
賤
尺
璧
而
重
寸
陰

0

0

、
懼
乎
時
之
過
已
」。
な

お
『
顔
氏
家
訓
』
勉
學
篇
に
も
、「
光
陰
可
惜
、
譬
諸
逝
水
」
の
句
が

あ
る
。

㉑　

伯
鸞
之
詩　

伯
鸞
は
、
梁
鴻
、
字
は
伯
鸞
。
後
漢
の
隠
者
。『
後
漢

書
』
八
三
逸
民
列
傳
の
本
傳
に
、「
因
東
出
關
、
過
京
師
、
作
五
噫
之

歌
曰
、『
陟
彼
北
芒
兮
、
噫
。
顧
覽
帝
京
兮
、
噫
。
宮
室
崔
嵬
兮
、
噫
。

人
之
劬
労
兮
、
噫
。
遼
遼
未
央
兮
、
噫
』。
粛
宗
聞
而
非
之
、
求
鴻
不

得
。
乃
易
姓
運
期
、
名
燿
、
字
侯
光
、
與
妻
子
居
齊
魯
之
閒
。
有
頃
、

又
去
適
呉
。
將
行
、
作
詩
曰
、『
逝
舊
邦
兮
遐
征
、
將
遙
集
兮
東
南
。

心
惙
怛
兮
傷
悴
、
志
菲
菲
兮
升
降
。
欲
乘
策
兮
縦
邁
、
疾
吾
俗
兮
作
讒
。

競
舉
枉
兮
措
直
、
咸
先
佞
兮
唌
唌
。
固
靡
慙
兮
獨
建
、
冀
異
州
兮
尚
賢
。

聊
逍
搖
兮
遨
嬉
、
纘
仲
尼
兮
周
流
。
儻
云
覩
兮
我
悦
、
遂
舎
車
兮
卽
浮
。

過
季
札
兮
延
陵
、
求
魯
連
兮
海
隅
。
雖
不
察
兮
光
貌
、
幸
神
霊
兮
與
休
。

惟
季
春
兮
華
阜
、
麥
含
含
兮
方
秀
。
哀
茂
時
兮
逾
邁
、
愍
芳
香
兮
日
臭
。

悼
吾
心
兮
不
獲
、
長
委
結
兮
焉
究
。
口
囂
囂
兮
余
訕
、
嗟
恇
恇
兮
誰

留
』」。

㉒　

威
輦
之
詠　

威
輦
は
、
董
京
、
字
は
威
輦
。
晉
の
隠
者
。『
晉
書
』

九
四
隠
逸
列
傳
の
本
傳
に
、「
孫
楚
時
爲
著
作
郎
、
數
就
社
中
與
語
、

遂
載
與
倶
歸
、
京
不
肯
坐
。
楚
乃
貽
之
書
、
勸
以
今
堯
・
舜
之
世
、
胡

爲
懷
道
迷
邦
。
京
答
之
以
詩
曰
、『
周
道
斁
兮
頌
聲
没
、
夏
政
衰
兮
五

常
汨
。
便
便
君
子
、
顧
望
而
逝
。
洋
洋
乎
滿
目
、
而
作
者
七
。
豈
不
樂

天
地
之
化
也
。
哀
哉
乎
時
之
不
可
與
、
對
之
以
獨
處
。
無
娯
我
以
爲
歓
、

清
流
可
飲
、
至
道
可
餐
。
何
爲
棲
棲
、
自
使
疲
單
。
魚
懸
獸
檻
、
鄙
夫

知
之
。
夫
古
之
至
人
、
藏
器
於
霊
。
縕
袍
不
能
令
暖
、
軒
冕
不
能
令
榮
。

動
如
川
之
流
、
静
如
川
之
渟
。
鸚
鵡
能
言
、
泗
濱
浮
磬
。
衆
人
所
翫
、

豈
合
物
情
。
玄
鳥
紆
幕
、
而
不
被
害
。
鳲
隼
遠
巣
、
咸
以
欲
死
。
眄
彼

梁
魚
、
逡
巡
倒
尾
。
沈
吟
不
決
、
忽
焉
失
水
。
嗟
乎
、
魚
鳥
相
與
、
萬
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世
而
不
悟
。
以
我
觀
之
、
乃
明
其
故
。
焉
知
不
有
達
人
、
深
穆
其
度
。

亦
將
闚
我
、
顰
顣
而
去
。
萬
物
皆
賤
、
惟
人
爲
貴
。
動
以
九
州
爲
狹
、

静
以
環
堵
爲
大
』。
後
數
年
、
遁
去
、
莫
知
所
之
、
於
其
寢
處
惟
有
一

石
竹
子
及
詩
二
篇
。
其
一
曰
、『
乾
道
剛
簡
、
坤
體
敦
密
。
茫
茫
太
素
、

是
則
是
述
。
末
世
流
奔
、
以
文
代
質
。
悠
悠
世
目
、
孰
知
其
實
。
逝
將

去
此
至
虛
、
歸
我
自
然
之
室
』。
又
曰
、『
孔
子
不
遇
、
時
彼
感
麟
。
麟

乎
麟
、
胡
不
遁
世
以
存
眞
』」。

㉓　

一
以
我
爲
馬
二
句　
『
莊
子
』
應
帝
王
篇
に
、「
泰
氏
其
臥
徐
徐
、
其

覺
于
于
。
一
以
己
爲
馬

0

0

0

0

0

、
一
以
己
爲
牛

0

0

0

0

0

。
其
知
情
信
、
其
德
甚
眞
。
而

未
始
人
於
非
人
」。
成
玄
英
疏
に
、「
忘
物
我
、
遺
是
非
、
或
馬
或
牛
、

隨
人
呼
召
」。

㉔　

嗣
宗　

阮
籍
（
二
一
〇
〜
二
六
三
）。
三
国
魏
の
老
荘
思
想
家
・
詩

人
。
字
は
嗣
宗
。

14　

天
下
一
致
而
百
慮
、
同
歸
而
殊
途
。
何
者
、
夫
儒
者
列
君
臣
父

子
之
禮
、
序
夫
婦
長
幼
之
別
。
墨
者
堂
高
三
尺
、
土
階
三
等
、
茅
茨

不
翦＊
、
采
椽
不
斵
、
冬
日
以
鹿
裘
爲
禮
、
盛
暑
以
葛
衣
爲
貴
。
法
家

不
殊
貴
賤
、
不
別
親
疎
、
嚴
而
少
恩
、
所
謂＊
法
也
。
名
家
苛
察
儌
倖＊
、

檢
而
失
眞
、
是
謂
名
也
。
道
家
虚
無
為＊
本
、
因
循
爲
務
。
中
原
喪
亂
、

實
爲
此
風
。
何
・
鄧
誅
於＊
前
、
裴
・
王
滅
於＊
後
、
葢
爲
此
也
。

　

天
下
の
こ
と
は
到
達
點
は
同
じ
で
も
そ
こ
に
至
る
道
筋
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
結
果
は
一
つ
で
も
考
え
方
は
と
り
ど
り
で
あ
る
。
な
ぜ

そ
う
な
る
の
か
、
い
っ
た
い
儒
家
は
君
臣
・
父
子
の
禮
を
秩
序
づ
け
、

夫
婦
・
長
幼
の
別
を
順
序
だ
て
て
い
る
。
墨
家
は
堂
の
高
さ
は
三
尺
、

土
の
階
段
は
三
段
、
屋
根
の
茅
の
先
は
切
り
そ
ろ
え
ず
、
椽
の
材
は

削
ら
ず
、
冬
に
は
鹿
の
皮
衣
を
着
る
の
を
禮
と
し
、
夏
に
は
葛
布
の

服
を
着
る
の
を
良
し
と
し
た
。
法
家
は
貴
賤
の
区
別
を
せ
ず
、
結
縁

の
親
疎
を
分
か
た
ず
、
厳
格
で
恩
愛
の
情
に
缺
け
る
、
こ
れ
が
い
わ

ゆ
る
法
で
あ
る
。
名
家
は
厳
し
く
煩
瑣
な
論
理
に
拘
泥
し
て
、
人
を

縛
り
真
実
を
見
失
わ
せ
る
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
名
で
あ
る
。
道
家
の

教
え
は
虛
無
を
基
本
と
し
、
自
然
へ
の
順
應
を
は
た
ら
き
と
す
る
。

中
原
を
喪
亂
に
陥
れ
た
の
は
、
實
に
こ
の
風
潮
の
た
め
で
あ
る
。
先

に
は
何
晏
と
鄧
颺
が
誅
せ
ら
れ
、
後
に
は
裴
頠
と
王
衍
が
身
を
滅
ぼ

し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

〔
校
　
勘
〕

＊
翦
：
抄
本
・
四
庫
本
・
百
子
本
→
剪
。
＊
謂
：
四
庫
本
→
爲
。
＊
儌
倖
：

百
子
本
→
繳
繞
。
抄
本
は
儌
倖
に
作
り
、
謝
校
に
繳
繞
。
＊
虚
無
為
本
：
底

本
は
「
為
」
字
を
欠
く
が
、
抄
本
に
よ
り
補
う
。
＊
於
：
抄
本
・
四
庫
本
→

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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金
樓
子
訳
注
（
十
三
）（
興
膳
）

于
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。

〔
注
〕

①　

天
下
一
致
而
百
慮
二
句　
『
易
』
繋
辭
傳
下
に
、「
子
曰
、『
天
下
何

思
何
慮
、
天
下
同
歸
而
殊
塗

0

0

0

0

0

0

0

、
一
致
而
百
慮

0

0

0

0

0

、
天
下
何
思
何
慮
』」。
こ

の
條
は
『
史
記
』
一
三
〇
太
史
公
自
序
に
引
く
司
馬
談
「
論
六
家
之
要

指
」
に
依
據
し
て
先
秦
諸
子
の
學
風
を
論
評
す
る
。
こ
の
繋
辭
傳
の
句

も
そ
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
。「
易
大
傳
、『
天
下
一
致
而
百
慮

0

0

0

0

0

0

0

、
同
歸

0

0

而
殊
塗

0

0

0

』。
夫
陰
陽
・
儒
・
墨
・
名
・
法
・
道
徳
、
此
務
爲
治
者
也
、

直
所
從
言
之
異
路
、
有
省
不
省
耳
。
云
云
」。

②　

夫
儒
者
列
君
臣
父
子
之
禮
二
句　
「
論
六
家
之
要
指
」
に
、
前
引
の

論
を
承
け
て
、「
儒
者
博
而
寡
要
、
勞
而
少
功
、
是
以
其
事
難
盡
從
。

然
其
序
君
臣
父
子
之
禮

0

0

0

0

0

0

0

、
列
夫
婦
長
幼
之
別

0

0

0

0

0

0

0

、
不
可
易
也
」。
ま
た

「
夫
儒
者
以
六
藝
爲
法
。
六
藝
經
傳
以
千
萬
數
、
累
世
不
能
通
其
學
、

當
年
不
能
究
其
禮
、
故
曰
『
博
而
寡
要
、
勞
而
少
功
』。
若
夫
列
君
臣

0

0

0

父
子
之
禮

0

0

0

0

、
序
夫
婦
長
幼
之
別

0

0

0

0

0

0

0

、
雖
百
家
弗
能
易
也
」。

③　

墨
者
堂
高
三
尺
云
云　
「
論
六
家
之
要
指
」
に
、「
墨
者
儉
而
難
遵
、

是
以
其
事
不
可
徧
循
、
然
其
彊
本
節
要
、
不
可
廢
也
」。
ま
た
「
墨
者

亦
尚
堯
舜
道
、
言
其
德
行
曰
、『
堂
高
三
尺

0

0

0

0

、
土
階
三
等

0

0

0

0

、
茅
茨
不
翦

0

0

0

0

、

采
椽
不
刮

0

0

0

0

、
食
土
簋
、
啜
土
刑
、
糲
粱
之
食
、
藜
藿
之
羮
、
夏
日
葛
衣
、

冬
日
鹿
裘
』。
其
送
死
、
桐
棺
三
寸
、
舉
音
不
盡
其
哀
。
教
喪
礼
、
必

以
此
爲
萬
民
之
率
。
使
天
下
法
若
此
、
則
尊
卑
無
別
也
。
夫
世
異
時
移
、

事
業
不
必
同
、
故
曰
『
儉
而
難
遵
』。
要
曰
彊
本
節
用
、
則
人
給
家
足

之
道
也
。
此
墨
子
之
所
長
、
雖
百
長
弗
能
廢
也
」。
司
馬
談
の
墨
家
評

の
さ
ら
な
る
淵
源
は
、『
韓
非
子
』
五
蠧
篇
に
あ
る
。「
堯
之
王
天
下
也
、

茅
茨
不
翦

0

0

0

0

、
采
椽
不
斲

0

0

0

0

、
糲
粢
之
食
、
藜
藿
之
羮
、
冬
日
麑
裘
、
夏
日

葛
衣
、
雖
監
門
之
服
養
、
不
虧
於
此
矣
」。

④　

法
家
不
殊
貴
賤
云
云　
「
論
六
家
之
要
指
」
に
、「
法
家
嚴
而
少
恩

0

0

0

0

、

然
其
正
君
臣
上
下
之
分
、
不
可
改
矣
。
ま
た
「
法
家
不
別
親
疏

0

0

0

0

、
不
殊

0

0

貴
賤

0

0

、
一
斷
於
法
、
則
親
親
尊
尊
之
恩
絶
矣
。
可
以
一
時
之
計
、
而
不

可
長
用
也
、
故
曰
『
嚴
而
少
恩

0

0

0

0

』」。

⑤　

名
家
苛
察
儌
倖
云
云　
「
論
六
家
之
要
指
」
に
、「
名
家
使
人
儉
而

0

0

善

失
眞

0

0

。
然
其
正
名
實
、
不
可
不
察
也
」。
ま
た
「
名
家
苛
察
邀
繞

0

0

0

0

、
使

人
不
得
反
其
意
、
專
決
於
名
而
失
人
情
、
故
曰
『
使
人
儉
而

0

0

善
失
眞

0

0

』」。

『
史
記
』
は
「
検
」
を
「
倹
」
に
作
る
が
、
論
理
的
な
緻
密
さ
の
意
と

解
し
て
、「
検
」
に
従
う
。

⑥　

道
家
虚
無
本
云
云　
「
論
六
家
要
指
序
」
に
、「
道
家
無
爲
、
又
曰
無

不
爲
、
其
實
易
行
、
其
辭
難
知
。
其
術
以
虛
無
爲
本

0

0

0

0

、
以
因
循
爲
用

0

0

0

0

。

無
成
埶
、
無
常
形
、
故
能
究
萬
物
之
情
。
不
爲
物
先
、
不
爲
物
後
、
故

能
爲
萬
物
主
。
有
法
無
法
、
因
時
爲
業
、
有
度
無
度
、
因
物
與
合
。
故

曰
『
聖
人
不
朽
、
時
變
是
守
』。
云
云
」。

⑦　

中
原
喪
亂
二
句　

三
國
魏
の
末
期
か
ら
老
荘
の
風
が
一
世
を
風
靡
し
、

そ
れ
が
や
が
て
西
晋
の
滅
亡
の
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
論
。『
晋
書
』

四
三
王
衍
伝
に
、「
魏
正
始
中
、
何
晏
・
王
弼
等
祖
述
老
荘
、
立
論
以

爲
『
天
地
萬
物
以
無
爲
本
。
無
也
者
、
開
物
成
務
、
無
往
不
存
者
也
。

陰
陽
恃
以
化
生
、
萬
物
恃
以
成
形
、
賢
者
恃
以
成
德
、
不
肖
恃
以
免
身
。
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故
無
之
爲
用
、
無
爵
而
貴
矣
』。
衍0

甚
重
之
、
惟
裴
頠

0

0

以
爲
非
、
著
論

以
譏
之
、
而
衍
處
之
自
若
」。

⑧　

何
・
鄧
誅
於
前　

何
は
、
何
晏
（
？
〜
二
四
九
）、
字
は
平
叔
。
南

陽
宛
（
河
南
省
）
の
人
。
漢
の
大
将
軍
何
進
の
孫
で
、
母
は
曹
操
に
再

嫁
し
た
。
曹
操
に
才
を
愛
さ
れ
、
官
は
魏
の
吏
部
尚
書
に
至
っ
た
。
老

荘
の
思
想
家
で
、
清
談
家
と
し
て
時
め
い
た
。『
三
國
志
』
魏
書
九
曹

爽
傳
に
付
傳
が
あ
る
。
鄧
は
、
鄧
颺
（
？
〜
三
四
九
）、
字
は
玄
茂
。

南
陽
宛
（
河
南
省
）
の
人
。
官
は
魏
の
侍
中
・
尚
書
に
至
っ
た
。
何
晏

の
仲
間
で
浮
華
の
徒
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
の
ち
曹
爽
に
與
し
て
何
晏

と
共
に
司
馬
懿
に
誅
さ
れ
た
。

⑨　

裴
・
王
滅
於
後　

裴
は
、
裴
頠
（
二
六
七
〜
三
〇
〇
）、
字
は
逸
民
、

河
東
聞
喜
（
山
西
省
）
の
人
。
官
は
西
晋
の
尚
書
左
僕
射
に
至
っ
た
。

清
談
家
と
し
て
名
を
成
し
、『
崇
有
論
』
を
著
わ
し
た
。
趙
王
司
馬
倫

に
殺
さ
れ
た
。
王
は
、
王
衍
（
二
五
六
〜
三
一
一
）、
字
は
夷
甫
。
琅

邪
臨
沂
（
山
東
省
）
の
人
。
西
晋
末
期
に
太
尉
・
尚
書
令
と
な
っ
た
。

の
ち
石
勒
に
殺
さ
れ
た
。『
晋
書
』
四
三
に
傳
が
あ
る
。
清
談
家
と
し

て
は
裴
頠
の
論
敵
で
も
あ
っ
た
。
注
⑦
参
照
。

15　

裴
幾
原
問
曰
、「
西
伯
拘
而
闡
易＊
、
仲
尼
厄
而
作
春
秋
。
孫
子

之
遇
龎
涓
、
韓
非
之
値
秦
后
、
虞
卿
窮
愁
、
不
韋
遷
蜀
、
士
嬴
疾
行
、

夷
・
齊
潛
隱
、
皆
心
有
不
悦
、
爾
乃
著
書
。
夫
子
實
尊
千
乗
、
褰
帷

萬
里
、
地
得
周
旦
、
聲
齊
燕
奭
、
豪
匹
四
君
、
威
同
五
伯
。
玳
簪
之

客
、
雁
行
接
踵
、
珠
劍
之
賓
、
肩
隨＊
鱗
次
。
下
帷
著
書
、
其
義
何
也
。

殊
爲
牴＊
牾
、
良
用
於
邑
」。

　

裴
子
野
が
尋
ね
て
い
っ
た
、「
周
の
文
王
（
西
伯
）
は
囚
わ
れ
て

『
易
』
を
明
ら
か
に
し
、
孔
子
（
仲
尼
）
は
災
厄
に
遭
っ
て
『
春

秋
』
を
著
わ
し
ま
し
た
。
孫
臏
と
［
足
切
り
の
刑
を
受
け
た
］
龐
涓

と
の
出
遭
い
。
韓
非
の
［
實
を
結
ば
な
か
っ
た
］
秦
始
皇
と
の
会
見
、

虞
卿
の
困
窮
幽
愁
、
呂
不
韋
の
蜀
へ
の
左
遷
、
士
贏
の
慌
た
だ
し
い

出
立
、
伯
夷
・
叔
齊
の
隠
遁
、
こ
れ
ら
は
み
な
心
に
不
愉
快
な
こ
と

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
動
機
で
一
書
を
著
わ
す
に
至
っ
た
例
で
す
。
殿

下
は
千
乘
の
諸
侯
と
し
て
、
萬
里
に
及
ぶ
ま
で
善
政
を
施
行
さ
れ
、

周
公
旦
に
匹
敵
す
る
地
位
、
召
公
奭
に
等
し
い
名
聲
を
以
て
、
春
秋

の
四
公
子
に
並
ぶ
豪
勢
さ
、
春
秋
五
覇
と
同
等
の
威
光
を
擁
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
珠
玉
を
飾
っ
た
客
人
は
、
踵
を
接
し
て
訪
れ
、
宝
剣
を

帯
び
た
門
客
は
、
引
き
も
切
ら
ず
次
々
と
現
わ
れ
ま
す
。
な
の
に
御

簾
を
下
ろ
し
て
著
述
に
励
ま
れ
る
と
は
、
い
か
な
る
お
心
づ
も
り
で

し
ょ
う
。
全
く
ち
ぐ
は
ぐ
な
感
じ
で
、
気
が
か
り
に
存
じ
ま
す
」。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
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〔
校
　
勘
〕

＊
易
：
抄
本
・
四
庫
本
→
周
易
。
＊
肩
隨
：
抄
本
→
隨
肩
。
＊
牴
：
百
子
本

→
抵
。

〔
注
〕

①　

裴
幾
原　

裴
子
野
（
四
六
九
〜
五
三
〇
）、
字
は
幾
原
。
河
東
聞
喜

（
山
西
省
）
の
人
。
梁
の
著
名
な
文
人
。
本
書
序
に
、「
裴
幾
原
・
劉

嗣
芳
（
劉
顯
）・
蕭
光
侯
（
蕭
勵
）・
張
簡
憲
（
張
纘
）、
余
之
知
己

也
」
と
あ
り
、
著
者
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
梁
書
』
三
〇
・『
南
史
』
三
三
に
傳
が
あ
る
。
序
注
⑭
参
照
。

②　

西
伯
拘
而
闡
易
云
云　

以
下
に
続
く
「
發
憤
著
書
」
の
論
は
、『
史

記
』
一
三
〇
太
史
公
自
序
及
び
『
文
選
』
四
一
所
収
の
司
馬
遷
「
報
任

少
卿
書
」
に
依
拠
す
る
所
が
多
い
。「
太
史
公
自
序
」
に
、「
夫
詩
書
隱

約
者
、
欲
遂
其
志
之
思
也
。
昔
西
伯
拘

0

0

0

羑
里
、
演0

周
易0

。
孔
子
戹

0

0

0

陳
蔡
、

作
春
秋

0

0

0

。
屈
原
放
逐
、
著
離
騒
。
左
丘
失
明
、
厥
有
國
語
。
孫
子

0

0

臏
脚
、

而
論
兵
法
。
不
韋
遷
蜀

0

0

0

0

、
世
傳
呂
覽
。
韓
非

0

0

囚
秦
、
説
難
・
孤
憤
。
詩

三
百
篇
、
大
抵
賢
聖
發
憤
之
所
爲
作
也
。
此
人
皆
意
有
所
鬱
結
、
不
得

通
其
道
也
。
故
述
往
事
、
思
來
者
」。
ま
た
「
報
任
少
卿
書
」
に
、「
蓋

文
王
拘

0

0

0

而
演0

周
易0

、
仲
尼
厄

0

0

0

而
作
春
秋

0

0

0

、
屈
原
放
逐
、
乃
賦
離
騒
。
左

丘
失
明
、
厥
有
國
語
、
孫
子

0

0

臏
脚
、
兵
法
脩
列
。
不
韋
遷
蜀

0

0

0

0

、
世
傳
呂

覽
、
韓
非

0

0

囚
秦
、
説
難
・
孤
憤
、
詩
三
百
篇
、
大
底
聖
賢
發
憤
之
所
爲

作
也
。
此
人
皆
意
有
鬱
結
、
不
得
通
其
道
、
故
述
往
事
思
來
者
、
乃
如

左
丘
無
目
、
孫
子
斷
足
、
終
不
可
用
、
退
而
論
書
策
、
以
舒
其
憤
思
、

垂
空
文
以
自
見
」。『
史
記
』
四
周
本
紀
に
、「
崇
侯
虎
譖
西
伯
於
殷
紂

曰
、『
西
伯
積
善
累
德
、
諸
侯
皆
嚮
之
、
將
不
利
於
帝
』。
帝
紂
乃
囚
西

伯
於
羑
里
。（
中
略
）
西
伯
蓋
即
位
五
十
年
。
其
囚
羑
里
、
蓋
益
易
之

八
卦
爲
六
十
四
卦
」。

③　

仲
尼
厄
而
作
春
秋　
『
史
記
』
四
七
孔
子
世
家
に
、「
子
曰
、『
弗
乎

弗
乎
、
君
子
病
没
世
而
名
不
稱
焉
。
吾
道
不
行
矣
、
吾
何
以
自
見
於
後

世
哉
』。
乃
因
史
記
作
春
秋

0

0

0

、
上
至
隱
公
、
下
訖
哀
公
十
四
年
、
十
二

公
」。

④　

孫
子
之
遇
龎
涓　

孫
子
は
、
孫
臏
。
兵
家
の
祖
孫
武
の
子
孫
。『
史

記
』
六
五
孫
子
呉
起
列
傳
に
、「
臏
亦
孫
武
之
後
世
子
孫
也
。
孫
臏
嘗

與
龐
涓

0

0

倶
學
兵
法
、
龐
涓
旣
事
魏
、
得
爲
惠
王
將
軍
、
而
自
以
爲
能
不

及
孫
臏
、
乃
陰
使
召
孫
臏
。
臏
至
、
龐
涓
恐
其
賢
於
己
、
疾
之
、
則
以

法
刑
斷
其
兩
足
而
黥
之
、
欲
隱
勿
見
」。

⑤　

韓
非
之
値
秦
后　
『
史
記
』
六
三
老
子
韓
非
列
傳
に
、「
人
或
傳
其
書

至
秦
。
秦
王
見
孤
憤
・
五
蠧
之
書
、
曰
、『
嗟
乎
、
寡
人
得
見
此
人
與

之
游
、
死
不
恨
矣
』。
李
斯
曰
、『
此
韓
非
之
所
著
書
也
』。
秦
因
急
攻

韓
。
韓
王
始
不
用
非
、
及
急
、
迺
遣
非
使
秦
。
秦
王
悦
之
、
未
信
用
。

李
斯
・
姚
賈
害
之
、
毀
之
曰
、『
韓
非
、
韓
之
諸
公
子
也
。
今
王
欲
幷

諸
侯
、
非
終
爲
韓
不
爲
秦
、
此
人
之
情
也
。
今
王
不
用
、
久
留
而
歸
之
、

此
自
遺
患
也
、
不
如
以
過
法
誅
之
』。
秦
王
以
爲
然
、
下
吏
治
非
。
李

斯
使
人
遺
非
藥
、
使
自
殺
。
韓
非
欲
自
陳
、
不
得
見
。
秦
王
後
悔
之
、

使
人
赦
之
、
非
已
死
矣
」。

⑥　

虞
卿
窮
愁　

虞
卿
は
、
戦
国
時
代
の
遊
説
の
士
。
趙
の
成
王
に
召
さ
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れ
て
上
卿
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
虞
卿
と
稱
さ
れ
た
。
の
ち
魏
と
の

連
衡
を
画
策
し
た
が
、
こ
と
が
う
ま
く
運
ば
ず
、
意
を
得
ぬ
ま
ま
に
書

を
著
わ
し
た
。『
史
記
』
七
六
平
原
君
虞
卿
列
傳
に
、「
上
採
春
秋
、
下

觀
近
世
、
曰
節
義
・
稱
號
・
揣
摩
・
政
謀
、
凡
八
篇
。
以
刺
譏
國
家
得

失
、
世
傳
之
曰
虞
氏
春
秋
」。
太
史
公
の
論
に
、「
虞
卿
料
事
揣
情
、
爲

趙
畫
策
、
何
其
工
也
。
及
不
忍
魏
斉
、
卒
困
於
大
梁
、
庸
夫
且
知
其
不

可
、
況
賢
人
乎
。
然
虞
卿

0

0

非
窮
愁

0

0

、
亦
不
能
著
書
以
自
見
於
後
世
云
」。

⑦　

不
韋
遷
蜀　

呂
不
韋
は
、
も
と
大
商
人
だ
っ
た
が
、
秦
の
荘
襄
王

（
始
皇
帝
の
父
）
に
取
り
立
て
ら
れ
て
相
國
と
な
り
、
文
信
侯
に
封
ぜ

ら
れ
、「
仲
父
」
と
稱
せ
ら
れ
た
。『
史
記
』
八
五
呂
不
韋
傳
に
よ
れ
ば
、

秦
の
王
室
と
の
間
に
宮
廷
秘
話
に
属
す
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
関
係
が

あ
り
、
始
皇
帝
も
實
は
不
韋
の
子
だ
っ
た
と
司
馬
遷
は
記
し
て
い
る
。

食
客
三
千
人
を
抱
え
て
大
い
に
時
め
い
た
が
、
始
皇
帝
の
即
位
後
十
年

に
し
て
、
相
國
の
地
位
を
解
任
さ
れ
、
蜀
に
追
放
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

呂
不
韋
が
門
客
た
ち
を
使
っ
て
『
呂
氏
春
秋
』
を
著
わ
し
た
の
は
、
蜀

追
放
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

⑧　

士
嬴
疾
行　

士
嬴
は
、
未
詳
。
校
箋
は
「
士
蔿
」
の
訛
か
と
い
う
。

士
蔿
は
春
秋
晉
の
大
夫
で
、『
國
語
』
晉
語
一
に
事
蹟
が
見
え
る
。

⑨　

夷
・
齊
潛
隱　

夷
は
伯
夷
、
齊
は
叔
齊
で
、
殷
末
の
孤
竹
君
の
二
子
。

周
の
武
王
に
よ
る
革
命
を
受
け
入
れ
ず
、
首
陽
山
に
隠
棲
し
て
餓
死
し

た
。『
史
記
』
六
一
伯
夷
列
傳
。

⑩　

褰
帷　
『
後
漢
書
』
三
一
賈
琮
傳
に
、「
時
黄
巾
新
破
、
兵
凶
之
後
、

郡
縣
重
斂
、
因
縁
生
姦
。
詔
書
沙
汰
刺
史
・
二
千
石
、
更
選
清
能
吏
、

乃
以
琮
爲
冀
州
刺
史
。
舊
典
、
傳
車
驂
駕
、
垂
赤
帷
裳
、
迎
於
州
界
。

及
琮
之
部
、
升
車
言
曰
、『
刺
史
當
遠
思
廣
聽
、
糾
察
美
惡
、
何
以
反

垂
帷0

裳
以
自
掩
塞
乎
』。
乃
命
御
者
褰0

之
。
百
城
聞
風
、
自
然
竦
震
」。

⑪　

燕
奭　

燕
の
召
公
奭
。
周
開
國
期
の
重
臣
で
、
周
公
旦
と
並
稱
さ
れ

る
。『
史
記
』
三
四
燕
召
公
世
家
に
、「
召
公
奭
與
周
同
姓
、
姓
姫
氏
。

周
武
王
之
滅
紂
、
封
召
公
於
北
燕0

」。

⑫　

四
君　

戦
国
期
の
著
名
な
四
人
の
公
子
。『
史
記
』
八
五
呂
不
韋
列

傳
に
、「
當
是
時
、
魏
有
信
陵
君
、
楚
有
春
申
君
、
趙
有
平
原
君
、
齊

有
孟
嘗
君
、
皆
下
士
喜
賓
客
以
相
傾
」。

⑬　

五
伯　

五
覇
に
同
じ
。
春
秋
時
代
の
五
人
の
覇
王
。
齊
の
桓
公
、
晉

の
文
公
、
秦
の
穆
公
、
宋
の
襄
公
、
楚
の
荘
王
。
宋
の
襄
公
の
代
わ
り

に
呉
王
闔
閭
を
入
れ
る
な
ど
別
の
説
も
あ
る
。

⑭　

玳
簪
之
客　
『
史
記
』
七
八
春
申
君
列
傳
に
、「
趙
平
原
君
使
人
於
春

申
君
、
春
申
君
舎
之
於
上
舎
。
趙
使
欲
夸
楚
、
爲
瑇0

琩
簪0

、
刀
剣
室
以

珠
玉
飾
之
、
請
命
春
申
君
客
。
春
申
君
客
三
千
餘
人
、
其
常
客
皆
躡
珠

履
以
見
趙
使
、
趙
使
大
慙
」。」

⑮　

雁
行
接
踵　
『
禮
記
』
王
制
に
、「
父
之
齒
隨
行
、
兄
之
齒
雁
行

0

0

、
朋

友
不
相
踰
」。

⑯　

肩
隨
鱗
次　
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
、「
十
年
以
長
則
兄
事
之
、
五
年
以

長
則
肩
隨

0

0

之
、
群
居
五
人
則
長
者
必
異
席
」。
注
に
、「
肩
隨
者
、
與
之

平
曠
差
退
」。『
文
選
』
九
、
潘
岳
「
射
雉
賦
」
に
、「
綠
柏
参
差
、
文

翮
鱗
次

0

0

」。
同
二
一
、
鮑
照
「
詠
史
」
に
、「
京
城
十
二
衢
、
飛
甍
各
鱗0

次0

」。
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⑰　

牴
牾　

食
い
ち
が
う
。
抵
忤
・
抵
午
な
ど
と
も
記
す
。
荀
悦
『
漢

紀
』
武
帝
紀
五
に
、「
至
於
採
摭
經
傳
、
分
散
百
家
之
事
、
甚
多
疏
畧
、

或
有
抵
忤

0

0

」。

⑱　

於
邑　

雙
聲
の
語
で
、
憂
え
る
さ
ま
。『
楚
辭
』「
九
章
」「
悲
回

風
」
に
、「
傷
太
息
之
愍
憐
兮
、
氣
於
邑

0

0

而
不
可
止
」。『
文
選
』
三
七
、

曹
植
「
求
自
試
表
」
に
、「
是
以
于
邑

0

0

而
竊
自
痛
者
也
」。

　

予
答
曰
、「
吾
於＊

天
下
亦
不
賤
也
。
所
以
一
沐
三
握
髪
、
一
食
再

吐
哺
。
何
者
、
正
以
名
節
未
樹
也
。
吾
嘗
欲
稜
威
瀚
海
、
絶
幕
居
延
、

出
萬
死
而
不
顧
、
必
令
威
振
諸
夏
、
然
後
度
聊
城
而
長
望
、
向
陽
關

而
凱
入
、
盡
忠
盡
力
以
報
國
家
、
此
吾
之
上
願
焉
。
次
則
清
濁＊
一
壺
、

彈
琴
一
曲
、
有
志
不
遂
、
命
也
如
何
。
脱
略
刑
名
、
蕭
散
懷
抱
、
而

未
能
爲
也
。
但
性
過
抑
揚
、
恆
欲
權
衡
稱
物
、
所
以
隆
暑
不
辭
熱
、

凝
冬
不
憚
寒
、
著
鴻
烈
者
、
葢
爲
此
也
」。

　

私
は
答
え
て
い
っ
た
、「
私
は
天
下
に
お
い
て
賤
し
か
ら
ぬ
身
分

で
す
。［
周
公
の
よ
う
に
］
洗
髪
の
最
中
に
も
洗
う
手
を
止
め
、
食

事
中
に
口
中
の
も
の
を
吐
き
出
し
て
来
客
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
れ
は

名
節
が
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
私
は
い
つ
も
天
子
の

威
光
を
翰
海
の
彼
方
に
振
る
っ
て
、
居
延
の
沙
漠
を
横
断
し
、
萬
死

を
冒
し
て
危
険
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
全
土
に
わ
が
朝
の
威
力
を
振

興
し
て
、
然
る
後
に
聊
城
を
渡
っ
て
遠
望
し
、
陽
關
に
向
か
っ
て
凱

旋
し
、
忠
義
の
限
り
を
盡
く
し
て
國
家
に
報
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
私
の
最
上
の
願
い
で
す
。
そ
の
次
は
と
い
え
ば
一
壷
の
酒
を

飲
ん
で
、
琴
を
一
曲
奏
す
る
楽
し
み
だ
が
、
そ
の
志
は
あ
っ
て
も
遂

げ
ら
れ
な
い
の
は
、
運
命
の
な
せ
る
わ
ざ
で
何
如
と
も
し
が
た
い
。

外
形
や
名
分
を
超
脱
し
、
胸
中
の
思
い
を
発
散
さ
せ
よ
う
と
し
な
が

ら
、
い
ま
だ
に
実
現
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
起
伏
の
激
し
い
性
格
で
、

常
に
も
の
ご
と
の
均
衡
を
図
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
真
夏
の
暑
さ
も

辭
せ
ず
、
真
冬
の
寒
さ
も
厭
わ
ず
に
、［
漢
の
淮
南
王
の
よ
う
に
］

『
湘
東
鴻
烈
』
を
著
わ
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
な
の
で
す
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
於
：
抄
本
→
于
。
＊
濁
：
抄
本
・
四
庫
本
・
百
子
本
→
酒
。

〔
注
〕

⑲　

吾
於
天
下
亦
不
賤
也
云
云　
『
荀
子
』
堯
問
篇
に
、「
吾
於
天
下
不
賤

0

0

0

0

0

0

矣
。
然
而
吾
所
執
贄
而
見
者
十
人
」。『
史
記
』
三
三
魯
周
公
世
家
に
、

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙
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「
於
是
卒
相
成
王
、
而
使
其
子
伯
禽
代
就
封
於
魯
。
周
公
戒
伯
禽
曰
、

『
我
文
王
之
子
、
武
王
之
弟
、
成
王
之
叔
父
、
我
於
天
下
亦
不
賤

0

0

0

0

0

0

0

矣
。

然
我
一
沐
三
捉
髪

0

0

0

0

0

0

、
一
飯
三
吐
哺

0

0

0

0

0

、
起
以
待
士
、
猶
恐
失
天
下
之
賢
人
。

子
之
魯
、
愼
無
以
國
驕
人
』」。
本
書
序
に
、「
先
生
曰
、『
余
於
天
下
爲

不
賤
焉
』。」

⑳　

吾
嘗
欲
稜
威
瀚
海
二
句　

稜
威
は
、
天
子
の
威
光
。
瀚
海
は
、
西
北

辺
境
に
存
す
る
湖
沼
、
い
わ
ゆ
る
北
海
を
莫
然
と
指
し
、
廣
く
そ
れ
を

包
む
沙
漠
地
帯
を
い
う
。
居
延
は
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
額

濟
納
旗
地
域
に
あ
る
。
居
延
漢
簡
で
知
ら
れ
る
。
以
下
、
北
方
を
回
復

し
て
全
土
を
統
一
す
る
悲
願
を
述
べ
る
。

㉑　

出
萬
死
而
不
顧　
『
史
記
』
八
九
張
耳
陳
餘
列
傳
に
、「
兩
人
對
曰
、

『
夫
秦
爲
無
道
、
破
人
國
家
、
滅
人
社
稷
、
絶
人
後
世
、
罷
百
姓
之
力
、

盡
百
姓
之
財
、
將
軍
瞋
目
張
膽
、
出
萬
死
不
顧

0

0

0

0

0

一
生
之
計
、
爲
天
下
除

殘
也
』」。『
文
選
』
四
一
、
司
馬
遷
「
報
任
少
卿
書
」
に
、「
夫
人
臣
出

萬
死
不
顧

0

0

0

0

一
生
之
計
、
赴
公
家
之
難
、
斯
以
奇
矣
」。

㉒　

聊
城　

春
秋
時
代
の
齊
の
城
。
現
在
の
山
東
省
聊
城
市
。
齊
の
聊
城

に
立
て
こ
も
っ
た
燕
の
將
軍
に
対
し
て
、
魯
仲
連
が
矢
文
で
城
明
け
渡

し
を
説
得
し
た
故
事
で
知
ら
れ
る
。『
史
記
』
八
三
魯
仲
連
鄒
陽
列
傳
。

㉓　

陽
關　

西
域
と
の
交
通
の
要
路
と
な
っ
た
關
所
。
現
在
の
甘
肅
省
敦

煌
市
に
あ
る
。

㉔　

次
則
清
濁
一
壺
二
句　
『
文
選
』
四
三
、
嵇
康
「
與
山
巨
源
絶
交

書
」
に
、「
今
但
願
守
陋
巷
、
教
養
子
孫
、
時
與
親
舊
叙
闊
、
陳
説
平

生
、
濁0

酒
一0

盃
、
彈
琴
一
曲

0

0

0

0

、
志
願
畢
矣
」。

㉕　

有
志
不
遂　
『
宋
書
』
樂
志
四
、
鼓
吹
鐃
歌
十
五
篇
（
何
承
天
義
熙

中
私
造
）
の
「
石
流
篇
」
に
、「
嗟
我
殷
憂
、
載
勞
寤
寐
。
遘
此
百
慮
、

有
志
不
遂

0

0

0

0

」。

㉖　

命
也
如
何　
『
文
選
』
四
一
、
李
陵
「
與
蘇
武
書
」
に
、「
子
歸
受
榮
、

我
留
受
辱
、
命
也
如
何

0

0

0

0

」。

㉗　

脱
略
刑
名　
『
文
選
』
一
六
、
江
淹
「
恨
賦
」
に
、「
脱
略

0

0

公
卿
、
跌

宕
文
史
」。
刑
名
の
「
刑
」
は
「
形
」
と
同
義
。

㉘　

蕭
散
懷
抱　
『
文
選
』
三
〇
、
謝
朓
「
始
出
尚
書
省
」
に
、「
乘
此
終

蕭
散

0

0

、
垂
竿
深
澗
底
」。
同
三
一
、
江
淹
「
雜
體
詩
」
三
十
首
の
う
ち
、

殷
仲
文
に
擬
し
た
「
興
矚
」
に
、「
直
置
忘
所
宰
、
蕭
散
得
遺
慮
」。

㉙　

著
鴻
烈
者　
『
隋
書
』
經
籍
志
子
部
從
横
家
類
に
、「
梁
有
補
闕
子
十

八
巻
、
湘
東
鴻
烈
十
巻
、
梁
元
帝
撰
、
亡
」。『
梁
書
』
一
〇
元
帝
紀
・

『
南
史
』
八
梁
本
紀
下
と
も
、『
補
闕
子
』
十
巻
は
記
す
が
、『
湘
東
鴻

烈
』
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
本
書
著
書
篇
に
も
著
錄
さ
れ
な
い
。

清
の
姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
証
』
二
九
子
部
六
に
、『
金
樓
子
』
の

當
該
個
所
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
案
此
一
篇
似
湘
東
鴻
烈

之
序
文
。
淮
南
内
篇
、
號
曰
鴻
烈
、
意
蓋
仿
其
名
稱
、
以
此
爲
内
篇
歟
。

而
自
爲
著
述
、
不
令
賓
客
參
預
、
則
謂
異
于
淮
南
也
」。
な
お
「
鴻

烈
」
の
名
稱
に
關
し
て
は
、
高
誘
「
淮
南
子
序
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る

の
を
参
照
。「
然
其
大
較
、
歸
之
於
道
、
號
曰
鴻
烈
。
鴻
、
大
也
。
烈
、

明
也
。
以
爲
大
明
道
之
源
也
。
故
夫
學
者
不
論
淮
南
、
則
不
知
大
道
之

深
也
」。



─ 103─

金
樓
子
訳
注
（
十
三
）（
興
膳
）

　

又
問
之
曰
、「
子
何
不
詢
之
有
識
、
共
著
此
書
、
曷
爲
區
區
自
勤

如
此
」。
予
答＊
曰
、「
夫
荷
旃
被
毳
者
、
難
與
道
純
綿＊
之
緻
密＊
、
羹
藜

含＊
糗
者
、
不
足
論
大
牢
之
滋
味
。
故
服
絺
綌
之
涼＊
者
、
不
苦＊
盛
暑
之

鬱
煩＊
、
襲
貂
狐
之
煖
者
、
不
知
至
寒
之
淒
愴＊
。
予
之
術
業
、
豈
賓
客

之
能
闚
。
斯
葢
以
莛
撞
鍾
、
以
蠡
測
海
也
。
予
嘗＊
切
齒
淮
南
・
不
韋

之
書
、
謂
爲
賓
遊
所
製
、
毎
至
著
述
之
閒
、
不
令
賓
客
闚
之
也
」。

　

ま
た
［
裴
子
野
が
］
尋
ね
て
い
っ
た
、「
殿
下
は
な
ぜ
有
識
者
に

相
談
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
こ
の
書
を
著
わ
さ
ず
、
一
人
で
せ
っ
せ
と

励
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
す
か
」。
私
は
答
え
て
い
っ
た
、「
獸
の
毛
皮

を
着
て
い
る
者
と
は
、
上
質
の
絹
織
物
の
き
め
細
か
さ
を
語
れ
な
い

し
、
藜
や
乾
し
飯
を
食
べ
て
い
る
者
と
は
、
最
上
の
肉
料
理
の
美
味

さ
を
論
じ
ら
れ
な
い
。
涼
し
い
葛
織
り
の
服
を
着
る
者
に
は
、
真
夏

の
蒸
し
暑
さ
も
苦
に
な
ら
ず
、
貂
や
狐
の
外
套
を
着
る
者
は
、
厳
冬

の
身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
を
知
ら
な
い
。
私
の
學
術
の
営
み
は
、
門

客
な
ど
に
は
窺
い
知
る
由
も
な
い
の
で
す
。
彼
ら
は
い
わ
ば
草
の
茎

で
鐘
を
叩
き
、
瓢
箪
で
海
の
深
さ
を
測
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
。
私
は
か
ね
が
ね
淮
南
王
劉
安
や
呂
不
韋
の
著
わ
し
た
書
が
、
輩

下
の
門
客
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
こ
と
を
口
惜
し
く
思
っ
て
い
る
の

で
、
書
物
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
、
彼
ら
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
『
太
平
御
覧
』
六
〇
二
文
部
一
九
著
書
下
に
こ
の
一
段
を
引
く
。
＊
答
：

『
御
覧
』
無
し
。
＊
綿
：『
御
覧
』
→
緜
。
＊
緻
密
：
抄
本
→
密
緻
。
＊

含
：『
御
覧
』
→
唅
。
＊
涼
：『
御
覧
』・
抄
本
・
四
庫
本
→
凉
。
＊
苦
：『
御

覧
』
→
知
。
＊
煩
：『
御
覧
』
→
燠
。
＊
淒
愴
：『
御
覧
』・
抄
本
→
悽
愴
。

四
庫
本
→
凄
愴
。
＊
嘗
：『
御
覧
』
→
常
。
＊
間
：
抄
本
・
四
庫
本
・
百
子

本
→
間
。

〔
注
〕

㉚　

夫
荷
旃
被
毳
者
云
云　
『
漢
書
』
六
四
下
王
褒
傳
、『
文
選
』
四
七
、

王
褒
「
聖
主
得
賢
臣
頌
」
に
、「
夫
荷
栴
被
毳
者

0

0

0

0

0

、
難
與
道
純
緜
之
麗

0

0

0

0

0

0

0

密0

、
羮
藜
唅
糗
者

0

0

0

0

0

、
不
足

0

0

與
論
太
牢
之
滋
味

0

0

0

0

0

0

」。
ま
た
「
故
服
絺
綌
之

0

0

0

0

0

凉
者

0

0

、
不
苦
盛
暑
之
鬱
燠

0

0

0

0

0

0

0

、
襲
狐
貉
之
煖
者

0

0

0

0

0

0

、
不
憂
至
寒
之
凄
滄

0

0

0

0

0

0

0

」。

㉛　

難
與
道
純
綿
之
緻
密　
『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
に
、「
純
、
絲
也
。
謂

織
爲
繒
帛
之
麗
、
絲
纊
之
密
也
。
一
説
、
純
綿
、
不
雜
綿
也
」。

㉜　

羹
藜
含
糗
者　

顔
師
古
注
に
、「
糗
卽
今
之
熬
米
麥
所
爲
者
、
音
丘

九
反
、
又
音
昌
少
反
」

㉝　

不
苦
盛
暑
之
鬱
煩　
『
漢
書
』
及
び
『
文
選
』
と
も
「
煩
」
を

㉚

㉛

㉜㉝

㉞

㉟

㊱
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「
燠
」
に
作
る
。
顔
師
古
注
に
、「
鬱
、
熱
氣
也
。
燠
、
温
也
。
音
於

六
反
」。

㉞　

不
知
至
寒
之
淒
愴　
『
漢
書
』『
文
選
』
と
も
「
知
」
を
「
憂
」
に
作

る
。
顔
師
古
注
に
、「
凄
愴
、
寒
冷
也
」。

㉟　

斯
葢
以
莛
撞
鍾
二
句　
『
漢
書
』
三
五
東
方
朔
傳
、『
文
選
』
四
五
、

東
方
朔
「
答
客
難
」
に
、「
語
曰
、『
以
管
窺
天
、
以
蠡
測
海

0

0

0

0

、
以
莛
撞

0

0

0

鐘0

』。
豈
能
通
其
條
貫
、
考
其
文
理
、
發
其
音
聲
哉
」。

㊱　

予
嘗
切
齒
淮
南
・
不
韋
之
書
云
云　
『
史
記
』
八
五
呂
不
韋
列
傳
に
、

「
是
時
諸
侯
多
辯
士
、
如
荀
卿
之
徒
、
著
書
布
天
下
。
呂
不
韋
乃
使
其

客
人
人
著
所
聞
、
集
論
以
爲
八
覽
・
六
論
・
十
二
紀
二
十
餘
萬
言
、
以

爲
備
天
地
萬
物
古
今
之
事
、
號
曰
呂
氏
春
秋
。
布
咸
陽
市
門
、
懸
千
金

其
上
、
延
諸
侯
游
士
賓
客
、
有
能
増
損
一
字
者
、
予
千
金
」。
本
書
序

に
、「
常
笑
淮
南
之
假
手
、
毎
蚩
不
韋
之
託
人
。
由
年
在
志
學
、
躬
自

捜
纂
、
以
爲
一
家
之
言
」。

16　

余
見
宰
人
、
歎
曰
、「
伊
尹
與
易
牙
、
同
知
調
鼎
、
而
有
賢
不

肖
之
殊
」。
旣
而
歎
曰
、「
無
識
之
徒
、
尚
以
伊
尹
方＊
易
牙
、
余
何
有

哉
」。
退
而
復
歎
曰
、「
碧
盧
似
玉
、
猗
頓
別
之
、
白
骨
似
牙
、
離
婁

別
之
。
猗
頓
・
離
婁
、
千
年
不
曾＊
遇
。
牙
骨
之
怨
、
何
時
當
弭＊
」。

余
見
人
爲
鮓
、
歎
曰
、「
龍
之
爲
物
也
、
謂
之
四
靈
、
而
亦
爲
鮓
。

魚
之
爲
物
、
謂
之
五
協
、
而
又
爲
鮓
。
抑
乃
有
莘
之
調
鼎
、
瀟
湘
之

開
國
歟
」。
退
而
復
歎
曰
、「
靈
龜
五
色
似
玉
金
、
不
免
爲
臛
。
余
何

有
哉
、
余
何
有
哉
」。

　

私
は
料
理
人
を
見
て
、
歎
息
し
て
い
っ
た
、「
伊
尹
と
易
牙
と
は
、

い
ず
れ
も
料
理
に
優
れ
た
腕
を
も
っ
て
い
た
が
、
賢
者
と
不
肖
の
違

い
が
あ
っ
た
」。
ま
た
歎
息
し
て
い
っ
た
、「
見
識
の
な
い
者
は
、
そ

れ
で
も
伊
尹
と
易
牙
を
並
べ
稱
す
る
が
、
何
を
か
い
わ
ん
や
だ
」。

後
に
ま
た
歎
息
し
て
い
っ
た
、「
碧
盧
は
玉
に
似
て
い
る
が
、
猗
頓

な
ら
識
別
で
き
る
し
、
白
骨
は
象
牙
に
似
て
い
る
が
、
離
婁
な
ら
識

別
で
き
る
。
猗
頓
や
離
婁
の
よ
う
な
人
に
は
、
千
年
こ
の
か
た
お
目

に
掛
か
ら
な
い
。
象
牙
と
白
骨
を
見
分
け
て
も
ら
え
な
い
怨
み
は
、

い
っ
た
い
何
時
晴
ら
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
」。
熟
れ
鮨
を
作
っ
て
い
る

人
を
見
て
、
歎
息
し
て
い
っ
た
、「
龍
は
動
物
の
う
ち
で
も
、
四
靈

の
一
つ
に
數
え
ら
れ
る
が
、
熟
れ
鮨
に
さ
れ
る
。
魚
は
生
き
物
の
中

で
、
五
協
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、
や
は
り
熟
れ
鮨
に
さ
れ
る
。
そ
も

そ
も
有
莘
氏
の
料
理
人
（
伊
尹
）
の
腕
前
が
あ
れ
ば
、
わ
が
瀟
湘
の

地
で
の
國
作
り
も
う
ま
く
運
ぶ
の
だ
ろ
う
か
」。
後
に
ま
た
歎
息
し

て
い
っ
た
、「
龜
は
靈
妙
で
五
色
の
美
し
さ
は
玉
や
黄
金
の
よ
う
だ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬
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が
、
羮
に
さ
れ
る
の
を
免
れ
な
い
。
何
を
か
い
わ
ん
や
、
何
を
か
い

わ
ん
や
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
方
：
百
子
本
→
空
格
。
＊
曾
：
抄
本
・
四
庫
本
→
會
。
＊
弭
：
四
庫
本
→

彌
。

〔
注
〕

①　

宰
人　

料
理
人
。『
漢
書
』
二
七
五
行
志
中
之
上
の
顔
師
古
注
に
、

「
宰
人
、
主
膳
者
也
」。

②　

伊
尹　

殷
の
湯
王
の
賢
臣
。
王
妃
有
莘
氏
の
料
理
人
と
し
て
湯
に
近

づ
き
、
料
理
の
話
題
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
湯
を
感
服
さ
せ
、
の
ち
宰

相
に
起
用
さ
れ
た
。『
尚
書
』
伊
訓
。
ま
た
『
史
記
』
殷
本
紀
。
本
書

一
興
王
篇
11
参
照
。

③　

易
牙　

名
は
雍
、
字
は
易
牙
。
春
秋
齊
の
桓
公
に
仕
え
た
料
理
人
。

桓
公
の
信
認
を
得
て
、
公
の
死
後
、
そ
の
寵
姫
だ
っ
た
衛
共
姫
の
子
武

孟
（
無
虧
）
を
後
嗣
に
立
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
。『
左
傳
』
僖
公
十

七
年
に
、「
雍
巫
有
寵
於
衛
共
姫
、
因
寺
人
貂
以
薦
羞
於
公
、
亦
有
寵
。

公
許
之
立
武
孟
。
管
仲
卒
、
五
公
子
皆
求
立
。
冬
十
月
乙
亥
、
齊
桓
公

卒
。
易
牙
入
、
與
寺
人
貂
因
内
寵
以
殺
羣
吏
、
而
立
公
子
無
虧
」。『
史

記
』
で
は
三
二
齊
太
公
世
家
。

④　

同
知
調
鼎
二
句　
『
韓
詩
外
傳
』
七
に
、「
故
君
子
博
學
深
謀
、
不
遇

時
者
衆
矣
。
豈
独
丘
哉
。
賢
不
肖
者
材
也
、
遇
不
遇
者
時
也
。
今
無
有

時
、
賢
安
所
用
哉
。（
中
略
）
伊
尹
故
有
莘
氏
僮
也
。
負
鼎
操
俎
調
五

味
、
而
立
爲
相
、
其
遇
湯
也
」。

⑤　

碧
盧
似
玉
二
句　
『
淮
南
子
』
氾
論
訓
に
、「
故
劍
工
或
劍
之
似
莫
邪

者
、
唯
歐
冶
能
名
其
種
、
玉
工
眩
玉0

之
似
碧
盧

0

0

者
、
唯
猗
頓

0

0

不
失
其

情
」。
高
誘
注
に
、「
碧
盧
、
或
云
碔
砆
。
猗
頓
、
魯
之
富
人
、
能
知
玉

理
、
不
失
其
情
也
」。
猗
頓
は
、『
史
記
』
一
二
九
貨
殖
列
傳
・『
漢

書
』
九
一
貨
殖
傳
に
傳
が
あ
る
。

⑥　

白
骨
似
牙
二
句　
『
戰
國
策
』
魏
策
一
に
、「
白
骨

0

0

疑
象
、
武
夫
類
玉
、

此
皆
似
之
而
非
者
也
」。
離
婁
は
、
太
古
の
黄
帝
の
時
代
の
人
で
、
ど

ん
な
細
か
い
も
の
で
も
見
え
た
と
い
う
。『
孟
子
』
離
婁
篇
上
に
、「
離0

婁0

之
明
、
公
輸
子
之
巧
、
不
以
規
矩
、
不
能
成
方
員
」。

⑦　

鮓　

な
れ
ず
し
。
魚
を
盬
・
麹
・
米
飯
な
ど
に
漬
け
こ
ん
で
発
酵
さ

せ
た
食
品
。『
釋
名
』
釋
飲
食
に
、「
鮓
、
菹
也
。
以
盬
・
米
醸
之
如
菹
、

熟
而
食
之
也
」。
そ
の
具
体
的
な
製
法
は
、
北
魏
の
賈
思
勰
『
齊
民
要

術
』
八
作
魚
鮓
に
詳
し
い
。

⑧　

龍
之
爲
物
也
二
句　
『
禮
記
』
禮
運
に
、「
何
謂
四
靈

0

0

、
麟
・
鳳
・

龜
・
龍
、
謂
之
四
靈

0

0

」。
孔
穎
達
疏
に
、「
以
此
四
獸
皆
有
神
靈
、
異
於

他
物
、
故
謂
之
靈
」。

⑨　

而
亦
爲
鮓　

龍
の
鮓
に
關
す
る
逸
話
が
以
下
の
如
く
見
え
る
。『
晋

書
』
三
六
張
華
傳
に
、「
陸
機
嘗
餉
華
鮓
、
于
時
賓
客
滿
坐
、
華
發
器
、

便
曰
、『
此
龍
肉
也
』。
衆
未
之
信
。
華
曰
、『
試
以
苦
酒
濯
之
、
必
有

異
』。
旣
而
五
色
光
起
。
機
還
問
鮓
主
、
果
云
、『
園
中
茅
積
下
、
得
一
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白
魚
、
質
状
殊
常
、
以
作
鮓
、
過
美
、
故
以
相
獻
』」。『
太
平
廣
記
』

一
九
七
で
は
『
世
説
』
に
出
る
と
す
る
が
、
現
行
の
『
世
説
新
語
』
に

こ
の
話
は
な
い
。

⑩　

五
協　

未
詳
。
校
箋
は
「
或
當
作
『
五
鼎
』、
或
『
五
俎
』、
卽
羊
・

豕
・
腸
胃
・
魚
・
臘
」
と
い
う
。
ま
た
校
注
は
「『
五
協
』
當
作
『
五

酉
』」
と
す
る
。

⑪　

有
莘
之
調
鼎　

有
華
氏
の
料
理
人
だ
っ
た
伊
尹
を
指
す
。
注
②
参
照
。

⑫　

瀟
湘
之
開
國　

筆
者
蕭
繹
が
湘
東
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
荊
州
刺
史
に
任

ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
。
本
書
序
に
、「
粤
以
凡
庸
、
早
賜
茅
社
、
祚

土
瀟
湘

0

0

、
搴
帷
陝
服
」。

⑬　

靈
龜
五
色
似
玉
金　
『
説
苑
』
辨
物
篇
に
、「
靈
龜

0

0

文
五
色

0

0

、
似
玉
似

金
、
背
陰
向
陽
、
上
隆
象
天
、
下
平
法
地
、
槃
衍
象
山
」。

17　

飽
食
高
臥
、
立
言
何
求
焉
。
修
德
履
道
、
身
何
憂
焉
。
居
安
慮

危
、
戚
也
。
見
險
懷
懼
、
憂
也
。
紛
紛
然
、
榮
枯
寵
辱
之
動
也
、
人

其
能
不
動
乎
。
仲
尼
其
人
也
、
抑
吾
其
次
之
。
有
佞
而
進
、
有
直
而

退＊
、
其
寧
退
乎
。
予
不
喜
游
宴
淹
留
、
毎
宴
輒
早
罷
、
不
復
沾
酌
矣
。

　

た
ら
ふ
く
食
べ
て
の
ん
び
り
寝
て
い
る
よ
う
で
は
、
一
家
の
言
を

立
て
る
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
德
を
修
め
道
を
履
ん
で
生
き
れ
ば
、

身
に
ど
ん
な
憂
い
が
あ
ろ
う
。
安
き
に
居
て
危
う
き
を
慮
る
の
が
、

戚
で
あ
る
。
危
険
を
見
て
懼
れ
を
抱
く
の
が
、
憂
で
あ
る
。
紛
々
と

入
り
亂
れ
て
、
榮
枯
や
寵
辱
が
動
き
移
る
の
に
、
人
が
じ
っ
と
し
て

動
か
ず
に
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
孔
子
（
仲
尼
）
こ
そ
そ
の
人
で
あ

り
、
私
も
そ
の
次
ぐ
ら
い
に
は
な
ろ
う
。
よ
こ
し
ま
な
や
り
方
で
出

世
す
る
者
が
あ
り
、
真
っ
直
ぐ
な
や
り
方
で
退
け
ら
れ
る
者
が
あ
る

が
、
私
は
む
し
ろ
退
け
ら
れ
よ
う
。
私
は
宴
席
に
入
り
浸
る
の
を
好

ま
ず
、
宴
會
は
い
つ
も
早
め
に
切
り
上
げ
て
、
酒
に
溺
れ
た
り
は
し

な
い
。

〔
校
　
勘
〕

＊
有
直
而
退
：
底
本
は
「
有
退
」。
抄
本
・
四
庫
本
は
、
下
に
「
按
此
下
疑

有
脱
文
」
の
案
語
が
あ
る
。
抄
本
の
謝
章
鋌
校
語
は
「
有
」
字
の
下
に
「
直

而
」
二
字
を
補
う
。
百
子
本
は
「
有
直
而
退
」
に
作
る
。
い
ま
そ
れ
に
從
う
。

〔
注
〕

①　

飽
食
高
臥　
『
論
語
』
學
而
篇
に
、「
子
曰
、『
君
子
食
無
求
飽
、
居

無
求
安
』」。

②　

立
言　
『
左
傳
』
襄
公
二
十
四
年
の
「
大
上
有
立
德

0

0

、
其
次
有
立
功
、

其
次
有
立
言
」
に
基
づ
く
。
篇
頭
の
解
題
参
照
。

①

②

③

④
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③　

修
德
履
道　
『
詩
』
大
雅
「
文
王
」
に
、「
無
念
爾
祖
、
聿
脩0

厥
德0

」。

『
易
』
履
卦
九
二
の
爻
辭
に
、「
履
道

0

0

坦
坦
、
幽
人
貞
吉
」。

④　

居
安
慮
危　
『
左
傳
』
襄
公
十
一
年
に
、「
書
曰
、『
居
安
思
危

0

0

0

0

』。
思

則
有
備
、
有
備
無
患
」。『
荀
子
』
仲
尼
篇
に
、「
故
知
者
之
舉
事
也
、

滿
則
慮
嗛
、
平
則
慮
險
、
安
則
慮
危

0

0

0

0

」。

18　

大＊
虚
所
以
高
者
、
以
其
輕
而
無
累
也
。
人
生
苟
清
而
無
欲
、
則

飄
飄
之
氣
凌
焉
。

　

大
空
が
高
い
の
は
、
輕
く
て
し
が
ら
み
が
な
い
か
ら
だ
。
人
生
も

清
ら
か
で
欲
を
持
た
ぬ
よ
う
に
す
れ
ば
、
輕
々
と
し
た
気
持
ち
に
な

れ
よ
う
。

〔
校
　
勘
〕

＊
大
：
四
庫
本
→
太
。

〔
注
〕

①　

大
虚
：
太
虚
に
同
じ
。『
文
選
』
一
一
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
、

「
太
虚

0

0

遼
廓
而
無
閡
、
運
自
然
之
妙
有
」。
李
善
注
に
、「
太
虚
、
謂
天

也
。
自
然
、
謂
道
也
」。

②　

人
生
苟
清
而
無
欲　
『
説
苑
』
説
叢
篇
に
、「
上
清0

而
無
欲

0

0

、
則
下
正

而
民
樸
」。

③　

飄
飄
之
氣
凌
焉　
『
史
記
』
一
一
七
司
馬
相
如
傳
に
、「
相
如
旣
奏
大

人
之
頌
、
天
子
大
説
、
飄
飄

0

0

有
凌0

雲
之
氣0

、
似
游
天
地
之
間
意
」。

19　

擣
衣
清
而
徹
、
有
悲
人
者
。
此
是
秋
士
悲
於
心
、
擣
衣
感
於
外
。

内
外
相
感
、
愁
情
結
悲
、
然
後
哀
怨
生
焉
。
苟
無
感
、
何
嗟
何
怨
也
。

　

砧
を
打
つ
音
は
澄
み
き
っ
て
い
て
、
人
を
悲
し
ま
せ
る
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
は
秋
の
男
が
心
中
に
悲
し
み
を
抱
い
て
い
て
、
砧
を
打
つ

外
の
音
に
触
れ
て
心
が
動
く
か
ら
で
あ
る
。
内
と
外
と
が
呼
應
し
あ

っ
て
、
愁
い
の
感
情
が
悲
し
み
と
な
り
、
や
が
て
哀
怨
の
情
が
生
ま

れ
る
。
外
の
こ
と
に
心
が
動
か
な
け
れ
ば
、
何
の
嗟
き
怨
む
こ
と
が

あ
ろ
う
。

〔
注
〕

①　

擣
衣
清
而
徹
二
句　

冬
衣
を
縫
う
た
め
の
布
を
砧
で
打
つ
音
は
、
晩

秋
の
風
物
詩
と
し
て
六
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
、
し
ば
し
ば
詩
の
題
材
と

な
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
遠
隔
の
地
に
在
る
夫
の
た
め
に
砧
を
打
つ
妻

の
立
場
か
ら
詠
わ
れ
、
悲
愁
の
情
を
掻
き
た
て
る
。『
文
選
』
三
〇
に

①

②

③

①

②
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収
め
ら
れ
る
宋
の
謝
惠
連
「
擣
衣
」
は
そ
の
早
い
時
期
の
作
で
、
詩
中

に
「
檐
高
砧
響
發
、
楹
長
杵
聲
哀
」
の
句
が
あ
る
。「
擣
」
は
、
打
つ
。

②　

秋
士
悲
於
心　
『
淮
南
子
』
繆
稱
訓
に
、「
春
女
思
、
秋
士
悲

0

0

0

、
而
知

物
化
矣
」。
高
誘
注
に
、「
春
女
感
陽
則
思
、
秋
士
見
陰
而
悲
」。

20　

長
沮
浴
、
桀
溺
問
焉
。「
今
日
浴
佳
耶
」。
曰
、「
佳
」。
長
沮
曰
、

「
浴
須
浴
其
内
、
然＊
後
其
表
。
五
臟
六
腑
、
尚
有
未
潔
、
四
支
八
體
、

何
爲
者
耶
。
夫
浴
者
、
將
使
表
裏
潔
也
。
内
苟
含
瑕
、
何
遽
浴
耶
」。

　

長
沮
が
湯
浴
み
を
し
て
い
る
と
、
桀
溺
が
尋
ね
た
。「
今
日
の
湯

浴
み
は
良
か
っ
た
か
ね
」。
答
え
て
、「
良
か
っ
た
」。
長
沮
は
い
っ

た
、「
湯
浴
み
は
體
内
を
洗
っ
て
か
ら
、
身
體
の
外
を
洗
う
べ
き
だ
。

五
臓
六
腑
が
ま
だ
清
潔
で
な
い
の
に
、
四
肢
八
體
が
ど
う
の
こ
う
の

も
な
い
も
の
だ
。
そ
も
そ
も
湯
浴
み
と
は
、
身
體
の
内
外
を
清
潔
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
内
部
に
汚
れ
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
湯
浴

み
と
い
え
よ
う
」。

〔
校
　
勘
〕

＊
然
：
抄
本
・
四
庫
本
→
而
。

〔
注
〕

①　

長
沮
浴
云
云　

こ
の
説
話
の
據
る
所
は
未
詳
。
清
の
兪
樾
『
茶
香
室

叢
鈔
』
一
に
こ
の
記
事
を
引
き
、「
不
知
出
何
書
」
と
い
う
。
長
沮
と

桀
溺
は
、
春
秋
時
代
の
隠
者
で
、『
論
語
』
微
子
篇
に
そ
の
名
が
見
え

る
。「
長
沮

0

0

・
桀
溺

0

0

耦
而
耕
。
孔
子
過
之
、
使
子
路
問
津
焉
。
云
云
」。

②　

五
臟
六
腑　
『
太
平
御
覧
』
三
六
三
人
事
部
四
形
體
に
引
く
『
韓
詩

外
傳
』
に
、「
惟
天
命
本
人
情
、
人
有
五
藏
六
府

0

0

0

0

。
何
謂
五
藏
、
情
藏

於
腎
、
神
藏
於
心
、
魂
藏
於
肝
、
魄
藏
於
肺
、
志
藏
於
脾
。
何
謂
六
府
、

咽
喉
、
量
入
之
府
。
胃
者
、
五
穀
之
府
。
大
腸
、
轉
輸
之
府
。
小
腸
、

受
成
之
府
。
膽
、
積
精
之
府
。
膀
胱
、
精
液
之
府
也
」。

③　

四
支
八
體　

四
支
は
、
四
肢
に
同
じ
。
兩
手
と
兩
足
。
八
體
は
、
具

體
的
に
何
を
指
す
か
未
詳
。
校
箋
と
校
注
は
、
清
の
惠
士
奇
『
禮
説
』

一
天
官
に
據
っ
て
、
首
・
腹
・
足
・
股
・
目
・
口
・
耳
・
手
の
こ
と
と

す
る
説
を
引
く
。

21　

孔
子
東
游
、
見
兩
小
兒
相
鬭
。
一
兒
曰
、「
我
以
日
初
出
去
人

近
」。
一
兒
曰
、「
日
中
近
」。
一
兒
曰
、「
日
初
出＊
、
如
車
葢
、
至
中
、

裁
如
盤
盂
。
豈
不
近
者
大
、
遠
者
小
」。
一
兒
曰
、「
日
初
出
、
滄
滄

涼
涼
、
至
日
中
、
有
如
探
湯
。
此
非
遠
者
涼
、
近
者
熱
耶
」。
孔
子

亦
不
知
。
日
中
天
而
小
、
落
扶
桑
而
大
、
爲
政
亦
如
是
矣
。
須
日
用

不
知
、
如
中
天
之
小
也
。
須＊
赫
赫
然
、
此
葢
落
日
之
治
、
不
足
稱
也
。

①

②

③

①

②

③

④
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孔
子
が
東
へ
旅
し
た
と
き
、
二
人
の
子
ど
も
が
言
い
争
っ
て
い
る

の
を
見
か
け
た
。
一
人
の
子
が
い
う
に
は
、「
太
陽
は
日
の
出
の
と

き
が
人
に
近
い
」。
も
う
一
人
の
子
が
い
う
に
は
、「
眞
晝
の
と
き
が

近
い
よ
」。
前
の
子
が
い
う
に
は
、「
日
の
出
の
と
き
は
、
車
の
蓋
の

よ
う
に
大
き
い
の
が
、
眞
晝
に
な
る
と
、
ほ
ん
の
お
椀
ほ
ど
に
な
る
。

近
い
と
大
き
く
て
、
遠
い
と
小
さ
い
じ
ゃ
な
い
か
」。
後
の
子
が
い

う
に
は
、「
日
の
出
の
こ
ろ
に
は
、
涼
し
か
っ
た
の
が
、
眞
晝
に
な

る
と
、
お
湯
に
手
を
入
れ
る
み
た
い
に
熱
く
な
る
。
遠
い
と
涼
し
く

て
、
近
づ
く
と
熱
く
な
る
じ
ゃ
な
い
か
」。
孔
子
に
も
い
ず
れ
が
正

し
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
太
陽
が
天
の
中
央
に
あ
る
と
き
に
は
小

さ
く
て
、
西
の
端
に
沈
む
こ
ろ
に
は
大
き
く
な
る
と
い
う
の
は
、
政

治
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
日
々
に
用
い
て
い
な
が

ら
そ
れ
と
知
ら
ず
に
い
る
の
は
、
天
の
中
央
に
あ
る
太
陽
が
小
さ
い

の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
分
か
る
の
は
、
い
わ
ば

落
日
の
治
政
で
あ
っ
て
、
稱
賛
に
價
し
な
い
。

〔
校
　
勘
〕

＊
日
初
出
：
抄
本
・
四
庫
本
→
初
日
。
＊
須
：
百
子
本
→
雖
。

〔
注
〕

①　

孔
子
東
游
云
云　
『
列
子
』
湯
問
篇
に
、「
孔
子
東
游
、
見
兩
小
兒
辯

鬭
。
問
其
故
。
一
兒
曰
、『
我
以
日
始
出
時
去
人
近
、
而
日
中
時
遠
也
。

一
兒
『
以
日
初
出
遠
、
而
日
中
時
近
也
』。
一
兒
曰
、『
日
初
出
、
大
如

車
蓋
、
及
日
中
則
如
盤
盂
。
此
不
爲
遠
者
小
而
近
者
大
乎
』。
一
兒
曰
、

『
日
初
出
、
滄
滄
涼
涼
、
及
其
日
中
、
如
探
湯
。
此
不
爲
近
者
熱
而
遠

者
涼
乎
』。
孔
子
不
能
決
也
。
兩
小
兒
笑
曰
、『
孰
爲
汝
多
知
乎
』」。

②　

探
湯　
『
論
語
』
季
氏
篇
に
、「
孔
子
曰
、『
見
善
如
不
及
、
見
不
善

如
探
湯

0

0

』」。

③　

落
扶
桑
而
大　

扶
桑
は
『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
「
日
出
於
暘
谷
、
浴

於
咸
池
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
日
の
出
る
海
中
に
生
え
る
木
だ
が
、

『
文
選
』
一
五
、
張
衡
「
思
玄
賦
」
の
「
憑
歸
雲
而
遐
逝
兮
、
夕
余
宿

乎
扶
桑
」
の
よ
う
に
、
日
の
沈
む
西
端
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

④　

日
用
不
知　
『
易
』
繋
辭
傳
上
に
、「
仁
者
見
之
謂
之
仁
、
知
者
見
之

謂
之
知
、
百
姓
日
用

0

0

而
不
知

0

0

、
故
君
子
之
道
鮮
矣
」。

22　

居
家
治
理
、
可
移
於
官
、
何
也
。
治
國
須
如
治
家
、
所
以
自
家

刑
國
、
石
奮
之
爲
家
可
矣
。
若
謂
治
國
異
治
家
者
、
則
條
章
不
治
、

民
無
依
焉
。
故
治
國
者
親
民
、
若
治
家
也
。
心
不
可
欺
物
、
不
可
示

物
。
不
欺
不
示
、
得
其
衷
也
。
欺
之
則
物
不
信
、
示
之
則
民
驕
矣
。

①

②

③

④

⑤

⑥
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自
家
刑
國
、
自
國
刑
家＊
、
可
無
失
矣
。

　

家
が
う
ま
く
治
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
公
務
に
適
用
す
る
の
が

よ
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
國
を
治
め
る
に
は
家
を
治
め

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
家
を
治
め
る
方
法
で
國
を
治
め
る
に
は
、

石
奮
の
家
を
治
め
る
や
り
方
が
よ
い
。
も
し
國
を
治
め
る
の
が
家
を

治
め
る
の
と
は
違
う
い
う
な
ら
、
法
令
は
行
き
と
ど
か
ず
、
民
は
據

る
す
べ
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
國
を
治
め
る
者
が
民
に
親
し

む
に
は
、
家
を
治
め
る
よ
う
に
す
る
。
心
に
思
う
こ
と
で
民
を
欺
い

て
は
な
ら
ぬ
し
、
そ
れ
を
民
に
顕
わ
に
示
し
て
も
な
ら
な
い
。
欺
か

ず
示
さ
ず
、
そ
の
中
間
を
取
る
よ
う
に
す
る
。
欺
け
ば
民
の
信
用
を

失
う
し
、
顕
示
す
れ
ば
民
は
傲
慢
に
な
る
。
家
を
治
め
る
方
法
で
國

を
治
め
、
國
を
治
め
る
方
法
で
家
を
治
め
れ
ば
、
間
違
い
は
な
い
は

ず
だ
。

〔
校
　
勘
〕

＊
自
家
刑
國
二
句
：
抄
本
は
「
自
家
刑
治
國
刑
家
」
に
作
り
、
謝
校
が
底
本

の
如
く
正
す
。

〔
注
〕

①　

居
家
治
理
二
句　
『
孝
經
』
廣
揚
名
章
に
、「
子
曰
、『
君
子
之
事
親

孝
、
故
忠
可
移
於
君
。
事
兄
悌
、
故
順
可
移
於
長
。
居
家
理

0

0

0

、
故
治
可

0

0

移
於
官

0

0

0

。
是
以
行
成
於
内
、
而
名
立
於
後
世
矣
』」。

②　

治
國
須
如
治
家　
『
禮
記
』
大
學
に
、「
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
、

先
治
其
國
、
欲
知
其
國
者
、
先
齊
其
家
、
欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
、

欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
」。『
孟
子
』
離
婁
篇
上
に
、「
孟
子
曰
、『
人

有
恆
言
、
皆
曰
天
下
國
家
。
天
下
之
本
在
國
、
國
之
本
在
家
、
家
之
本

在
身
』」。

③　

自
家
刑
國　
『
梁
書
』
二
武
帝
紀
中
の
天
監
七
年
春
正
月
乙
酉
朔
の

詔
に
、「
建
國
君
民
、
立
教
爲
首
。
不
學
將
落
、
嘉
植
靡
由
。
朕
肇
基

明
命
、
光
宅
區
宇
、
雖
耕
耘
雅
業
、
傍
闡
藝
文
、
而
成
器
未
廣
、
志
本

猶
闕
、
非
所
以
鎔
範
貴
遊
、
納
諸
軌
度
。
思
欲
式
敦
譲
齒
、
自
家
刑

0

0

0

國0

」。
刑
は
、
治
め
正
す
意
。

④　

石
奮
之
爲
家　

石
奮
（
？
〜
前
一
二
四
）
は
、
前
漢
初
期
の
人
。
官

位
は
二
千
石
（
郡
の
長
官
）
と
な
り
、
四
人
の
子
も
み
な
二
千
石
と
な

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
萬
石
君
と
稱
さ
れ
た
。
謹
直
な
人
と
爲
り
で
知
ら

れ
た
。『
史
記
』
一
〇
三
萬
石
張
叔
列
傳
・『
漢
書
』
四
六
萬
石
君
傳
に
、

「
萬
石
君
家
以
孝
謹
聞
乎
郡
國
、
雖
齊
魯
諸
儒
質
行
、
皆
自
以
爲
不
及

也
」。

⑤　

心
不
可
欺
物　

物
は
、
人
の
意
。

⑥　

不
可
示
物　
『
老
子
』
第
三
十
六
章
に
、「
國
之
利
器
、
不
可
以
示0

人0

」。

⑦
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⑦　

自
國
刑
家　
『
梁
書
』
五
元
帝
紀
に
引
く
大
寶
二
年
十
一
月
の
王
僧

辯
の
上
表
に
、「
臣
等
或
世
受
朝
恩
、
或
身
荷
重
遇
、
同
休
等
戚
、
自0

國
刑
家

0

0

0

、
苟
有
腹
心
、
敢
以
死
奪
」。

（
こ
の
譯
注
の
作
成
に
當
た
っ
て
は
、
淺
野
良
治
・
神
山
ゆ
き
・
辛
夏
寧
・

永
田
知
之
・
畑
中
優
美
の
五
氏
に
よ
る
草
稿
を
参
照
し
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
す
る
。）


